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序

本県には、旧石器時代をはじめとする 1万箇所を超す遺跡や貴重な埋蔵文化財が残

されています。それらは、地域の風土と歴史が生み出した遺産であり、本県の歴史や

文化、伝統を正しく理解するのに欠くことのできない資料です。同時に、それらは県

民のみならず国民的財産であり、将来にわたって大切に保存し、活用を図らなければ

なりません。

一方、豊かな県土づくりには公共事業や社会資本整備が必要ですが、それらの開発

にあたっては、環境との調和はもちろんのこと、地中に埋もれ、その土地とともにあ

る埋蔵文化財保護との調和も求められるところです。

当事業団埋蔵文化財センターは、設立以来、岩手県教育委員会の指導と調整のもと

に、開発事業によってやむを得ず消滅する遺跡の緊急発掘調査を行い、その調査の記

録を保存する措置をとってまいりました。

本報告書は、平成18年度に当センターが発掘調査をした遺跡の調査成果をまとめ、

調査報告書及び調査概報として発刊するものです。全県下で41遺跡48件、253,081m2が

調査され、旧石器時代から近世までの遺構、遺物が検出されております。宮古市新里

地区に所在する異帯遺跡では、縄文時代中期の竪穴住居跡などが多数発見され、資料

の少ない北上山地の縄文集落の様子が明らかとなりました。盛岡市の盛南開発に伴う

調査では、飯岡才川遺跡での古墳をはじめ、矢盛遺跡では堀をめぐらせた居館跡など、

古代から中世にかけての多くの遺構・遺物が出土しております。また、平泉町坂下遺

跡では、奥州藤原氏の時代の遺構が多数見つかり、特に池状遺構や当時の道路跡と考

えられる敷石遺構の発見は注目されます。このように今年も各地の調査で地域の歴史

に新たな一ページを書き加えることができました。本書が広く活用され、埋蔵文化財

についての関心や理解につながると同時に、その策護や活用、学術研究、教育活動な

どに役立てられれば幸いです。

最後になりましたが、発掘調査及び報告書の作成にあたり、ご理解とご協力をいた

だきました委託者をはじめ、地元の教育委員会及び関係各位に対し、深 く感謝の意を

表します。

平成19年 3月

財団法人 岩手県文化振興事業団

理事長 武 田 牧 雄
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平成18年度の発掘調査結果について

平成18年度の発掘調査事業は43件36遺跡215,002m2で 開始したが、年度途中での追加を含めて最終

的には48件41遺跡253,081m2の 調査に着手した。本調査以外には、宮古道路建設事業関連遺跡などの

試掘・確認調査も実施している。

後期旧石器時代の遺物が奥州市岩洞堤遺跡 (24)か ら発見されたが、今年度は包含層の範囲を確認

するにとどめ、本格的な調査は19年度に持ち越すことになった。

例年同様、縄文時代の遺跡は多いものの、竪穴住居跡を伴う集落遺跡は数少ない。宮古市異帯遺跡

(42)は 中期後葉を主体とする遺跡で、後葉の竪穴住居跡40棟やフラスコ状土坑を含む土坑91基のほ

か、同時期と推測される掘立柱建物跡 3棟などが検出された。竪穴住居跡は複式炉系統の炉を持つ群

と単式の石囲炉を伴う群とに三分される。浅い埋没谷を中心に調査した軽米町板子屋敷 3遺跡 (30)

では後期中葉～後葉の竪穴住居跡14棟 と土坑13基ほかが見つかった。17年度から引き続いての調査で、

微地形を選択し、僅かずつ位置を変えながら同時期の竪穴住居跡22棟が構築されていることが明らか

になった。盛岡市川目A遺跡 (13)か らは晩期の配石遺構12基が検出され、過去に行われた4次の調

査で見つかった後期と晩期の配石遺構群が分布する区域の南限が明確になった。調査は来年度も継続

される。川目A遺跡から東方 6 kmに 位置する盛岡市戸仲遺跡 (34)は歩道新設工事に伴う狭い幅の

調査であったが、後期後葉～晩期中葉の多量の上器が包含層から出上したほか、石囲炉形などの後期

後葉～晩期前葉の配石遺構10基が見つかった。川目A遺跡と戸仲遺跡は共に北上川支流の簗川に近い

河岸段丘低位面に立地する遺跡である。

弥生時代の遺構は見つかっていない。また、遺物も土器片が散見される程度である。次の古墳時代

の遺構 。遺物とも明確なものはない。

奈良 。平安時代の遺跡では、盛岡南新都市土地区画整理事業や国道46号盛岡西バイパス建設事業に

伴って盛岡市細谷地遺跡 (16。 28。 36・ 37)。 台太郎遺跡 (39)。 飯岡オ川遺跡 (14。 38)・ 向中野

館遺跡 (40)の 4遺跡の調査が8次にわたって行われた。互いに近接した位置にある遺跡である。細

谷地遺跡は4次の調査を行い、奈良 。平安時代の竪穴住居跡46棟 を検出した。同遺跡は今回の調査区

に隣接する17年度の調査でも同時代の竪穴住居跡56棟を調査しており、大規模集落の中心域を調査し

たことが考えられる。平泉町瀬原Ⅱ遺跡 (26)は平泉市街地の北を流れる衣川と北上川の合流点から

北西約600mに位置する遺跡で、「前九年の役」の柵の一つである瀬原柵に関連する遺構や遺物の発見

も想定したが、見つからなかった。ただ、10世紀前半代と後半代の二期にわたる集落遺跡で、10世紀

前半代の略完形の灰釉陶器の壷が竪穴住居跡から出土したことが注目される。平泉町坂下遺跡 (27)

は、衣川の南、中尊寺が所在する関山の東麓に立地する。12世紀後半代の道跡と推測される敷石遺構

やそれに隣接する位置に検出された池状遺構、小規模な四面庇の掘立柱建物跡ほかが検出された。特

に、敷石遺構は過去の発掘調査で発見されている中尊寺金色堂下方の石敷道路と密接に関連する可能

性がある。そのほか、16棟の竪穴住居跡を調査した二戸市桂平 I遺跡 (32)は 、10世紀に入ると安比

川流域において集落数が一気に増加する事実を裏付ける一例になる。

中世の城館調査としては、16世紀に二戸市浄法寺に拠点を構えた浄法寺氏関連の館の一つと推測さ

れる吉田館遺跡 (31)や道跡と土橋を伴う堀跡によって方形に区画された居館が検出された盛岡市矢

盛遺跡 (29・ 41)がある。矢盛遺跡は旧河道が入り組んだ微高地に立地する遺跡で、15～ 16世紀の陶

磁器が少量出土している。

(首席文化財専門員 三浦謙―)
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I発掘調査報告書



凡例

本書で記載されているコンテナの大 きさについては下記のとお りである。

大 コンテナ :42× 32× 30cm

中コンテナ :42× 32× 20cm

/1ヽ コンテナ :42× 32× 10cm



(1)

所  在  地 二戸市野々上字大館14他     遺跡コード・略号 LE89‐0255・ YD-06

委  託  者 農林水産省東北農政局馬淵川沿岸 調査対象面積 452m2

農業水利事業所         調査終了面積 452m2

事  業  名 国営馬淵川沿岸農業水利事業   調 査 担 当 者 溜 浩二郎・北村忠昭・高橋聡子

発掘調査期間 平成18年 6月 1日 ～ 7月 14日

1 調査に至る経過

山舘遺跡は、「国営馬淵川沿岸農業水利事業所 野々上支線用水路 (その2)工事」の施工に伴い、

その事業区域内に埋蔵文化財が存在することから発掘調査を実施することとなったものである。

野々上支線用水路は、一級河川馬淵川から米沢揚水機場のポンプアップにより取水 し、左岸幹線用

水路か ら米沢吐出水槽、野々上ファームポンドを経由し分岐 した用水路で、二戸市野々上地内約

60haの 畑にかんがいするためのパイプラインである。

当事業の施工に係わる埋蔵文化財の取 り扱いについては、平成17年 10月 4日 付17馬淵第267号 「馬

淵川沿岸農業水利事業実施計画における埋蔵文化財の試掘調査について (依頼)」 により岩手県教育

委員会に対 して試掘調査の依頼を行った。

依頼を受けた岩手県教育委員会は平成17年 11月 1日 ～ 2日 に試掘調査を実施し、工事に着手するに

は山舘遺跡の発掘調査が必要となる旨を平成17年 12月 1日 付教生第1274号「埋蔵文化財の試掘調査に

ついて (回答)」 |こ より、当事業所へ回答してきた。

その結果を踏まえて当事業所は岩手県教育委員会と協議 し、調整を受けて平成18年 4月 7日付けで

財団法人岩手県文化振興事業団との間で委託契約を締結 し、発掘調査を実施することになった。

(農林水産省東北農政局馬淵川沿岸農業水利事業所)

跡立逗
江舘機山

第 1図 遺跡の位置
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(1)山舘遺跡

0       1:2000      50コ n

第2図 調査区と周辺の地形

2 遺跡の位置と立地

山舘遺跡は岩手県北部の二戸市野々上に所在 し、いわて銀1可鉄道金田一温泉駅から西に約2.Okmに

位置し、馬淵川支流によって開析された丘陵地に立地している。遺跡の標高は162～172mで調査前の

状況は山林および林道である。

3 基本土層

調査区は山林中腹～頂上にかけての斜面で、斜面東側中腹の埋没 した沢 (地表から2mの深さまで

確認)付近以外はおおむね以下の層序で堆積 しているのが確認された。

第 I層 10YR2/2 黒褐色 シル ト 現表土。

第Ⅱ層 10YR2/1 黒色 シル ト 径 5～20mmの 十和

田 b火山灰粒 (To‐b)1～ 2%含む。

第Ⅲ層 10YR3/3 暗褐色 シル ト 径 1～ 3 mm

の十和田中棘火山灰粒 (To―Cu)1～ 2%含む。

第Ⅳ層 10YR6/8 明黄褐色  十和 田中撤火 山

灰 (To―Cu)堆積層。

第V層 10YR2/1 黒色 シル ト 径 5～ 10mmの南

部浮石粒 (To‐Nb)1～ 2%含む。

第Ⅵ層 10YR2/2 黒褐色 シル ト 径 5～ 10mmの

南部浮石粒 (To‐Nb)20～25%含む。

第Ⅶ層 7.5YR5/8 明褐色 南部浮石粒 (To―Nb)堆

積層。

第Ⅷ層 10YR3/2 黒褐色 粘土質土 八戸火山灰

(To‐H)堆積層。

畔
L=162900m   

碧
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(1)山舘遺跡

4 調査の概要

調査区の地形は西側の崖状になった斜面部および平坦部と、埋没した沢がある東側斜面部とに大き

く分かれる。検出された遺構は西側の平坦部からは古代の溝 2条、堀状遺構 1条、土坑 1基、縄文時

代の土坑10基、時期不明の柱穴状土坑 3個、東側の斜面部からは縄文時代の上坑 4基が検出された。

出土した遺物は土器 。石器ですべて縄文時代のものである。

(1)遺構

<溝跡>西 側の平坦部から2条検出された。いずれも調査区に直交し、主軸方向は 1号溝が約N―

23° ―E、 2号溝が約N-11° ―W、 規模は 1号溝が幅48～ 64cm、 深さ18cm、 2号溝が幅272～ 278cm、

深さ72cmで いずれも埋土上位に十和田 aテ フラの堆積が確認された。埋土からは遺物は出土 してい

ない。

<堀状遺構 > 西側平坦部のⅡE4gグ リッド付近で検出された。調査区に直交 し、主軸方向は約

N-45° 一Eで規模は幅418～ 422cm、 深さ122cmで調査区外へ と延びる。埋土上位に十和田 aテ フラ

の堆積が確認され、埋土から縄文土器片が出土している。

<陥 し穴状遺構 > 西側平坦部から2基検出された。1号陥し穴状遺構は表土下の第Ⅷ層、 2号陥し

穴状遺構は14号土坑 と重複し、これに切 られた状態で検出された。いずれも形状は溝状を呈 し、遺構

の一部が調査区外へ と廷びるため長軸幅は不明である。短軸幅は 1号陥し穴状遺構が84cm、 2号陥

し穴状遺構が40cmで、遺物は出上 していない。時期は14号土坑 との重複関係から縄文時代後期以前

と考えられるが、詳細は不明である。

<土坑> 検出した土坑は、 1号土坑以外は遺構の一部が調査区外へ と延びるため遺構であるかど

うかの判別が困難なものもあるが、可能性があるものとして14基登録 した。形状は円形 。楕円形で規

模は最大で径160cmで ある。時期は遺構の検出面や出土遺物などから縄文時代に属するものが大半で、

10号 。11号土坑が縄文時代晩期、 1号～ 7号 。9号 。12号～14号土坑がそれ以前のものと考えられる

が、 8号土坑は埋土中に十和田 aテ フラが堆積 していることから古代 と考えられる。また、 9号土坑

は中撤火山灰堆積層より下層の第V層～第Ⅵ層で検出されたが、風倒木痕の可能性 もある。

遺構内からの出土遺物は6号土坑の埋上下位から石皿 (24)、 12号土坑・14号土坑の埋土上位から

土器片 (2・ 12)が出上している

土坑観察表

遺構名 位置 形状 姫
くｃｍｊ

漆
ぐｃｍナ

出土遺物 備考

1号土坑 ID7d 楕円形 100× 68 底面に凹凸あり

2号土坑 ID7d 円形 ?

3号土坑 IC7i
4号土坑 IC7j
5号土坑 IC7j 楕円形 ? 90× ? 東側の一部に木痕による攪乱あり

6号土坑 ⅡE7e 円形 ? 底面に柱穴 1基あり

7号土坑 IC7c 不整な円形

8号土坑 ID7h 円形 遺構の一部が調査区外へ延びる。埋土に十和田降下火山灰 (T o al含む。

9号土坑 ⅡL6d 円形 ? 風倒木痕の可能性あり

10号土坑 ⅡK3e 楕円形 ? 6 底面に柱穴 2個 あり

■号土坑 ⅡK3d 円形 120× 112

12号土坑 Ⅱ 13d 円形 ? 2 後期前葉

13号土坑 IE4f 円形 ?

14号土坑 IFlc 円形 ? 後期
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(1)山舘遺跡

畔二L‐170100m当  1号滋

ν  l翌説腸塚f凛昆墨妻
5M粂
展嘉子影響岳がオ黄`

燈色
2 10YR2/2黒褐色土 粘性ややあ り しまりあ り

2号溝

卜全_ L‐ 171600m 当

1 10YR2/1黒 色土 粘性なし しまりあり灰白色火山灰 (Υ∝a)5%含 む。
2 10YR2/1黒 色土 粘性なし しまりあり灰自色火山灰 (Toa)80%含む。
3 10YR2/1黒 色土 粘性なし しまりあり灰自色火山灰 (T∝a)3%含 む。
4 10YR2/1黒 色土 粘性なし しまりあり径 3～ 5 nIInの火山灰粒 (Tottb)
1～ 2%含む。

5 10YR2/1黒 色土 粘性なし しまりややあり径 2～ 4 Fmの 火山灰粒 (To Nb)
3～ 5%含む。

6 10YR〃1黒色土 粘性なし しまりややあり径 3～ 5 E tlの 火山灰粒 (Tottb)
1～ 2%含む。

7 10YR2/2黒 掲色土 粘性なし しまりややあり径 5～ 7 Hlnの火山灰粒 (To
Nb)1%含 む。

8 10YR2/2黒 褐色土 粘性なし しまりあり径 7～ 10mlnの 火山灰粒 (To Nb)
1～ 3%含む。

9 10YR2/1黒 色土 粘性なし しまりややあり径 7～ユllIImの 火山灰粒 (Todb)
1～ 3%含む。

諜

堀状遺構

L=71300m

堀状遺構

1 10YR5/4に ぶい黄褐色火山灰 (To Na)粘 性なし しまりあり

2 10YR2/1黒 色土 粘性なし しまりあり径 3～ 7 mlnの火山灰粒 (Tottb)1%含 む。

3 10YR2/1黒 褐色土 粘性なし しまりあり径 3～ 7mnの 火山灰粒 (ToNb)1%含む。

2層 より濃色。

4 10YR2/1黒 色±30%、 10YR2/2黒褐色±70%の混合土層。粘性なし しまりあり径

7～ 211mmの火山灰粒 (Tottb)7～ 20%含む。

5 10YR4れ 褐色土 粘性なし しまりあり径 7～ 10m nの 火山灰粒 (Tottb)20%含 む。

6 10YR2/1黒 色土 粘性なし しまりあり径 5mnの 火山灰粒 (Tcl Nb)3%含 む。

7 10YR2/2黒 褐色土 粘性なし しまりあり径 2～ 3nnの 火山灰粒 (To Nb)3%含 む。

0       1 :40     1m

β
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第5図 検出遺橋 (1)1号・ 2号清、堀状遺情



IB L=ユ
71鉤Ona

隣 卜V螂∞m 当

1号上坑

1 10YRノユ 黒色土 粘性なし しまりあり

径7～ 15molの火山灰粒 (To Nb)10%含 む。

2号土坑

:言垂絡許静を読蜜獄燃盟
°
ギ亀5腐

(1)山舘遺跡

3号土坑

I A L‐
170800m

3号土坑   3号
柱穴埋土

1 10YR2/3 黒褐色土 粘性なし しまりややあり

径7～ 15Haの 火山灰粒 (Tottb)1%含 む。

2 10YRν 3 暗褐色土 粘性なし しまりあり

径5～ 71aIの 火山灰粒 (Tottb)10%含 む。

3 10YR3/3 暗褐色土 粘性なし しまりややあり

径20～ 30Halの 火山灰粒 (ToNb)70%含 む。

4号土坑

ド生L‐1709111m  鶉

4号土坑
1 10YR〃 3 黒褐色土 粘性なし しまりややあり

径4～ 7umの 火山灰粒 (To Nb)10%含 む。
2 10YR2/2 黒褐色土 粘性なし しまりややあり

径10～ 15n alの火山灰粒 (ToNb)3%含む。
3 10YR2/2 黒褐色±50%、 南部浮石粒50%の 混合土層

粘性なし しまりあり

5号土坑

卜皇_L‐180000m    _Cれ

5号土坑
110Y貶/2 黒褐色土 粘性なし しまりあり

2 10YR3/3 暗褐色土 粘性なし しまりあり

火山灰粒 (T∝Nb)プロックで如%含む。

6号土坑

眸
L‐ 1712011m

6号土坑
1 10YR2/2 黒褐色土 粘性なし しまりあり 径3～ 7m nの 火山灰粒

(To‐Nb)3%含む。褐色土 (10YR76)フ竹ックで10%含む。

2 10YR2/1 黒色土 粘性なし しまりあり 径5～ 12mrIの 火山灰粒

(Toぷ b)1%含む。
3 10YR2/2 黒褐色土

(ToNb)10%含 む。
4 10YR2/2 黒褐色土

(To Nb)7%含 む。
5 10YR3れ  暗褐色土

(To Nb)1%含 む。

7号土坑

卜全二 L‐ 169300m

7号土抗
110Y彫/2 黒褐色土 粘性なし しまりややあり

径 llu以下の火山灰粒 (ToCu)1～ 3%含む。

当

粘性あり しまりややあり 径 10 un大 の火山灰粒

粘性あり しまりややあり 径 10DI大の火山灰粒

粘性あり しまりあり 径10m大の火山灰粒

鶉

0       1:40 lm

5号土坑

Y=38138                           Y‐ 381

+X導5鶴     瑯閣+

φ /て
=正

ヲ苺＼6狙坑  、疋
較″僑 耶 〆 で 締
が // 道`グ   ヽ

/＼
 ゝ γギ  ト/         キ /ヽ卜

第6図 検出遺橋 (2) 1号 ～7号土坑
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(1)山舘遺跡

1/
1!
|イ

ヤ(

ヽ｀

IA L‐ 171200m

Y‐38156

8号土坑
1 10YR2/1 黒色土 粘性ややあり しまりあり 径3～ 5mIの 火山灰粒 (Tottb)1%含 む。
2 10YR″2 黒褐色土 粘性ややあり しまりあり 径3～5H4の 火山灰粒 (To Nb)1%未 満

含む。
3 10YR〃1 黒色±50%、 10YR2/2 黒褐色±50%の 混合土層。粘性なし しまりややあり

径20aw大の火山灰粒 (Tottb)1～ 3%合む。
4 10YR2/2 黒褐色土 粘性なし しまりあり 火山灰粒(To Na)微 量、径3～ 5umの 火山灰

粒 (To Nb)1%未 満含む。
5 10YR/2 黒褐色土 粘性なし しまりややあり 径4～ 71tuの火山灰粒 (Toぷ b)2%含む。
6 10YR4/4 黒褐色土 粘性なし しまりややあり 黒褐色土 (10YRν2)10%、 灰自色火山

灰(Toボ b)3～ 5%含む。
7 10YR〃2 黒褐色土 粘性なし しまりややあり 径541Bの炭化物粒微量、灰自色火山灰
(To a澪 舶 ックで1%含む。

8 10YR2/2 黒褐色土 粘性なし しまりなし 径8atの 火山灰粒 (Toぷ b)10～ 15%含む。
9 10YR2/2 黒褐色土 粘性なし しまりあり 径2～ 3E Itの 火山灰粒 (Toべ b)1～ 2%含む。
10 10YR3/1 黒褐色砂質土 粘性なし しまりあり 径Ю dIの 火山灰粒 (Toぷ b)微量含む。
11 10YR3/1 黒褐色砂質土 粘性なし しまりあり 径1048の 火山灰粒 (ToNb)微量含む。
12 10YR3/1 黒褐色砂質土 粘性なし しまりあり 径10～ 15malの火山灰粒 (Toぷ b)

カ ックで1協含む。
13 10YR2/1 黒色土 粘性ややあり しまりあり
14 10YR2/1 黒色■40%、 火山灰粒 (To Nb)60%の 混合土層。粘性なし しまりなし 壁崩落土。
15 10YR3/1 黒褐色砂質±90%、 10YR74 褐色砂質±10%の混合土層。粘性ややあり

しまりややあり 火山灰粒 (¢o Nb)1%含 む。
16 10YR4//6 褐色土 粘性なし しまりややあり 黒色土 (loYR2/1)5%含 む。

よ芦鞠
ヽ
ヽ

ヽヽヽ
ド挙ゝ

手

12号土坑

卜
塾ェ L‐ 162500m 4

9号土抗

卜塗生 L‐ 162000m

9号土坑
1 10YR3/3 暗褐色土 粘性なし しまりややあり

径5～20HDの火山灰粒 (To‐Nb)25%含 む。
2 10YR2/3 黒掲色土 粘性なし しまりややあり

径2～20a mの 火山灰粒 (T∝Nb)20%含 む。

12号 土坑

1 10YR2/1 黒色土 粘性なし しまりあり 径7～20m
の火山灰粒 (To Nb)20%含 む。土器片含む。

2 10YR2/1 黒色土 粘性なし しまりあり 径2～ 81na

の火山灰粒 (Tottb)1～ 2%含む。

3 10YR2/1 黒色土 粘性なし しまりあり 径5～8nd

の火山灰粒 (To Nb)1%合 む。

4 10YR2/1 黒色土 粘性なし しまりあり 径3～ 5m
の火山灰粒 (ToNb)1%以下含む。

5 10YR2/1 黒色土 粘性なし しまりあり 火山灰粒

(Tottb)50%含 む。

名

11号 土坑
1 10YR2/2 黒褐色土 粘性なし しまりあり

径5～20mの火山灰粒 (Tottb)15%含 む。

AI I ヤ      1引 卜生
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第 7図 検出遺悟 (3) 8号 ～12号土坑
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(1)山舘遺跡

13号 土坑

卜全_ L‐
170600m

13号土坑

1 10YR3/2黒 褐色土 粘性なし しまりあり径10～ 151Bの 火山灰粒lTottbl10%含 む。

2 10YR4//6褐 色土 粘性ややありしまりあり径15nuの 火山灰粒(To Nb)1%未満含む。

3 101rR3ん 暗褐色土 粘性ややありしまりあり径10～ 15o ltの火山灰 l・t(To‐ Nb13%含
む。

4 10YR4/4褐 色土 粘性ありしまりあり径10～ 15画の火山灰粒(ToNb)1%未満含む。

5 10YR2/1黒 色土 粘性なししまりあり径8～ 10 doの火山灰粒(Tottb)1～ 2%含む。

14号土坑

卜
塾生 L‐ 170800m 当

1号陥し穴状遺構

卜
L‐ 171000m

2号 陥し穴状遺構

隣
L‐ 17081111m

当

14号土坑

1 10YR3れ 暗褐色土 粘性なししまりあり径3～ 5 alnの 火山灰

粒(To Nb)1～ 3%含む。

2 10YR5/6黄 褐色土 粘性なし しまりあり最上面固くしまる。

径10～30mの火山灰粒 (Toぶ b)19/9、 炭化物粒 1%、 青灰白

粒 (径3～ 51un)1～3%含む。

3 75YR4/6褐 色土 粘性なししまりなし径3～ 5malの 火山灰粒

(TOttb)1%含む。

4 10YRν6褐色土 粘性なししまりややあり径3～ 10D alの火山

灰粒〈Toぷ b)5%未満含む。

5 10YRツ6黄褐色土 粘性なししまりややあり径 14」 の火山灰

粒 (T∈ Nb)1%含む。

6 10YR3/4暗 黒色土 粘性なししまりあり径5～104uの 火山灰

粒(ToNb)10～ 15%含む。

7 10YR3れ～74暗褐色～褐色土 粘性なししまりややあり径

3～ 5D IIlの 火山灰粒(Toぶb)10%含む。

8 10YR2/2～ 2/3黒褐色土 粘性なし しまりあり径3～ 1048の 火

山灰粒(To Nb)15%、 炭化物泣1～2%含む。

9 10Y財4褐色土 粘性なししまりややあり径3～ 5a nの 火山

灰粒(To Nb)3%含む。

10 10YR3/3暗 褐色土 粘性なし しまりややあり径3～ 5malの 火

山灰粒(Tottb)3%、 炭化物粒 1%未満含む。

1号陥し穴状遺構

1 10YR3/3暗 褐色±50%、 10YM/6褐 色±50%の 混合土層。

粘性なし しまりあり径7～ 121mの 火山灰粒(Todb)3%
含む。

2 10YR2/2黒 褐色土 粘性なししまりあり径3～20ndの 火山

灰粒〈To Nb)5～ 7%含む。

3 10YR3/3暗 褐色土 粘性なししまりあり径5～ 12a alの火山

灰粒(To Nb)10%含 む。

4 ЮY融お 褐色土 粘性なししまりあり径4～ 71uIの火山灰

粒(Tottb)1～ 3%含む。

5 10YR2/2黒 掲色土 粘性なししまりあり火山灰粒〈To‐Nb)

90%含む。

6 10YR2/2黒 褐色土 粘性なししまりあり径4～ 12aunの火山

灰粒 (Tottb)5%含む。

7 10YRク6褐色土 粘性なし しまりややあり火山灰粒 (Toぷ b)

ブロックで50%含む。

8 10YR2/2黒 褐色土 粘性なし しまりあり火山灰粒(ToNb)ブ
ロックで40%含む。6層に似る。

9 10YR4//6褐 色土 粘性なししまりあり径2～ 3cmの火山灰粒

(Toぶb150%含む。

2号 陥し穴状遺構

1 10YR2/1黒 色土 粘性なし しまりあり径5～7mBの

火山灰粒(To Nb)60%含 む。

2 75YR4/6褐色土 粘性ややありしまりあり径5～ 10

ttの 火山灰粒〈To Nb)1%未 満含む。

3 10YR2/3黒 褐色土 粘性ややありしまりあり径5～

10a Iの火山灰粒(Toぶb)5～7%含む。

475Y馳/4褐色土 粘性ややありしまりあり径2～ 5

DIの 火山灰粒(Tottb)1～ 2%含む。

5 10YR4/4褐 色土 粘性ややありしまりあり径10m
の火山灰粒 (To‐ Nb)1%含む。

6 75YRν 6明褐色土 粘性ややありしまりあり

7 10YR74褐色土 粘性ややありしまりあり

8 10YM/4褐色土 粘性ありしまりあり

9 10YR4//4褐 色土 粘性ありしまりあり

10 10YR3れ 暗褐色土 粘性なししまりややあり

当

0        1:40      1m
|

ず ＼   //S

第 8図 検出這橋 (4) 13号・14号土坑、 1号 2号陥し穴状遺橋
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(1)山舘遺跡

<柱穴状土坑>

西側斜面部の表上下・第V層～第Ⅵ層で3個検出

事前の試掘調査時に遺構上面がかなり削平されてお

関係にあり、これを切る。

いずれの遺構からも遺物は出上していないため詳細時期は不明である。

(2)遺物

<縄文土器> 総量で中コンテナ 1箱分出土した。全体に接合状況が悪 く、文様構成等が不明なもの

が大半であるが、接合可能な破片や、文様の特徴から時期は縄文時代後期～晩期が主体 と思われる。

遺構外からの取 り上げが主であるが、出土傾向としては西側平坦部の基 1付近からは後期、東側斜面

の埋没沢東側からは晩期をそれぞれ主体とする遺物がまとまって出土する。このうち遺構内から出土

したものと文様や器形などに特徴のあるものを16点記載した。 1は深鉢の口縁部破片であるが、時期

は不明。2～ 5は縦方向に撚糸文が施された深鉢の口縁部～胴部の破片で2は 12号土坑内、他はいず

れも西側調査区から出上した。時期は後期前葉にあたる。6は数条の沈線文を横・斜方向に施し区画

したもので、後期前葉にあたる。 7・ 8は鉢の破片で後期中葉、9は同一個体の深鉢の口縁部と底部

で口唇部は平縁で胴部には縦方向にRL縄文、底部には網代痕が施されている。10～ 12は後期中葉～

後葉の深鉢の破片で10は堀状遺構埋上、12は 14号土坑の検出面から出上した。13は後期後～末葉の鉢

形土器の口縁部破片、14は無文の壷で口縁部が欠損している、15～ 17は鉢形土器の口縁部破片で晩期

中葉に属すると考えられる。

<石器> 7点を記載した。石鏃 1点、磨石 3点、敲石 1点、石皿類 2点でいずれも縄文時代のもの

である。礫石器に使用された石材は安山岩・花聞岩・砂岩・閃緑岩などでいずれも遺跡周辺から持ち

込まれものである。このうち遺構内から出上したのは24の みで、他は遺構外からの出土である。18は

有茎の石鏃で2号溝の東壁面から出土した。19～21は磨石で、形状は19は扁平、20。 21は 台形状を呈

する。20。 21は縄文時代後期・晩期の上器片を包含する第Ⅲ層から出土したが、19はそれより古い第

Ⅵ層から出上している。23・ 241よ石皿で24は 6号土坑の埋上下位より出上した。大半が欠損している

が、残存部分では縁が肥厚しているの確認できる。また、同一個体と思われる破片が埋土中位から出

土している。

5.ま とめ

今回の調査で、山舘遺跡が縄文時代と古代の複合遺跡であることが確認された。今回の調査で住居

は見つかっていないが、縄文時代後期～晩期の遺物の出土状況や遺構の検出状況から周辺に集落が存

在 していた可能性が考えられる。また、陥し穴状遺構が検出されていることから縄文時代後期以前に

は狩猟場として利用されたことも確認された。

なお、山舘遺跡に関わる報告はこれをもって全てとする。

した。 1号柱穴 。2号柱穴は県教育委員会による

り、残存状況は悪い。 3号柱穴は3号土坑と重複

柱穴状土坑観察表

遺構No 径 (cm) 深さ(cm) 備   考

1 42× 38 4

2 48× ? 9 遺構の一部は調査区外へ延びる。

3 26× 26 3号土坑と重複し、これより新しい。

-14-
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所 在 地 〒020-0853 岩手県盛岡市下飯岡11地割185番地 TEL(019)63舒900ユ

発行年月日 2007F暮 3月 26日

ふ りが な

所収遺跡名

ふりがな

所 在 地

コー ド 】ヒ糸革 東経
調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡番号

やまだていせき

山舘遺跡

岩手県二戸市

野々上大舘14

ほか

03213 LE89-0255

40】王

19分

17秒

141度

16分

55秒

2006.06.1

2006.07.14

452mつ

国営馬淵川沿

岸農業水利事

業に伴う緊急

発掘調査

所収遺跡名 種 別 主な時代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

山舘遺跡

散 布 地

狩 猟 場
縄文時代

陥し穴状遺構 2基
土坑     13基

縄文土器  中 1箱

石器     7点

・縄文土器は殆 どが後期

・晩期で破片のため接

合不可。

古  代

構跡     2条
堀状遺構   1条
土坑     1基

不  明 柱穴状土坑  3個

要  約

縄文時代～古代の遺構を確認 した。縄文時代は土坑・陥し穴状遺構などの遺構や土器・石器

などの遺物が見つか り、生活の場や狩猟場 として利用 していたことが確認された。古代では

溝跡・堀状遺構などが確認されたが、遺物は出土 しておらず、集落の中心から離れた場所で

あったと考えられる。

※緯度・経度は世界測地系における数値である。
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(1)山舘遺跡

韻

に

牌       
「

F8

0            1:3          1ocm

土器観察表

NO 出土地点 層 位 器 種 部位 文様 時 期 捕 考

ⅡE4f Ⅲ層 濃 鉢 回縁都 (RLR?)
2 12号 十坊 理 十 L付 文 (R 後期前粟

3 T (lD6f) 株 勢 日縁部 撚糸文 (R 後期前葉 事前 (県教委 )の試掘跡 か ら出土

4 表採 深 34・ 口縁部 撚糸文 (R 金期前葉

5 D6 Ⅱ層 深 鉢 日縁部 撚 糸文 (R 後期前葉

6 D7 Ⅱ層 日縁 部 ,I V4寸 後期前葉 ?

7 C7c Ⅲ層 鉢 日縁 部 沈線支  XNett L R            I終 期 巾糞

8 C7d Ⅲ層 鉢 口縁部 :沈線文、縄文 LR横 胴部 :縄文 LR縦 1後期前葉 ?

9 E7c 深 鉢 回綴部 庭都

堀状積橋 LR横 1後期 ?

ⅡC3f 皿層 深 然

-16-
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(1)山舘遺跡

鞠 承癖騨

解 恥
16 17

皐

・８

0           1:3         10cm

o        l12      5cm

0            1:3         1ocm
19・ 20

土器観察表

NO 出土地点 層 位 部 位 文様 時 期 備 考

ⅡF2c 深 鉄 月同とに～庭部

Ⅱ Ⅲ層 浜 鋲 回綴を【

回壊～履部 無 文 対

皿層 鉢 口縁罰
'

刻 日文、況線文、縄文 LR積 胴部 に子と1あ り

Ⅱ Ⅲ層 鉢 口縁部 療」突文、沈線文、 I・BttL R維 1中

[ Ⅲ層 鉢 口縁部 扉U突文、沈線文 晩期 中葉

Ｆ
，

一
一
Ｉ
ゥ
＼―

．
卜

く

石器観察表

NO 器種 出土地点 層位 欝
ｍ

幅

ｃｍ
酪
ｍ

重 量

(g) 石質 産地

石 鏃 ID7 i 員岩 TJf生代新第三紀           奥羽山LFR

磨 石 IEl江 26406 安 山岩 新生代新第二紀～第四紀        興羽山4FR

Ⅲ層 112266 閃緑岩 中世代 白亜紀             北上 山地

第10図  出土遺物 (2) 土器、石器
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(1)山舘遺跡

0        1:4      10cm
23・ 24

1:3          10crn
21・22

―

＼

石器観察表

NO 器種 出土地点 層位 爵
てｃｍｊ

幅

(cm)
酪
肺

重 量

(g)
石質 産地

磨 石 Ⅲ層 125 110296 安山岩 新生代釉第二粗～第四紀 奥羽 山琢

iね 1 花薗閃線宕 甲世代 日■紀       北上 山地

砂 岩 中世代         北上 山地

る 皿 6号土坑 4土下紅 *345 安 山岩

*単位はkg

第11図  出土遺物 (3)
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(1)山 舘追跡

鱒

1昂

調査区全景

写真図版 ¬  山舘遺跡航空写真

機

遺跡違景 (南から)
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(1)山舘遺跡

堀状遺橋 (北から)

写真図版 2

堀状遺情埋土断面

山舘遺跡調査区・検出遺構 (1)

調査区西側 (近景 )

基本土層 土器出土状況

―-20-―
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!■
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|=転
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√

,ll

1号溝 (東から)

1号陥し穴 (西から)

2号溝 (西 から)

2号陥し穴 (西から)

(1)山舘遺跡

1号土坑 (南から) 2号土坑 (南から)

3号土坑 (南から) 4号土坑 (南から)

写真図版3 山舘遺跡検出遺橋 (2)
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(1)山舘遺跡

6号土坑 (南から)
7号土坑 (北西から)

8号土坑 (東から)
10号土坑 (北から)

■1 1-■ |

11号土坑 (東から) 12号土坑 (西から)

14号土坑 (北から)13号土坑 (北から)

―-22-―

写真図版4  山舘遺跡検出遺橋 (3)
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(1)山舘遺跡

写真図版5  山舘遺跡出土遺物 (1)土器
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(1)山舘遺跡
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写真図版6  山舘遺跡出土遺物 (2)石器



ぶ ど う

(2)武道Ⅳ遺跡 第2次調査

所  在  地 盛岡市玉山区芋田字武道53‐ 68ほ か    遺跡コード・略号 KE57-0197・ TBDD-06‐ 02

委  託  者 国土交通省東北地方整備局岩手河川国道事務所  調査対象面積 1,890m2

事  業  名 一般国道4号渋民バイパス建設事業    調査終了面積 1,890m2

発掘調査期間 平成18年 5月 1日 ～ 5月 31日       調 査 担 当 者 丸山浩治 。平野 祐

1 調査に至る経過

「武道Ⅳ遺跡」は、渋民バイパス改築工事の施工に伴って、その事業区域内に存することから発掘

調査を実施することになったものである。

一般回道4号は、東京都中央区日本橋を起点として、青森県青森市に至る総延長約858kmの わが国

最長の国道で、東北地方の大動脈を担っている主要幹線道路である。

国道 4号渋民バイパスは、盛岡市玉山区越戸 と同区芋田の間約3.lkmの 区間で計画されている。現

国道は、ほぼ区の中心を南北に縦断し、全幅員 8～12mと 狭 く両側に歩道がない状態であり、近年の

自動車交通の増大と車両の大型化に伴い、年々増大する交通需要に対応 し、通過交通の分離による交

通の円滑化、交通安全の確保および沿道環境の改善を図ることを目的に昭和61年度に事業着手、平成

8年から工事着手、平成16年度に一部供用 し事業を進めている。

「武道Ⅳ遺跡」については、過年度において岩手県教育委員会および盛岡市教育委員会が分布調査

を実施し確認されたものである。試掘調査を平成17年度に実施している。

その結果に基づいて岩手県教育委員会と国土交通省東北地方整備局岩手河川国道事務所 と協議を行

い、発掘調査を財団法人岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センターの受託事業とすることとした。

これにより、平成18年 4月 3日付けで岩手河川国道事務所長と岩手県文化振興事業団理事長との間

で受託契約を締結し、「武道Ⅳ遺跡」の発掘調査に着手した。

(国土交通省東北地方整備局岩手河川国道事務所 )

>|

Ψ
併
ギ

Ｌ
¶
鳶
少



(2)武道Ⅳ遺跡第 2次調査

2 遺跡の位置と立地 (第 1・ 2図 )

武道Ⅳ遺跡は、いわて銀河鉄道好摩駅の南方約1.8km、 現国道 4号東側の盛岡市玉山区芋田字武道

に所在 している。西側に南流する北上川により形成された狭小な砂礫段丘、東側に姫神山を主峰とす

る小起伏山地がそれぞれ南北に延びてお り、遺跡はこの砂礫段丘東端、山地西端縁辺部に位置する。

微地形的には、北側が山地側、南側が砂礫段丘側となり、南へ下る緩斜面となっている。また、調査

区外東西両恨Iの 山地縁辺が舌状に張 り出しているため、調査

区中央部が南北に凹む。この傾向は旧地形ほど顕著で、同部

は土層の堆積状況が良好である。標高は207～21lmで、現況

は畑地である。

本遺跡は玉山村教育委員会により第 1次調査が行われてお

り、土坑が 1基検出されている (報告書未刊 )。 今回の調査

は第2次調査となり、位置は遺跡範囲の南端部にあたる。な

お、遺構名について、現場段階では仮名称を用い、室内整理

時に最終的な名称に変更を行った。この内容は第 1表のとお

りである。

形

豚

へ

第 1表 遺構名変更一覧

陥し穴状遺構

―-26-―

第2図 武道Ⅳ遺跡第 2次調査区と周辺の地形



(2)武道Ⅳ遺跡第 2次調査

3 基本土層 (第 3図 )

本調査区の基本土層は以下のとお りである。

I層 10YR2/3 黒褐色 シル ト 粘性中 。しまり弱 表土。一部 (東側)に Ⅱ～Ⅶ層が混ざった現

代の盛土あり。

Ⅱ層 10YR3/2 黒褐色 シル ト 粘性中 。しまり中 5YR4/8赤褐色パ ミス (～ 3 mm。 いわゆるオ

レンジパ ミス。以下、Munsell表示省略。他も同様。)3%混 入。

Ⅲ層 10YR2/1 黒色 シル ト 粘性中 。しまり中 赤褐色パ ミス (～ 3 mm)7%混入。部分的に

To― aテ フラ含む。平安時代の遺構検出面。

Ⅳ層 10YR3/3 暗褐色 シル ト 粘性中・ しまり中 10YR2/2黒 褐色シル トが斑に40%、 赤褐色パ

ミス (～ 3 mm)3%、 10YR6/6明 責褐色パミス (～ l cm)1%混入。

V層 10YRl.7/1 黒色 シル ト 粘性中 。しまり中 赤褐色パ ミス (～ 3 mm)2%、 明責褐色パ ミ

ス (～ l cm)3%混入。

Ⅵ層 10YR4/3 にぶい黄褐色 シル ト 粘性中 。しまり強 明黄褐色パ ミス (～ l cm)3%混入。

Ⅶ層 10YR5/6 黄褐色 粘土質シル ト 粘性中 。しまり強 明黄褐色パ ミス (～ 1.5cm)5%混入。

遺構最終検出面。

Ⅷ層 10YR4/3 にぶい責褐色 粘土質シル ト 粘性中 。しまり強 明黄褐色パ ミス (～ 1.5cm)

7%、 7.5GY6/1緑灰色スコリア (～ 5 mm)3%、 N3/0暗灰色スコリア (～ 5 mm)1%混入。

Ⅸ層 10YR5/4 1こ ぶい黄褐色 粘土質シル ト 粘性中 。しまり強 明黄褐色パ ミス (～ 2 cm)

20%、 緑灰色スコリア (～ 5 mm)5%、 暗灰色スコリア (～ 5 mm)1%混入。

X層 10YR5/4 にぶい黄褐色 粘土質シル ト 粘性中 。しまり強 7.5YR4/3褐 色パ ミス (～ 1.5cm)

3%混入。

調査区中央部は上記のような堆積が確認され、現地表面からⅦ層 '遺構最終検出面までの深さは約

2mを測る。東西両側 (特 に東側)は標高が上がるため、東端ではⅡ～Ⅳ層が削平により欠落してい

る。また、南側は全体的に谷地となっており、さらに深度が増す。遺構検出面はⅢ～Ⅶ層である。

4 調査の概要

(1)遺構 (第 3～ 8図 )

検出された遺構は、縄文時代の上坑 3基 (R D 002～ 004)、 陥し穴状遺構 1基 (R D005)、 平安時

代の竪穴住居跡 1棟 (R A001)、 土坑 8基 (R D006～ 013)、 焼土遺構 1基 (R F 001)、 柱穴状土坑

6個 (PP2・ 14・ 18。 20～ 22)、 時期不明の柱穴状土坑17個 (PPl。 3～ 13・ 15～ 17・ 19。 23)

である。

縄文時代

<土坑 >検出面はⅦ層上面である。開口部規模および最深部の深さは、R D 001～ 003が それぞれ

113× 102cm・ 63cm、 110× 103cm・ 59cm、 94× 87cm。 99cmで、平面形はいずれも円形である。断面は

ビーカー状・椀状を呈する。R D 003は底面中央に径約10cm・ 深さ8 cmの副穴を有する。埋土はいず

れも自然堆積である。検出面および形態から縄文時代の構築と推定される。

<陥 し穴状遺構>検出面はⅥ層上面である。開口部規模は403× 51cmで、平面形は溝形を呈する。長

軸方向は北東―南西を向き等高線と斜行する。深さは最深部で77cmを 測る。埋土は自然堆積である。

検出面および形態から縄文時代の構築と推定される。

平安時代

<竪穴住居跡>検出面はⅢ～Ⅳ層である。規模は開口部で南北方向が4.00m、 東西方向が3.38mで 、
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(2)武道Ⅳ遺跡第 2次調査

平面形は隅丸方形を呈する。床面までの深さは残存状態の良い北壁で50cmを 測る。東壁は誤掘削の

ためほとんど残存 しない。埋土は自然堆積である。カマ ドは東壁に構築されているが、人為的に破却

されている。柱穴は検出されていない。床面からロクロ土師器が出土 してお り、加えて埋土中にTo―

aテ フラがブロック状に混入 していることから平安時代の遺構 (To― a降下前後の廃棄)と 推定される。

<土坑 >検出面はⅢ～Ⅵ層で、本来はⅢ～Ⅳ層面で構築されたものと推定される。開口部平面形およ

び規模は、方形基調 2基 (R D008:190× 171cm・ R D013:224X192cm)、 長方形基調 2基 (RD

006:297× 183cm・ R D007:153× 87cm)、 円形基調 4基 (R D009～012:以降それぞれ185×

170cm。 69× 67cm・ 102× 81cm。 113X86cm)で、深さは残存状態の良いR D013で lmを 測る。埋土

は自然堆積 と考えられるものがほとんどなく、いずれも人為堆積の可能性が高い。円形基調のRD

009～012の 埋土中には焼土ブロックが確認される。また、ほぼすべてが土師器やTo―aテ フラをブロ

ック状に含んでいることから平安時代の遺構 と推定される。R D0131ま 竪穴住居跡の掘 り込みを利用

し構築されたもので、住居跡より新 しい。

<焼土遺構 >To― aテ フラブロックが混入するⅢ層中で検出された。位置は竪穴住居跡の南側にあた

る。規模 。平面形は131× 71cmの不整形で、焼成部の厚さは最厚で1lcmを 測る。検出面から平安時代

の遺構 と推定される。

<柱穴状土坑 >埋土中からTo―aテ フラが確認されたことにより平安時代の遺構 と認定した。加えて、

P P14・ 18で は同じく埋土中から土師器も出土 している。検出面はⅥ～Ⅶ層である。位置にまとまり

はなく、散在する。開口部規模は25～ 54cmま であり、平均的には30～ 35cm程 度である。検出面から

の深さは16～ 55cmと 一様でない (第 3表 )。

時期不明

<柱穴状土坑 >検出面はⅥ～Ⅶ層である。位置の集中域などはな く、散在する。開口部規模は18～

54cm、 検出面からの深さは9～ 53cmま でといずれも多様である (第 3表)。 構築時期については特定

の材料がなく、不明といわざるを得ない。

(2)出 土遺物 (第 9。 10図、第 2表 )

出土総量は3,850gで、内訳は、縄文土器138,97g、 土師器2,601.04g、 須恵器7.12g、 石器 1点・

1,099,87g、 銭貨 1枚・2.59gで ある。

1は遺構外Ⅳ層から出土した縄文土器口縁部片で、晩期中葉の大洞 Cl式 と思われる。

2～ 19は 土師器・須恵器である。 2～ 5は R A001床 面およびカマ ドから出土 したもので、郭、奏

ともにすべてロクロ成形である。 2は内面ヘラミガキの後黒色処理、 3は砂底である。6・ 7は 同遺

構埋土から出土したもので、 7はロクロ成形・内面ヘラミガキ後黒色処理の郭で、体部外面に正位で

「上」 ?と いう墨書が記されている。 8～ 17は 土坑からの出土で、邦、甕ともすべてロクロ成形であ

る。14の奏はロクロ成形後の指頭圧痕およびヘラナデが顕著に見 られる。13は須恵器奏片で、今回の

調査で出土 した須恵器はこの 1点のみである。18は P P14か ら出土 したロクロ成形の土師器郭片で、

いわゆる赤焼き土器である。19は 表採された土師器高台付郭の高台部である。

20。 21は 土製品である。20は遺構外Ⅲ層から出上した粘土塊で、雑な棒状を呈する。一部に布 目が

確認される。21は 羽口先端部で、比熱により外面が発泡、内面が赤色に変色 している。

22は R D009の 1層 から出上した台石で、比熟により表面が赤色に変色 している。

このほか、胎上に繊維を含む縄文時代早期末～前期初頭頃のものと思われる土器片が遺構外から2

点出土しているが、いずれも小破片のため図示 していない。また、 I層から寛永通費が 1枚出土して

いる。
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出土地点・層位等 種 別 重量 (g)

F-5 Ⅵ層直上 2687
Ь―υ Ⅳ

Ⅳ 上

R-9 V 縄 文

(2)武道Ⅳ遺跡第 2次調査

第 2表 地点別遺物出土重量

縄文土器

総合計重量 1        384959

5 まとめ

今回の調査範囲は、平安時代に居住域として利用されていたことが明らかとなった。平安期の遺物

は、本遺跡の北東約 l kmに 所在する芋田Ⅱ遺跡の第Ⅲ期に類似している。加えて、遺構内にTo―aテ

フラが堆積することおよびその状態から同テフラ降下前後の近接した時期に廃棄されたもの、つまり

10世紀初頭前後という年代が与えられそうである。また、縄文時代のある時期には狩り場であったこ

とが推定され、土坑群の存在から周辺に集落が営まれていた可能性が高い。

なお、武道Ⅳ遺跡第2次調査に関する報告は、これをもって全てとする。

出土地点・層位等 種 別 重量 (g)

B-8 Ⅲ層 糸電文 433
-5 Ⅲ層 縄 文

R A001 床 面  P8 縄

表 採 5790
縄 支 13897

土師器

出土地点・層位等 種 別 重量 (g)

R A00 カマ ド Pl 土師器 9387
R A00 カマ ド P2 十

R A00 面  P3
R A00 lal P4 土 日

R A00 仄面  P5 土師器

R A00 床面  P6 土師器

R A00 床面  P7 土師器

R A00 床 面 中央 土師器

R A00 カマ ド 2層 土師器 3437
R A00 耳ヒ′ミ,レ ト  5)書 土師器 1857
R A00 東 rミ ,レ ト  5 土 2599
R A00 :′ミル ト   1

R A00 NE 7 土 日

R A00 OSW 7層 土師器 1353
R A00 ONW 7層 土師器 5893
R A00ユ QSE 6層 土師器

R A001 QSE 5層 土師器

R A001 QSW l層 土師器

R A001 QNE 埋土 土師器 2329
R D006 QSE 3層
R D007 南 半  1
R D008 SE 4層 (最下層 ) 土 日 2753
R D008 NE 1,香 土師器

R D008 1層 土師器

R D009 OSE'里土中位低面上15cm) 土師器 11.30

R D009 QNE l層 下位 土師器

R D009 QSW l層 土師器 7424
R D009 東ベル ト 埋土 土師器 567
R D010 1)曽 師 27795
R D010 8077
R D011 1

出土地点・層位等 種 別 重量 (g)

R D012 西壁際 2層 土師器 126.32

R D0 3 底面  Pl 土師器
R D0 底面直上 (5cm以 内) 土師器
R D0 底 L10cm 土 師 器 362
R D0 畷善  ″〔J二30cm 土 師 器 2982
R D0 3 土 師 器

R D0 3 9層 土師器

R D0 3 8層 土師器 165,99

R D0 3 埋土上位 土師器 10037
P P14 1層 土師器

P P18 埋 土 土師器
V層 十 師 器 16.49

Ⅳ 師 器

B-8 Ⅲ 師 器 24758
B― H Ⅲ 層 師 器

C-5 Ⅲ層 土師器 4177
D-7 Ⅲ層 土師器 1043
D-8 Ⅲ層 土師器

D-10 Ⅲ層 土師器 1241
E-5 皿層 土師器 5,99

E― ゝ Ⅲ層 土師器 6.09

F-8 Ⅲ 師 器 15,75

皿 師 器

G-10 Ⅲ 師 器

G-11 Ⅲ層 土師器 288
D-4 I層 土師器 955
C-13 I層 土師器

F-7 層位不明 土師器

表採 土師器

出土地点 F明 土師器
十 師 器 合 計 重 量 260104

重量 (g)

須恵器合計重量 石器合計点数・重量
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(2)武道Ⅳ遺跡第 2次調査

0     1 :50    1rn

―

A'

R A001
1 10YR2/1黒 色シル トと10YR3/1黒褐色シル トの混上 (7:3)粘性中 しまり中 10YR72灰 黄褐色シルトブロック(～2cm)3%、 赤褐色パ ミス・明黄褐色パミス3%。 人為堆積。

2 10YR3/1黒 褐色シルトと10YR6/8明黄褐色ンル トの混土 (7:3)粘性中 しまり中 明黄褐色パミス7%、 赤褐色バミス3%。 人為堆積。

3 10YR3/1黒 褐色シル トとlσrR6/8明 費褐色シルトの混土 (6:4)粘性中・ しまり中 明黄褐色パミス10%、 赤褐色パミス3%。 人為堆積。

4 10YR2/1 黒色 シル ト 粘性中 。しまり中。

5 10YR2/1 黒色 シル ト 粘性中 しまり中 To4ブロック(～2cm)7%、 赤褐色パ ミス3%、 明黄褐色パミス1%。

6 10YR3/1黒 褐色シル トと10YR7/6明黄褐色粘上の混土 (8:2)粘性中 しまり強 貼床 ?。 人為堆積。

7 10YR2/1 黒色シル ト 粘性中 。しまりやや強 赤褐色パミス3%、 T∝aブロツク(～5mm)2%。

C L=209000m カマ ド破却時掘削痕

D L=209000m

日
Ｂ
穏

ｇ
ヽ
経

台
苺
ギ

D'~    

ヽ
、

R A001 カマ ド

1 101rR″ 1黒色シル ト・10YRν l黒褐色シル ト 10YR4/4褐 色シル トの混土 (5:4

粘性中 しまり弱 Toaブロック (～5mm)・ 焼土粒 炭化物粒1%。

カマ ド構築上の残骸。

2 10YR4/3にぶい黄褐色粘土質シル トと10YR3/1黒褐色シルトの混土 (8:2)

粘性中・しまり中 焼土粒 災化物粒5%。 カマ ド構築上の残骸。

3 5YR5/6明 赤褐色シル ト (焼土)と 10YR3/1黒褐色シル トの混土 (9:1)

粘性中 しまり弱。

4 25YR5/8 明赤褐色 シル ト 粘性なし。しまり中 焼土。

E   L=208 900m  EI

華

RA001 カマド燃焼部

125Yお/8 明赤褐色 シルト 粘性なし。しまり中 焼土。

o          l:30         1m
カマド

「

~~~― ――十一一――――司

1更

RD013 10層

第4図 武道Ⅳ遺跡第 2次調査検出遺橋 (1)
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(2)武道Ⅳ遺跡第 2次調査

RD002

tHから東2m

A  L=208000m A十

０
じ

ハ
Ｖ

（
υＤＲ

R D002
1 10YR1 71 黒色 シルト 粘性中 しまり中 明黄褐色パミス2%。

2 10YR2/1黒色ンル トと10YR/2黒 褐色シル トの混土 粘性中・ しまり弱

赤褐色パミス 明責褐色パミス3%。

3 10YR2/ユ 黒色 シル ト 粘性中 。しまり中 赤褐色パミス 明黄褐色パミス1%。

4 10YR〃 1黒色シル トと10YR4/43色 シル トの混土 (6:4)粘性中 しまり中。

RD004

A L‐208800m

RD004
1 10YR2/1 黒色 シルト 粘性中・しまり中

10YR4/2灰黄褐色ンルトプロック(～5mm)3%、 明黄褐色パミス(～ lcm)5%、

赤褐色パミス2%。

2 10YR3/1 黒褐色 シルト 粘性中tまり中

灰黄褐色シルトラ加 ック(～8cm)10%、 明黄褐色パミス(～ lcm)5%。

3 10YRν l黒褐色ンルトと10YR4わ灰黄褐色シルトの混土 (5'5)粘性中。しまり中

明黄褐色パミス(～ lcm)5%。

4 10YR1 71 黒色 シルト 粘性中・しまり中

10YRν 8明責褐色シルトラ加 ツク5%(壁 際)、 明黄褐色パミス5%。

→孔7から東lm

A Li208 400m

R D003
1 5YR17/1 黒色 シ,レ ト 粘性中 しまり中 明責褐色パ ミス1%。

2 10YR3/3 暗褐色 シル ト 粘性中 。しまり弱。

3 5YR17/1黒 色シル トとloYR3/3暗褐色シル トの混土 (614)粘性中 しまり強

明黄褐色パミス106。

4 10YR4/44B色 シル トとloYR2/2黒褐色シル トの混土 (614)粘性中 しまり弱

秒5%。

RD005
1■5YRl17/1 黒色 シルト 粘性中。しまり中 明黄掲色パミス3%。

2 10YR4お 褐色ンルトと75YR17/1黒色シルトの混土 (6:4)粘性弱。しまり弱。

3 10YR2/1 黒色 シルト 粘性中 しまり弱。

4 10YR2/1黒 色ンルトと10YR76黄 褐色シルトの混土 (8:2)。

5 10YR2/1黒 色シルトと10YR4/43色シルトの混土 (5:5)粘性弱・しまり弱。

6 10YR2/1 黒色 シルト 粘性中tまり中 10YR76明 黄褐色シルト粒 (～2mm)2%。

7 75YR3/1黒 褐色シルトと75YR4/6褐 色ンルトの混土 (6:4)粘性中・しまり中。

0    1:40   1m

０５
▲
農
〔
　
七

０ＤR
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|> RD006 ド

g北
■3

1上

B  L‐ 2101X10m

く

]あつから
南lm東2m

A  L=209300m

R D008
1 75YR3/1 黒褐色 シル ト 粘性弱 しまり弱 Toa,赤褐色パ ミス2%。

2 10YR17/1 黒色 シルト 粘性中 しまり弱 T∈aブ ロック(～ lcm)拗 %。

3 10YR2/3黒褐色シルト loYR5/8黄褐色シル ト・10YR1 71黒 色シル トの混土 (5:3〔 2)

粘性中 。しまり中 Toaブロック(～5cm)30%。 人為堆積。

4 10YR17/1 黒色 シル ト 粘性中・ しまり中 10YR5/4に ぶい黄褐色シル ト混。人為堆積。

(2)武道Ⅳ遺跡第 2次調査

A  L‐208800m

R D007
1 10YR2/1 黒色 シル ト 粘性中・ しまり中

TOaプ ロック (～5mm) 赤褐色′ヽミス 明黄褐色パミス・

10YR6/8明責褐色シル トプロック (～5cm)2%。

RD006
1 10YR3/2 黒褐色 シルト 粘性中。しまり弱 10YR5/6黄褐色ンルトプロック3%。

2 10YR17/1 黒色 シルト 粘性中tまり弱。

310Y略 /2黒褐色シルトЮYR2/2黒 褐色シルト10YR5/6黄褐色シルト

10Y貶/1黒色シルトの混土 (5:3■ ■)粘 性中tまり弱 To4カ ック(～ lcm)2%。

4 10YR4/4褐色シルト10YR5/6黄褐色シルト・10YR3カ黒掲色シルト・

10YR2/2黒褐色シルトの混土 (313:3■ )粘 性中・しまり中 明責褐色パミス5%。

5 10YRν 6黄褐色シルトと10YR3/2黒褐色シルトの混土 粘性中。しまり中。

※すべて人為堆積。

RD010

→あつから東3m

L‐209300m

″
ｒ

ｎ
）

（
ＶＤＲ

棒
BI

RD008

IW
い
＝
さ
Ｏ
ω
０
０
日

Ａ

止

帥

R D010
1 10YR2//3 砂質シル ト 粘性中・ しまり弱

焼土粒 (～ 5cm)・ 炭化物粒 (～ 5mm)5%、 10YR8/8

黄橙色ンル トプロック (～7)3%。 人為堆積。

2 10YR17/1 黒色 シル ト 粘性中 。しまり中。

3 10YR3/3 暗掲色 シル ト 粘性中 しまり弱。

AIA

0    1:40   1m

第6図 武道Ⅳ遺跡第 2次調査検出遺橋 (3)
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(2)武道Ⅳ遺跡第 2次調査

|∪
  RD009 や

多

RD011 RD012

① ЮYR17/1黒 色シルトと75YR3/2黒 褐色シル ト
の混土 (5:5)粘 性弱 しまり弱 T∈ aプ ロック

② 10YR3/3 暗褐色 ンルト 粘性弱 しまり弱
焼土ブロック(～ lcm)5%。

① 10YR171 黒色 ンルト 粘性弱 しまり弱
T∈aブ ロック(～ lcm)1%。  ※すべて人為堆積c

R D012
1 10YR17/1黒 色ンル トと10YR3/2黒褐色 シル トの

混土 (5:5)粘 性弱  しまり弱 10YR7/8黄橙色

シ ,レ ト(～ 5mm)2%、 焼土粒 (～ 2mm)I%。
2 10YR3/2 黒褐色  シル ト 粘性弱  しまり強

焼土ブロック(～ lcm)20%、 To‐aブロック(～2cm)
10%、 10YR8れ浅黄橙色 シル ト10%。

3 10YR〃3 黒褐色 粘土 粘性強 しまり中。

4 10YR17/1 黒色 シル ト 粘性中 しまり強

赤褐色パ ミス2%、 10YR1/4にぶい黄橙色 シル ト

(～ lcm)1%。
※すべて人為堆積。

Ａれにハ
膨

い
＝
〕
Ｏ
Ｏ
Ｐ
Ｏ
Ｏ
日

F

偏

|

L‐210000m

CI

RD009
1 10YR2/2 黒褐色 シルト 粘牲弱 しまり弱 焼土粒 (～5mm)3%。

2 10YRI″ 1黒色シルト・10YR3/3暗褐色ンルト・10YR5/8黄 褐色シルトの混土 (5i3!2)粘 性中 しまり弱 Toa粒 (～5mm)1%。

3 10YR17/1 黒色 シルト 粘性弱 しまり弱。

4 10YR2/3黒 褐色シルト10YR3/3暗褐色シルト10YR5/8黄褐色シルトの混土 (4:5■ )粘 性弱 tまり弱。

5 10YR17/1黒色シルトと10YR7洛黄橙色シルトの混土 (7:3)粘性中 しまり弱。

6 75YR17/1 黒色 シルト 粘性中 しまり弱。                   ※すべて人為堆積。

RD013

^
RF001

引毛おから南2m

‐

A  L‐ 208700m

0        1 :40       1m

RD

AJ

牛_____二ニド生____―坪m

RF001
1 10YRν 8 橙色 ンルト 粘性弱 しまり弱 焼土。

2 5YR3/2 暗赤褐色 シルト 粘性弱。しまり弱 炭化物粒 3%。 Ⅲ層と焼上の混土。

9 75YR5/6明 褐色シルトと75YRν 2黒褐色シルトの混土 (6:4)

TO aブ ロック(～lcm)赤 褐色パミス3%、 炭化物粒 1%。 人為堆積。

10 10YR3/ユ  黒褐色 シルト 粘性中tまり中 明褐色シルトブロック(～5mm)5%、
Toaブロック(～ lcm)3%、 炭化物粒 1%。

11 75YR3/2黒 褐色シルトと75YR5/6明 褐色シルトの混土 (7:3)

T∈aブロック(～ lcm)赤 褐色パミス3%、 炭化物粒 1%。 人為堆積。

12 10YR3/1 黒褐色 シルト 粘性中tまり中 To aラ
"ツ

ク(～5cm)10%、 赤褐色バミス3%。

13 10YR2/1 黒色 シルト 粘性中。しまり中 赤褐色パミス3%。

14 10YR3/1 黒褐色 ンルト 粘性中・しまり中 Toaプロック(～5cm)5%、 赤褐色パミス3%。

15 10YR3/1 黒褐色 シルト 粘性中 しまり中 赤褐色パミス3%、 To‐aブロック(～5cm)2%。

可

日

Ｑ
υ
卜
∞
ｏ
ミ
＝
い

―

艤

罐

韻

酵

憔

―

―たれはにハ
　バ．

RD013
1 10YR1875/1 黒色 シルト 粘性弱 tまり中 赤褐色パミス2%。

2 10YR2/1 黒色 シルト 粘性弱・しまり中 赤褐色パミス5%。

3 10YR2/1 黒色 シルト 粘性中tまり中 Toaプロック(～ lcm)5%、 赤褐色パミス3%。

4 10YR2/1黒 色 ンルト 粘性中・しまり中 Toaブロック(～ lcm)7%、 赤褐色パミス3%。

5 10YR2/1黒 色シルトと10YR3/ユ 黒褐色シルトの混土 (5:5)粘 性中 しまり中

赤褐色パミス3%、 明黄褐色パミス1%。 人為堆積。

6 10YR3/1黒 褐色シルトと10YR6/8明黄褐色シルトの混土 (6:4)粘 性中tまり中

明黄褐色パミス10%、 赤褐色パミス3%。 RA001の 3層 。人為堆積。

7 10YR2/1黒 色シルトと10YR3/2黒褐色ンルトの混土 (6:4)粘 性中・しまり中

明黄褐色パミス5%。 人為jL積。

8 10YR17/1 黒色 シルト 粘性中tまり弱 To aブロック(～lcm)赤 褐色パミス3%。

L‐209400m
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第 7図 武道Ⅳ遺跡第 2次調査検出遺構 (4)



(2)武道Ⅳ遺跡第 2次調査

第3表 柱穴状土坑観察表

No グリッド 星軸 (cm) 毎軸 (cm) 決さ (cm) lIP十等

13 209812 10YR2/1 黒色  シル ト 濡幹 中・ lフ 支 b耳ヨハ

PP 2 10Y民〃 1 黒色  ンル ト 粘性 中  しま り中 25Y71To aプ ロツク (～ l cm)甲位 に7%。

PP 3 D-12 解 10YR2/1黒 色 シル トと10YR3/3暗 褐色 シル トの混土 (7:3) 粘牲 中 。しま り中。

PP 4 D-13 28 209667 10YR3/1 黒褐色  シル ト 粘性 中 `し ま り弱 10YR6/8明貢褐色 シル トブロ ック10%。

PP 5 E-9 10YR2/1黒 色 シル トと10Ⅵ路お暗褐色 シル トの混土 (7:3)粘 性中 。しま り中 明賛褐色パ ミス3%。

PP 6 E-11 208356 10YR2/1黒 色シルトと」ЭW馳嫉 資褐色シルトの混土(7:3)粘性中 しまり弱 明貢褐色パミス眺
PP 7 E-11 208430 10YR2/1 黒色 シルト 粘′陛中・しまり弱。
PP 8 E-12 25 208457 第 8図参照。

PP 9 25 208764 10YR2/1黒 色 シル トと10YR6洛明昔褐角 シル トの VF・ 十 (7,3う  粘枠 中・ しま りEIl。

15 208759 10Wη鬱/倶色シルトと10VR4/217kき楊缶シルトの源十(7:3)粘‖中・1´ 支り弱 明酪 角パミス

1 E-13 10YR3/1黒衡色シル トと10Y翻辺灰貢褐色シル トの程土 (6:41粘 性甲・しより甲 明貢褐色バ ミス

PP12 E-13 23 208490 10YR2/ 黒色  シル ト 粘性 中 。しま り弱。

PP13 E-13 208803 10YR3/ 黒褐色  シル ト 粘性 中  しま り弱  明責褐色パ ミス 1%。

PP14 F-8 208003 10YR2/ 黒色  シル ト 粘性 中 。しま り中 Toねブロック (～ l cm)中位 に少量。

PP16 F-13 208318 10YR2/ 黒色  シル ト 粘性 中 しま り弱。

PPl℃ B-9 209647 5YR2/1 黒褐色 シルト 粘1生中・しまり中 10YR8/4浅 責稀色シルトブロック (～ 5mm)1%。
PPlク 40 22 209448 75■T17/1 黒色  シル ト 粘惟 中 。しまりEsl浅音精■ シル トブロック (～5mm)。 赤楊色パ ミス1%。

10YR1 7/ユ  黒色  シル ト fII性弱  1ン 支 リロヨ To aブ ロ ック (～ ]fm)1%。

53 20駐 529

PP2C 45 55 208592 第 8凶参照。

PP21 D-8 26 20&524 10YR2/1 黒色  シ
'レ

ト 粘性耳ヨ。しな り辱身 To‐ aブ ロ ツク (～ 2cm)2%。

PP2つ D-9 29 24 208623 lllYR17/1黒色  シル ト 粘 隆中 しまり弱 赤褐色パ ミス 1%、 To aプロック (～5rLm)力 耳 イ立に1%。

PP23 D-8 9 208696 1∞駅71黒 色 シル ト 粘性中。しまり弱 赤褐色パ ミス易 、明責褐色 シル トプロック (～ lcm)1%。

QP2

路Pl

⑥
PP4

▲
八

≒

路P3

七

qPv

PP20    WW     qPB
峠13

｀`

キ::,ミ
、2

:権
Tし謝 弱

シ
箕花物細Ptt° PP12

2 10YR3/1黒褐色シル トと

ピI計解孫響、13

1 10YR2/3黒 褐色 シル トと10YR5/6黄掲色
OPP9

ぐ
◎ <′
PP8

A卜 20890m A
鋳 P10

鋳P略

Q PP23

°
鞄 靴P妨 毛 0

◎ PP15

→I■ 1から南2m

③PP7

qЬ

● 50(断面)    25m
0       1:100(平 面)     5m

第 8図 武道Ⅳ遺跡第 2次調査検出遺橋 (5)
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(2)武道Ⅳ遺跡第 2次調査

鱒 /

学

μ

５
0           1 :3         10cm

No 出土地点 層位 器種 部位 文様 の符徴 重 量 (宮 , 補 考

1 B-9Ⅳ層 深 鉢 口縁部 口 唇 沈 線 口 :半行沈線、磨消縄文 (LR) 1129

カッコ内は推定値

出土地点・層位 種別 器種 言L位
調 整 法量 (Cmi 重 量

備考
外 面 内 面 口径 器 高 底 径

2
R A001床 面中央・ QSE5

土師器 啄 口～体 ロクロ ヘラミガキ 黒色処理 1592

a

R A001床 回 P3～ 7・ Qふ
E7層  QNE埋 土 北ベル

ト6層・東ベル ト5層
土師器 葵 体～底 ロクロ→ナデ ロクロ 858〔 ミ面 :砂底

4
R A001カ マ ドPl・ カマ ト

2層 、F-7層 位不明
土師器 養 回～体 ロクロ ロクロ 0■81

5

R ACX11カマドP2 カマド例唇

束ベル ト5層 、R D013底 面 P
l・ 床面直 L(Scm以内)12層

土師器 甕 日～体
口

体

ナデ
ヘラケズリ

ロクロ 5941 勺面体部にススコゲ付着

6
(AUUl w囚 Lr,冒・鸞ぷ

目・ QNE埋 土
土師器 養 体～底 ヘラケズリ ナ デ 7044

7
RA001 QNE7層 、 R D01

里土上位
土師器 郷 底 ロクロ ヘラミガキ 黒色処理 3326

書

面

墨

底

整

上」 ?

回転糸切、一部再調

8 R D008 S E 4層 土師器 不 ? 底 ヘラケズリ 剥落 46 2753
医向 :刻 吾 |十 」、一部ヘ

ラナデ

9 十肺器 琢 口～体 ロクロ ロクロ 黒色処理 1246

―-36-―

第 9図 武道Ⅳ遺跡第 2次調査出土遺物 (1)



鮎 ‖∝

0       1:2      5cm
20・ 21

(2)武道Ⅳ遺跡第 2次調査

顧ア/×戸

G

曇 尋 や
17

0           1 :3          1ocコ n

土師器・須恵器

土製品

石器

/本

No 出土地点・層位 種別 器種 部位
調 整 法畳 (cm) 重 畳

備考
外 劇 内 商 口得 器 高 鹿 径 )

R D010 層・埋土 土師器 不 日～体 ロクロ

R D010 1層 ・埋土 土師器 窪 日～体
日

体

ロクロ
ヘラケズリ

ロクロ (168) 944遷

R D011 層 十肺器 不 口～体 ロクロ ロクロ (1541 207(

R DOm 層 密京器 騒 体 カキメ→ヘラケズリ ロクロ

R D012西 壁際 2層 ナ デ 565(

R D013 8層 土師器 rTN 口～底 ロクロ ヘラミガキ 黒色処理 (167) 1659〔
底 面 :回転 糸 切 、 一 部 再 誠

著

R D013理 土上位 土師器 不 底 ロクロ 345f 礎面 回転系切

17 R D013鯉 土上位 土師器 審 底 ロクロ 虞而 :砂底

P'141層 土師器 不 ロ ロクロ ロクロ

秦 楳 十師器 菖台付罫 底 ロクロ ロクロ (86) 4251

カ ッコ内は推定値

No 出土地点・層位 器種 残存状態 特徴・調整等
長 さ 幅 厚 さ

備考
i II)

B-8Ⅲ 層 粘土塊 両端欠 (232) 51 2177

羽 ロ 大半欠 (470) (382) (165,

カッコ内は推定値

第10図 武道Ⅳ遺跡第 2次調査出土遺物 (2)
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器 種 残存状掃 石 賀 長さ (Cm; 叩昌 (Cm) 厚さ (Cni 備 考

RD009 0SWl層 台 石 1/4ぢ 花商閃緑岩 2192 1295) 109987



(2)武道Ⅳ遺跡第 2次調査

東半 (北東から)
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写真図版 1 武道Ⅳ遺跡第 2次調査区全景・基本土層



1継|
ⅢⅢⅢIII●
t,議f

lf i=.1蕉

灘義

RA001 平面 (西から)

ォ纂114幸
.=

(2)武道Ⅳ遺跡第 2次調査

轟 ―丁:・ I藍機鑽壺議送エ

断面A― AI(東から)

|■エ醸

カマ ド検出状況 (西から) カマ ド廃棄時掘削痕 (西から)

写真図版2 武道Ⅳ遺跡第 2次調査検出遺橋 (1)
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(2)武道Ⅳ遺跡第 2次調査

平面 (西から)

平面 (南から)

平面 (東から)

平面 (南西から)

R D002

R D003

R D004

断面 (南から)

断面

R D005

.  111S・

襲
点 :
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写真図版3 武道Ⅳ遺跡第 2次調査検出遺橋

(南西から)



(2)武道Ⅳ遺跡第 2次調査

平面 (南から)

平面 (南から)

平面 (南から)

平面 (南から)

写真図版4

R D006

R D007

R D008

断面B― BI(南から)

断面 (南から)

断面B― BI(西から)

噺面A― A:(南から)R D009

武道Ⅳ遺跡第 2次調査検出遺橋 (3)
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(2)武道Ⅳ遺跡第 2次調査

平面 (南から) R D010
=|||li   t .| 

・

断面 (南から)

平面 (南から) R D011

平面 (南から) R D012

平面 (西から)        R D013         断面 (西から)

写真図版 5 武道Ⅳ遺跡第 2次調査検出遺構 (4)
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(2)武道Ⅳ遺跡第 2次調査

平面 (南から) R F001 断面 (東から)

柱穴状土坑群 平面 (東から) 作業風景 (東から)

嚢鰯緯
碑

6

写真図版6 武道Ⅳ遺跡第 2次調査検出遺橋 (5)、 出土遺物 (1)
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(2)武道Ⅳ遺跡第 2次調査

武道Ⅳ遺跡第 2次調査出土遺物 (2)

報 告 書 抄 録

に
・３

ふ りが な へいせいじゅうはちねんどはっくつちょうさほうこくしょ

書 名 平成18年度発掘調査報告書

副 書 名 武道Ⅳ遺跡第 2次調査

巻 次

シリーズ名 岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書

シリーズ番号 第505集

編 著 者 名 平野 祐・九山浩治

編 集 機 関 (財)岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター

所 在 地 〒020-0853 岩手県盛岡市下飯岡11地割185番地 TEL(019)63舒9001

発行年月日 2007年 3月 26日

ふ りが な

所収遺跡名

ふりがな

所 在 地

コー ド 】ヒ湘単 東経
調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡番号

武道Ⅳ遺跡

第 2次調査
0320ユ KE57‐0197

39度

51分

27秒

141度

10分

36た少

2006.05,01

2006.05.31

1,890mワ

国道 4号渋民
バイパス建設
事業にともなう
緊急発掘調査

所収遺跡名 種 別 主な時代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

武道Ⅳ遺跡

第 2次調査

狩 猟 場 縄文時代

平安時代

時期不明

土坑     3基
陥し穴状遺構 1基
竪穴住居跡  1棟
土坑     8基
焼土遺構   1基
柱穴状土坑  6個
柱穴状土坑  17個

縄文土器

土師器

須恵器

粘土塊

羽日

台石

要  約

縄文時代と平安時代の複合遺跡。縄文期の遺構は土坑と陥し穴状遺構で、一時期は狩り場
としての利用がなされていたものと思われる。平安期の遺構は竪穴住居跡、土坑、焼土遺構、
柱穴状土坑で、いずれにもTo― aテ フラが絡む。10世紀初頭前後の遺構と推定される。土坑埋
土は人為的な埋め戻しが多く、焼土粒・ブロックの混入も顕著に見られる。

※緯度・経度は世界測地系における数値である。
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(3)

所  在  地 花巻市石鳥谷町戸塚 9-48-1ほか

委  託  者 県南広域振興局花巻総合支局農林部農村整備室

事  業  名 経営体育成基盤整備事業戸塚地区

発掘調査期間 平成18年 4月 7日 ～4月 28日

跡ヒ退
掏畑

LE97-2166・ OK/1‐06

250ra2

250n12

戸根貴之・須原 拓

1 調査に至る経過

大曲遺跡は、経営体育成基盤整備事業戸塚地区の実施に伴い、その事業区域内に存することから発

掘調査を実施することになったものである。

本事業地は、岩手県の中央部、花巻市石鳥谷町にあり、JR東北本線石′鳥谷駅の南東4,Okmに位置し、

稗貫川の右岸に開けた57.3haの水田地帯である。地区内の水田は昭和51年に10a区画に整備されてい

るが、地区内水路は用排水兼用で排水不良が大部分を占め、乾田化が困難な状況である。またほ場内

の耕作道路は狭小で大型機械による通行に支障をきたしている。

よって、農業情勢の変化に対応すべく担い手の育成の基盤整備を計画し、農用地の流動化を促進さ

せ、将来の経営体を育成、高生産性稲作と高収益野菜等の複合経営を確立し、農業経営の安定化を図

るものである。

当事業の施工にかかる埋蔵文化財の取り扱いについて、花巻地方振興局農林部農村整備室 (以下、

当農村整備室と表記)は、平成16年 10月 28日 付花地農 (整)第162-9号「埋蔵文化財の試掘調査に

ついて (依頼)」 により、岩手県教育委員会 (以下、県教委と表記)に対し試掘調査の依頼を行った。

依頼を受けた県教委は、平成16年 12月 27日 に試掘調査を実施し、埋蔵文化財の存在を確認した。こ

のため、工事着手には発掘調査が必要という回答を、平成17年 1月 4日 付教生第1388号「埋蔵文化財

の試掘調査について (回答)」 により、県教委から当農村整備室は受けた。

調査対象面積が狭小で遺構密度も低いと予想されたことから、発掘調査は県教委で実施することと

なり、当農村整備室は、平成17年 2月 28日 付花地農 (整)第162-7号「埋蔵文化財の発掘調査につ

いて (依頼)」 で県教委に発掘調査を依頼した。

依頼を受けた県教委は平成17年 3月 14日 調査に着手した (～ 同3月 16日 )¢ 1)。 しかし、想定した

密度を超える遺構が検出されたため一旦調査を中断、平成17年 3月 30日 付教生第1915号「埋蔵文化財

の発掘調査 (回答)」 でその旨の回答を、県教委から当農村整備室は受けた。

上記の結果を踏まえて当農村整備室は県教委と協議し、調整を受けて平成18年 4月 1日 付けで財団

法人岩手県文化振興事業団との間で委託契約を締結し、発掘調査を実施することとなった。

(県南広域振興局花巻総合支局農林部農村整備室)

2 遺跡の位置と立地 (第 1図、写真図版 1)

大山遺跡は、岩手県花巻市の北部、JR東北本線石鳥谷駅の南東約 4 kmの ところに位置し、戸塚森

の南西麓、北上川左岸及び稗貫川右岸に形成された低位河岸段丘上に立地する。北緯39度27分47秒、

東経141度 10分34秒付近に相当し、標高は92.5m前後を測る。東約1,7kmの ところで北上川が南流し、

南約 l kmの ところで稗貫川が西流する。調査開始前は水田及び荒蕪地として利用されていた。

3 基本層序 (第 2図、写真図版2)

大山遺跡における基本層序は以下のとおりである。なお、調査地点が2箇所に分かれていることか

ら、北側をA区、南側をB区 と呼称する。

遺跡コード・略号

調査対象面積

調査終了面積

調 査 担 当 者
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1 :50,000  オと臭争

第 1図  遺跡の位置・調査区の位置

基盤 (地 山)と なるのは、褐色～黄褐色の粘土 [Ⅵ層 :層厚40cm前後]及び褐色礫層 (層厚40cm

以上。陥し穴状遺構精査時にⅥ層下で確認。)であり、上部は漸移層 [V層 :層厚10cm前 後]へ連続

する。 V層 の上位、旧表土 [Ⅱ a層 :層厚15～ 20cm]ま での堆積状況は、A区 とB区では様相が異

なる。

A区では、南側の基本土層②で黒色シルト [Ⅳ層 :層厚O～10cm]が V層上面に堆積する様子が

観察できるが、北側の基本土層①ではⅣ層は確認できず、V層の上で旧表土形成前の盛土 [Ⅱ b層 :

層厚 0～ 5 cm]を 部分的に狭在してⅡa層が堆積する様子が観察できる。これは、Ⅳ層の一部がす

でに削平されていることを示唆している。

一方B区では、黒褐色粘質シルト [Ⅲ 層 :層厚0～ 10cm]が V層上面に堆積し、Ⅲ層の上にⅡa

層が堆積する。但し、Ⅲ層は僅かしか残っておらず、Ⅲ層もすでに削平を受けている様子が窺える

(基本土層③参照)。

Ⅱa層の上には、ところどころ現耕作土を覆う前の盛土 [Ic層 :層厚 0～ 10cm]を 狭在するも

のの、現耕作土 [Ia層 :層厚20～30cm]ま たは盛土 [Ib層 :層厚35cm前 後]で覆われている。

このように、かつてのほ場整備等で調査区周辺は造成を受けていることが基本層序から見ても明ら

かだが、それでも表面採集時や試掘時に土師器片等の遺物が採集されている。このことは、造成を受

けながらも本来の遺跡範囲は周辺に広がっていたことを示唆している。

4 調査の概要

(1)検出遺構 (第 2図 )

調査対象となったのは、戸塚地区における経営体育成基盤整備事業に伴い切土となる範囲で、面積

は250m2でぁる。

A区は試掘により土層の堆積状況を確認後、重機で表土を除去し、遺構の検出・精査を行った。B

通

２
，
０００
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基本層序0    1:40   1
配置図 0   1:400   10m

L‐93100m 基本土層①

※ 世界測地系による

L‐93100m 基本土層②

基本層序
Ia 10YR17/12/1黒色 シル ト   現耕作土。 ところどころに掲色ローム粒子をやや多 く含む。

Ib 10YR17/工2/1黒色シルト   褐色ロームブロック主体の盛土。基本土層②のみで確認。
Ic 10YR2/2黒褐色シルト     褐色ロームブロック少量を含んだ現地形形成前の盛上。基本土層①のみで確認。

Ⅱa 10YR17/1‐ 2/1黒色シルト   ところどころにわずかにローム粒を含む旧表土。
Ⅱb 10YR3/3暗 褐色粘質シルト   褐色ロームブロックやや多く含む1日 表土形成前の盛土。基本土層①のみで確認。

Ⅲ 10YR2/2黒 褐色粘質シルト   平安時代の遺構確認面。基本土層①のみで確認。
Ⅳ 10YR17/1つ /1黒色シルト   焼土遺構検出面。基本土層②のみで確認。
V 10YR2/3黒 褐色シルト     Ⅵ層への漸移層。
Ⅵ 10YR4/6-5/6褐 ～黄褐色粘土  陥し穴状遺構 1・ 土坑1遺構確認面。地山。
K 攪乱。

第2図 遺情配置図及び基本層序

区は、県教委によりすでに表上が除去され、砂及びブルーシー トで保護されながらも遺構検出面が現

れた状態になっていた。このため、砂及びブルーシー トを重機及び人力で除去後、県教委作成の遺構

配置図を参照しながら再検出を行い、順次遺構精査に着手した。

検出されたのは、竪穴住居跡 1棟、土坑 5基、陥し穴状遺構 1基、焼土遺構 4基である。遺構配置

図は第 2図に示した。座標は、平面直角座標第 X系 (世界測地系)を用い、図上に示す X、 Yの座標

値は北西隅に当たる部分を示 している。基準点測量は (株)ハ イマーテックに委託した。

なお、野外調査における実測は、原則として光波 トランシットを用いた人手による実測で行ってい

るが、竪穴住居跡の遺物・焼土 。炭化材出土状況、カマ ドの遺物出土状況、掘 り方状況についてはデ

ジタル写真測量を導入し、図化を行っている。この業務は (株)セ ビアスに委託した。

以下、遺構種別ごとに記載する。

0焼土遺構3

＼
焼土遺穂2

＼
焼土遺構 1

大山遺跡基準点

X(m) Y(m) H(m)

基 1 -59404000 29520000 92405

基 2 -59416000 29520000 92698

基3 -59456000 29548000 92578

基4 -59472000 29548000 92553

L‐93100m 基本土層③
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<竪穴住居跡>(第 3・ 4図、写真図版 2～ 4)

B区のX=-59464m、 Y=29552m付近に位置する。 V～Ⅵ層上面において、周囲より暗 く、炭化物

や焼上の分布が認められる、北西側が不整な方形の範囲が検出された。平成17年 3月 に実施された県

教委の発掘調査段階で、多量の遺物が出土する焼失住居跡ということがすでに確認されてお り、範囲

確定後精査に着手した。

規模・形状については、平面形は東壁約4.35m、 南壁約3.5m、 西壁約3.8m、 北壁約4.lmのやや北

西側が不整な方形であると思われるが、北西角、南西は撹乱等で壊されている。また、北東側は削平

を受けており、貼床及び壁溝のみの残存である。主軸はN-10° ―Wで、東壁の南寄りにカマドがあ

る。撹乱を受けているため、推定の域は出ないが、床面積18m2前後の住居跡と考えられる。

埋土は、層としては19層 に分けたが、上から①焼土・炭化物を含む黒～黒褐色シルト、②焼土を中

心とした赤褐色土、③黒褐色シルトの3つ に大別される。大別した層で見る限り、レンズ状堆積を呈

していることから、自然堆積と考えられる。残存している埋上の深さは最大18cmであり、残存状況

は良くない。上の混入状況にもよるが、住居跡の半分近くを焼土が覆っている様子が認められる。遺

物及び炭化材の出土状況は焼上の上部と下部で分けられる。一部焼上の上部で出上している遺物もあ

るが、ほとんどの遺物は焼土下部での出上である。広範囲に焼土及び炭化物が見つかっていることか

ら、県教委が指摘した焼失住居であることを再確認した。

壁は外傾しながら立ち上がる。柱穴は確認されなかったが、床面からの残存深10～ 20cmの壁溝が

所々途切れながらもほぼ周回している。西側以外の3方向の壁溝は壁面に近接しているが、西側の壁

溝だけは60cm近 く壁面から離れた位置にある。また、南東隅に平面形が略円形を呈する長軸65cm×

短軸59cm、 深さ32cmの床下土坑がある。設置場所から、貯蔵穴として使われたと考えられる。床面

には、 3～ 10cm程度の貼床が施されている。貼床をはがしたところ、土坑状の穴が2つ住居内にあ

ったが、埋土が只占床と同一であり、床を貼る前に掘削されていたものと考えられる。北壁やや東側に

は115× 50cm程度の半楕円状の張り出し部がある。当初は土坑が重複しているかと思われたが、断面

を観察する限り重複の様子は認められない。また、張り出し部床面と住居跡床面間の高低差はほとん

どなく、かつ、当該地を点付近では遺物の分布も非常にまばらである。竪穴住居跡そのものの残存状況

が不良なので可能性の域は出ないものの、出入口施設であった可能性がある。

カマドは、東壁の南寄りに、中軸線が壁とほぼ直交するように付設される。袖・燃焼部は確認でき

るが、煙道は削平を受けたとみられ確認できなかった。従って、煙道構築方法、煙出しの位置等につ

いては不明である。

燃焼部には、直径70cm前後、最大深18cm前後の円形を呈する皿状の掘り方があり、周囲に礫を据

えたときに掘られたかと思われる小さい穴がいくつか認められた。焚口部分には被熟により長軸

77cm× 短軸40cmの精円形に径30cm程度の円形がついた雪だるま状の広がりで、厚さ7 cm前後の赤色

変化した焼上が確認された。焼土は燃焼部に広く分布し、焚口と支脚の間でよく焼けている。燃焼部

には大きめの礫 (北上山地産の砂岩)が 1つ倒れた状態で埋まっており、土師器奏 (第 6図 1)が外

面を表にして礫を包み込むように埋まっていた。この礫は支脚として使われていた可能性がある。礫

の周りに掘り方は検出されなかった。

袖は、左右袖の、カマドの焚口付近と側壁の部分に大小の礫 (主 に奥羽山脈産の安山岩を使用)を

据えて骨組みにしている。カマ ド袖の長さが右袖と左袖の間で22cmほ どずれており、左袖が長くな

っている。左袖は骨組みの礫に暗褐色～黒褐色シルトを貼 り付けて構築している。右袖については貼

り付けの様子は観察できなかった。構築上が流出した可能性もある。礫は焚口から燃焼部にかけては
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被熱により赤色変化 していた。また、側壁付近には、左袖を中心に土師器片がやや多 く出土している。

土器を礫 と同様カマ ドの芯材 として使っていた可能性がある。残存する袖幅は焚日付近で約60cm、

燃焼部奥で約108cmであり、高さ約20cmである。

煙道は燃焼部からの比高で18cm程度の立ち上が りは認められるものの、その先は削平を受けてい

る。昭和49年の調査で検出された竪穴住居跡の北カマ ドが今回検出されたカマ ドと類似 した構造をも

つとすれば、掘 り込み式の可能性はあるものの、本遺構における煙道構築方法については不明といわ

ざるを得ない。

遺構の重複はないものの、土坑 5が近接する。

遺物は大コンテナで 2箱分の土師器 。須恵器 。土製品 。鉄製品が出土している。本遺跡で出上 して

いる遺物のほとんどはこの竪穴住居跡からのものである。本報告では40′点を掲載 した。

炭化材は住居の西及び北側で多 く見っかっている。棒状の炭化材は南北方向に伸びた状態で確認さ

れたものが多い。また、カヤ状に広がっているλ化材 もいくらか見つかっている。このうち一部の試

料について、AMS法による放射性炭素年代測定及び樹種同定を行った。放射性炭素年代測定は (株 )

加速器分析研究所に、樹種同定は古代の森研究舎にそれぞれ委託した。その結果、放射性え素年代測

定については、 9世紀後半から10世紀第 3四半期頃の分析結果を得た。炭化材の樹種は、クリ (第 3

図下 d、 以降カッコ内は同義)、 コナラ属コナラ節 (e)、 サクラ属 (f)、 トネリコ属 (g)、 タケ亜

科 (h)、 カエデ属 (i)、 アケビ属 (j)、 ブナ (k)な どに同定された。

本遺跡で特記すべき事項として、クリとコナラ節が出土した炭化材の6割以上を占めること、炭化

状態で径 15mm、 元の径は20mmを 超える大い蔓状のアケビ属の炭化材の存在が挙げられる。

樹種同定を行った吉川純子氏は上記のことから、本遺跡では主に住居構築材 としてクリ・コナラ節

などの樹木を、アケビ属の樹木を構築材組み上げの際に使用 したのではないかと推測 しているはの。

なお、年代測定および樹種同定の分析結果については第 3図に示した。

所属時期は、出土遺物の特徴や波射性え素年代測定の結果等を勘案すると、 9世紀後半から10世紀

初頭頃になるものと考えられる。

<土坑 >(第 5図、写真図版 4・ 5)

A区で 1基 (土坑 1)、 B区で4基 (土坑 2～ 5)の計 5基 を検出した。位置や規模、形状等につ

第 1表 土坑一覧

遺構名

位置

(X,Y)

(m)

遺構

検出面

面

状

平

形

開田部径 (長

×団趾制
。深さ 【下段】

m

埋  土 埋土堆積状況 重複関係 出土遺物 所属時期
写真

図版

土坑 1

(59403,

29520)付 近
Ⅵ層上面 楕円

138× 96

30
黒褐色シルト主体。 自然堆積 な し な し

不明 は電文時代

以降)

4

土坑2
(-59460,

29551)付 近
V層上面 楕円

138× 117

24-30

黒褐色及び暗褐色

ンルト主体。
自然堆積

相互に重複

(3カ 蕩斬、 2

が十日)

土師器
9世紀後半～

10世紀前半
5

土坑 3
(59460,

29551)付 近
V層上面 楕 円

108× 78

24

上部は黒褐色シル

ト、下部はにぶい黄

掲色シルトで構成。

自然堆積
土師器、

縄文土器

9世紀後半～

10世紀前半
5

土坑4
(59462,

29554)付 近
V層上面 不整円

66× 55

18
黒褐色ンルト主体。 自然堆積 な し な し

不明 (平安時代

か)

5

土坑5
(59465,

29555)付 近
V層上両 円形

60× 60

22

炭化物 焼土を含

む黒褐色シルト主

体。

自然堆積

なし。ただし

竪穴住居跡に

近接する。

土師器
9世紀後半～

10世紀前半
5
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いては第 1表で示すこととし、特記事項については以下で補足する。

土坑 2・ 土坑 3は、 V層上面で、平面形状が雪だるま状を呈する、焼土や炭化物を多 く含んだ黒褐

色上の広が りとして検出した。県教委調査時に円形の焼土状遺構 とされたものであり、小コンテナ約

0.5箱 分の上師器奏・郭、須恵器片の出土が報告されている (県教委 2006)。 県教委が調査時に設定

した トレンチを生か して断面を観察 したところ、重複関係が認められ、 1つ の焼土状遺構ではな く、

2つ の上坑であることが判明した。埋上の堆積状況から土坑 3が新 しく、土坑 2が古いと判断される。

遺物は、土坑 2か ら土師器が、土坑 3か ら土師器及び縄文土器がそれぞれ4号袋 1袋程度出土 して

いる。土坑 2の遺物 として3点、土坑 3の遺物 として2点を掲載 した。なお、縄文土器は土坑 3が埋

没する際に流れ込んだものと考えられる。

土坑 5は、遺構の重複はないが、竪穴住居跡 1に近接する。県教委調査時には竪穴住居跡の煙出し

と考えられた (県教委 2006)が、煙出しに伴う煙道や焼上の痕跡が確認できないうえ、竪穴住居跡

で見つかっているカマ ドの軸線ともずれていることから、土坑 とした。

遺物としては、土師器片が4号袋 1袋程度及び焼けた礫が出土している。土坑 5の遺物として図示

できるものはないが、近接する竪穴住居跡の上器 (第 6図 1)と接合するものがある。焼けた礫及び

接合する土器が出土 していることから、貯蔵穴等、竪穴住居跡に何 らかの関係がある土坑 とみられる。

<陥 し穴状遺構 >(第 5図、写真図版 6)

A区のX=‐59416m、 Y=29520m付近に位置する。Ⅵ層において、溝状の黒色上の広が りとして検

出された。開口部の長軸270cm以上 ×短軸45cm、 検出面からの深さ81cmを 測 り、平面形状は溝状、断

面形状は中央が膨れたV字形を呈する。なお、南西側は調査区外へ延びていることから、本来の大 き

さはこれより大 きいものと考えられる。主軸方向はN-28° 一Eである。埋土は黒色シル トを主体 と

し、地山の影響を受けた礫を含む褐色砂質粘土を狭在する。 3層付近は地山が崩落したことにより、

膨 らんだものと見 られる。また、北東側の長軸の壁面は袂 られてお り、フラスコ状になっている。 レ

ンズ状堆積を呈することから自然堆積 と判断される。遺構の重複はなく、出土遺物もない。所属時期

は、現在までの研究成果等から、縄文時代 と考えられる。

<焼土遺構 >(第 5図、写真図版 6。 7)

焼土遺構はA区の南東から北西に向かって4基確認されている。いずれもV層上面において褐色 シ

ル トを含む明赤褐色の広が りとして検出した。いずれの遺構 も重複はなく、出土遺物 もない。検出面

から考えると縄支時代以降の遺構であることは確かだが、所属時期や性格については不明といわざる

を得ない。遺構の所在する位置、規模 (大 きさ・深さ)、 形状については、第 2表のとお りである。

第2表 焼土遺情一覧

(2)出土遺物 (第 6～ 8図、写真図版 8～ 11)

遺物は、大コンテナで約 2箱分出土した。内訳は土師器の発・郭・婉、須恵器奏破片、縄文土器、

鉄製品 (刀 子・鉄鏃 )、 土製品、石器類 (石核・石刃など)である。本報告では、写真のみの 1点

(38:写真図版10)を含む52点 を掲載 した。 1～40の40点が竪穴住居跡、41～43が土坑 2、 44。 45が

遺構名 位置 (X,

(m)

Y) 形 状 長軸×短軸

(cm)

深さ

(cm)

焼成状況 備  考 写真

図版

焼土遺構 1 (-59412,29524)付 近 不整円形 102× 102 良好 6

焼土遺構2 (-59408,29524)付 近 不整精円形 138× 117 良好 礫を少量合む。 6

焼土遺構3 (-59408,29524)付 近 不整隅丸方形 55× 45 5 良好 6

焼土遺構4 (-59397,29517)付 近 不整方形 65× 63 7 良好 7
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(3)大 曲遺跡

土坑 3、 46～52が遺構外からの出土である。

<土師器甕>(第 6図 1～ 14・ 第 7図 15～ 20・ 第 8図 41、 42、 46～ 48、 写真図版 8・ 9。 11)

1～ 14、 41、 42、 47、 48は非ロクロで成形されたものである。うち、12～ 14、 48は小形のもので

ある。調整については、内面は横ナデ及びヘラナデ、外面は横ナデ、ヘラケズリによるものが多いが、

外面にヘラナデやハケメを施しているもの (7、 8、 12、 48)も 認められる。 8には指圧痕が残って

いる。底部が残っているものは3点 (10、 11、 13)し かないが、いずれもヘラケズリ調整である。

15～ 20、 46イよロクロ成形によるものである。19は、外面調整はロクロナデのみだが、内面はヘラナ

デ調整である。20は 内面はヘラナデのみだが、外面はロクロナデの後、体部中半でヘラナデ、下半で

ヘラケズリの調整が施される。底部はヘラケズリ調整である。

<土師器郭>(第 7図21～ 32・ 第8図 33、 34、 43、 44、 写真図版9～ 11)

ロクロ成形を基本とする。22、 34に は貼 り付け高台がある。うち、22に は剥離痕があり、高台は残

っていない。調整は、①内外面にヘラミガキを施すもの (21、 22)、 ②内面にヘラミガキを施すもの

(23～ 25)、 ③内外面ともロクロナデのもの (26～ 34、 43、 44)の 3つ に大別される。底部は回転糸切

りのものが大部分であるが、 1点のみ回転糸切 り後ヘラケズリによるものもある (24)。 ヘラミガキ

が施されるものについては黒色処理を施されるものが多い。31は体部外面に墨書が施されている。大

半が久けており、文字内容は不明である。

<土師器坑>(第 8図 35、 36、 写真図版10)

いずれもロクロ成形である。36の底部は回転糸切りにより切り離されたものである。

<須恵器奏>(第 8図 37、 写真図版10)

住居西側の焼土上面で出土した。外面にタタキ痕、内面に当て具痕が認められる小破片である。

<縄文土器>(第 8図 45、 写真図版11)

深鉢と考えられるものである。LR単節の縄文が施される。施文方法や胎上の特徴から同一個体の

可能性がある。

<粘土塊>(写真図版10 38)

住居の南側、住居内に入っている撹乱の近くで出土した。

<鉄製品>(第 8図 39、 40、 写真図版10)

39は刀子の刃部、40は 鉄鏃の茎部と考えられる。出土当初は 1点 ものと考えられたが、X線撮影を

行ったところ、2点のものが 1つ にくっついていたことが半U明 した。なお、鉄製品については、岩手

県立博物館へ保存処理を委託した。

<石器類>(第 8図49～ 52、 写真図版11)

49は A区の試掘中に出上した石核である。石材の産地・材質は奥羽山脈産の頁岩である。縄文時代

のものと考えられる。

50～ 521よ いずれも竪穴住居跡からの出土であるが、製作技法等から旧石器と見られるものである。

竪穴住居跡の所属時期と著しく時期が違い、十日石器としての層位的関係が認められないことなどから、

流れ込みによって入ったものと考えられる。このため、本報告では遺構外出土遺物として扱うことと

する。50、 51は石刃である。50は 上下両端が、51は 下端が欠損している。52は剥片である。50～ 52の

石材の産地・材質はいずれも奥羽山脈産の頁岩である。後期旧石器時代の後半～終末に属するものと

思われる。今回の調査で旧石器に伴う遺構等は確認されなかったが、周辺に旧石器時代遺跡の存在が

示唆される。
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5 まとめ

大山遺跡では昭和49年 に東北新幹線建設に伴う発掘調査が行われている。この時は今回調査で検出

された竪穴住居跡とほぼ同時期の焼失住居 1棟がA区の約60m西、現在の新堀堰の部分から確認され

ている (県教委 1979)。 今回検出された竪穴住居跡は、先の調査で見つかった竪穴住居跡のⅡ期の

カマドと構造の特徴が類似し、削平されているため構造等は不明であるが、煙道も類似していた可能

性がある。大曲遺跡は複数の竪穴住居跡からなる集落遺跡であったといえよう。

また、検出された溝状の陥し穴状遺構は、今までの研究成果からは縄文時代に使われたと考えられ

ている。 1基の検出であったが、陥し穴状遺構は複数で発見されることが一般的である。さらに、先

の調査及び今回の調査では、遺構外からではあるが少量の縄文土器が出土しており、居住域が周辺に

存在した可能性が考えられる。

以上のように、大曲遺跡は少なくとも縄文時代には狩 り場として、また平安時代には集落として利

用された複合遺跡であることが明らかとなった。

なお、大曲遺跡に係る報告は、これをもって全てとする。

(注1)県教委で実施した発掘調査の調査区は、本報告におけるB区に当たる。

(注2)樹種同定の結果については、紙幅の関係で本報告では掲載しなかったが、「大曲遺跡より出土した炭化材の樹種」として

報告されている。

く引用・参照文献 >
岩手県教育委員会 (本文中では編者を県教委と表記。以下同じ。)

1979F東北新幹線関係埋蔵文化財調査報告書Ⅱ』岩手県文化財調査報告書第34集

岩手県教育委員会  2006『岩手県内遺跡発掘調査報告書 (平成16年度)』 岩手県文化財調査報告書第120集

(財)岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター

1994『大渡Ⅱ遺跡発掘調査報告書』岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第215集

岩手県立博物館   1982『岩手の上器 県内出土資料の集成』

加藤晋平・鶴丸俊明 1994『 [図録I石器入門事典 (先土器)』  相書房

桐生直彦      2005『亀をもつ竪穴建物跡の研究』 六一書房
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<

目g

ギ
・

①
%

竪穴住居跡 1 埋上

1 10YR2/12/2 黒～黒褐色シル ト

2 5YR4/8    赤褐色焼土

3 10YR17/1-/1 黒色 シル ト

10YR2/2   黒褐色シル ト

10YR2/2   黒褐色シル ト

10YR2/2   黒褐色シル ト

7 5YR78    赤褐色焼土

8 10YR1 7/12/1 黒色シル ト

9 10YR1 712/1 黒色シル ト

焼土・炭化材分布状況

しまりやや疎 粘性やや強 焼土粒少量、

炭化物粒微量、地山粒子 ごく微量含む。

しまり密 IIL性 やや強

しまりやや密 粘性やや強 層上部の

ところどころに炭化物塊がみ られる。

しまりやや密 粘性強 地山プロック
ごく微量含む。

しまりやや密 粘性強 炭化物粒多量含む。

しまり密 粘性強 焼土粒 炭化物粒各々

微量、地山粒子ご く微量含む。

しまり密 粘性やや強 黒褐色～暗褐色の

シル ト微量含む。

しまり密 粘性強 層上部のところどころ

に炭化物塊がみ られる。

しまりやや疎 粘性強 焼土粒 ごく微量、

炭化物粒微量含む。

5YM/8    赤褐色焼土

10YR1 7/12/1 黒色 シル ト

10YR2泡    黒褐色シル ト

5YR4/8    赤褐色焼土

10YR17/1‐ 2/1 黒色シル ト

10YR2/12/2 黒～黒褐色 シル ト

しまりやや密 粘性弱 黒褐色～暗褐色
のシルト微量、炭化物塊微量含む。
しまりやや密 粘性強 焼土粒 炭化物
粒各々ごく微量含む。

焼土粒多量含む。13層 より色調は暗い。

しま り密 粘性やや弱

焼土粒 ごく微量含む。

しま り密 粘性強

しま り密 粘性強 炭化物塊 を含む。

14層 に似 る。

しまりやや疎 粘性強

地山塊 ご く微量、地山ブロック少量、

炭化物粒 ごく微量、

焼土粒 ごく微量含む。貼床。

―壁・ L‐92500m・ 笙生

止                     止

11層 と同 じだが、11層 と比べて地山粒子 をやや多量含む。

5YR4/8    赤褐色焼土    しまり密 粘性やや弱
10YR1 7/1‐ 2/1 黒色シル ト    しま りやや密 粘性やや強

10YR3/3   暗褐色シル ト   しま り密 粘性やや強

l」

竪穴住居跡 1 貯蔵穴

1 10YR2/1 黒褐色粘質ンル ト

しまりやや疎 粘性やや弱

焼土粒・炭化物粒微量、径3mmの
ロームプロック少量含む。

:|||1礫

焼土

仁菫:登 :∃ 炭化材

劾  カヤ状炭化材

d～kは樹種 (種別は本文参照)

図中のyrBP前 の数字は年代測定
結果を示す。

0       1160      21n

d弐
注れか

―
〆 t

形容 ＼、(
「 ― ―

(重 90■ 30yrBP)

第 3図 大由遺跡 竪穴住居跡 (1)
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竪穴住居跡 カマド

1  10YR3/2
2  10YR2/ユ
3  10YR3/1
4  10YR3/2
5  25Y郎 /8

6  10YR6/8
7  10YR3/2
8  10YR3/3
9  10YR3/3‐ 3/4

10 10YR3/2
11  5YRワ8

12 5YR6/8
13 10YR3/1
14 10YR3/2
15  10YR3/3

・ 多

・多

0       1:30      1m

・

し

」

ｒ

‐

黒褐色粘質シル ト

(炭化材範囲)

黒褐色粘質シル ト

黒褐色粘質シル ト

明赤褐色焼土

明黄掲色ローム

黒褐色粘質シル ト

暗褐色粘質シル ト

暗褐色粘質シル ト

黒褐色粘質シル ト

明赤褐色焼土

橙色焼土

黒褐色粘質シル ト

黒褐色粘質シル ト

暗掲色粘質シル ト

しま りやや密 粘性やや弱 径lmmの焼土粒微畳含む。

しま りやや密 粘性やや弱 焼土・炭化物少量、径lmmのローム粒少量含 む。

しま りやや密 粘性やや弱 焼土・炭化物やや多 く含む。

しまりやや疎 粘性弱 (住居が焼失時に堆積 したもの)

しまり疎 粘性やや強 黒褐色粘質シル ト少量含む。

しまりやや密 粘性やや強 焼土やや多 く、炭化物中量含む。

しまりやや密 粘性やや強 焼土やや多 く含む。
しまり密 粘性やや弱 焼土多量、炭化物少量含む。袖部。

しまり密 粘性やや弱 焼土少量含む。袖部。

しまりやや疎 粘性弱 燃焼部。

しまりやや密 粘性やや強 燃焼部。
しまりやや密 粘性強 焼土 災化物少量含む。

しまり密 粘性強 黄褐色 ローム少量含む。
しまり疎 粘性やや弱 焼土多畳、災化物少量含む。

カマ ド掘り方
予

。 ≪

。

」

晴

レ

・

ヽ
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∧
土坑 1

土‐59408
Y=29520

マ

土坑4(《さ) A
土 =―

"Ъ
2

Y‐ 29554

ュ L‐9"mm  a

ヤ
土坑4

1 10YR2/2黒 褐色シル ト しまり密 粘性強
2 10YR2/3黒 掲色シルト しまり密 粘性強

地山粒子 (径23mm)極微量含む。

<
陥し穴状遺橋 1

生 L=925110m

S

上坑 1

1 10YR3/1黒 褐色粘質シル ト
しまりやや密 粘性やや強
径1030mmの 礫少量、ローム粒子少量含む。

2 10YR3/2黒 褐色粘質シル ト
しまりやや密 粘性強 礫少量含む。

土坑5

■ L=92600m 生

げ
土坑 5
1 101rR3/1黒 褐色粘質シル ト

しまり密 粘性強 炭化物少量、

焼土微量、地山土少量含む。

土坑 2・ 土坑 3
1 10YR3/1黒 褐色粘質 シル ト しまりやや疎 粘性やや強

焼土 炭化物中量含む。
2 10YR3海 暗褐色粘質シル ト しまり密 粘性やや強

焼土粒少畳含 む。
3 10YR3/2黒 褐色粘質シル ト しまり密 粘性強

径;30mmの焼土プロックやや多 く含む。

4 10YR3/2黒 褐色粘質シル ト しまりやや密 粘性強

炭化物少量、 ロームプロック少量含む。

5 10YR″ 1黒色粘質シル ト しまり密 粘性やや弱
ロームブロック中量含む。

6 10YR3/4暗 褐色粘質ンル ト しまりやや密

粘性やや強 焼土粒少量、ロームブロック微量含む。

7 10YR74褐色 シル ト しまりやや密 粘性強

焼土粒微量含む。
8 10YR/2黒褐色粘質ンル ト しま りやや疎

粘性やや強 径30mIの ロームブロック少量含む。

9 10YRν l黒褐色粘質シル ト しま りやや密 粘性強
ロームブロック少量含む。

10 10YRプ 3暗褐色粘質シル ト しま りやや疎 粘性強
ロームプロック多量に含む。

11 10YR3/1黒褐色 シル ト しまりやや疎 粘性弱

炭化物微量含む。
12 10YRν 2黒 褐色 シル ト しまりやや密 粘性やや強

焼土・炭化物少量、暗褐色土少量含む。

13 10YR4/3にぶい黄褐色 ンル ト しまりやや密

粘性強 焼土 炭化物中量、暗褐色土少量含む。

14 10YR2/2黒褐色粘質ンル ト しま りやや密

粘性やや強 炭化物微量含む。

含
繹

）

ｏ
銀
温
§
＝
”

０
写
３

１
＝
ド

Ｔ

陥し穴状遣構
1 10YRl″ 1‐2/1黒色シル ト しまり疎 粘性強
2 1層 と同じだが、地山ロームブロックを多量に含む。

1層 に比べて色調は明るい。
3 1層 と10Y馳/6褐色粘上の混合層。 しまり疎 粘性強

砂礫層の崩落により混ざったものか。
4 3層 と同じだが、3層 と比べてグズグズ。
5 10YR76褐色砂質粘土 しまり疎 粘性やや強

本来は粘上であったが、地山の影響を受けたか。礫を多 く含む。
6 10YR17/1ワ /1黒色シル ト しまり疎 粘性やや強 水分が多いためグズグズ。

(7)10Y馳/6褐色粘土 しまり密 粘性強 基本層序のⅥ層に相当。

(8)10YR3れ 暗褐色砂礫 しまり疎 粘性弱
※ (7)(8)層 は地山。

焼土遺構3

∧

二  L‐ 92400m

ー

1

焼土遺情 2
2 25Y5/8明赤掲色焼土 しまりやや密 粘性やや強

褐色シル ト少量、径1030mmの 礫少量含む。

第 5図 大曲遺跡 上坑・陥し穴状遺橋・焼土遺情

了

生
       焼土遺橋 3

1 25Y5/8明 赤褐色焼土
しまりやや密 粘性強
褐色シル ト少量含む

焼土遺構4

マ

Qt3"
Y=29517

4L‐92 4Cllm 生

す
焼土遺橋4
1 25Yν8明 赤褐色焼土

しまり密 粘性強
褐色シル ト少量含む。

焼土

A
上‐―詢Ю8

Y=29524

上‐―剛2
Y‐29524

■ L=9241Xlm     生

焼上遺橋 1

1 25Y5/8明 赤褐色焼上 しまり密
粘性やや強 褐色シル ト土やや多く含む。

o           l :60         2m
|

―-55-―



(3)大 曲遺跡

竪穴住居跡 1

1 :4                20cm

―-56-―

第 6図 大曲遺跡 出土遺物 (1)



(3)大山遺跡

15●
覇冤『M

竪穴住居跡 1(つづき)

黒色処理

0          1 :3          10cm

第7図 大曲遺跡 出土遺物 (2)
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第8図 大山遺跡 出土遺物 (3)



遺跡遠景 (東から 矢印が調査地点)

(3)大曲遺跡

調査区全景 (東から)

写真図版 1 大山遺跡 航空写真

―-59-―



(3)大 山遺跡

A区 調査開始前状況 (南東から)

竪穴住居跡1 完掘状況 (西から)

写真図版2 大曲遺跡 調査前状況・基本層序・検出遺橋 (1)

甘帝常f

基本土層① (東から)

基本土層② (北から) 基本土層③ (西から)

―-60-―



竪穴住居跡 1 断面 (西から)

(3)大 曲遺跡

竪穴住居跡1 炭化材・遺物出土状況 (西から)

写真図版3 大曲遺跡 検出遺橋 (2)

竪穴住居跡 1 断面 (南から)

竪穴住居跡 1 焼土検出状況 (西から) 八重畑小学校 遺跡見学の様子
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(3)大曲遺跡

土坑 1(西から)

写真図版4 大曲遺跡 検出遺橋 (3)

竪穴住居跡 1 カマ ド検出状況 (南西から) 竪穴住居跡 1 カマ ド断面 (西から)

竪穴住居跡 1 カマ ド断面 (北から) 竪穴住居跡 1 カマ ド掘り方完掘状況 (北東から)

調査終了状況 (西から)竪穴住居跡 1 カマ ド掘り方断面 (北から)

土坑 1 断面 (南から)
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土坑5(北から)

写真図版 5 大山遺跡 検出遺情 (4)

(3)大曲遺跡

土坑2(西から) 土坑2 簡面 (西から)

土坑3(西から) 土坑3 断面 (西から)

土坑4(北西から)

―-63-―



(3)大山遺跡

焼土遺構3

検出遺構 (5)

陥し穴状遺構 1(南西から) 陥し穴状遺構 1 断面 (北東から)

焼土遺橋 1(西から) 焼土遺構 1 断面 (南から)

焼土遺橋2(西から) 焼土遺構2 断面 (南から)

焼土遺橋3(南東から) 断面 (南西から)

―-64-―

写真図版6 大山遺跡



焼土遺構4(南から)

A区 終了状況 (南東から)

B区 終了状況 (南西から)

写真図版 7 大曲遺跡 検出遺構 (6)

(3)大河¬遺跡

焼土遺橋4 断面 (西から)

作業風景
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(3)大山遺跡

S■ 1/4

(

写真図版8 大山遺跡 出土遺物 (1)

登録

番号
出土地点・層位 種別 器種 部位

法  量 (cml
成形

調整等

内面/外面
焼成 色 調 備考 図版

日径 底 径 器 寓

1

竪穴住居跡 1 146・

151 153・ カマ ド埋上

中・カマ ド焼土層中

土坑 5 1層

土師器 養
日縁～体

部下半
208 く253> 非ロクロ

横ナデ・ヘラナデ/横
ナデ・ヘラケズリ

良好
にぶい橙～

橙

小礫少量。白色粒子ごく微量
`

内外面スス焦げ痕あり。
6

2 竪穴住居跡 1 149 土師器 霊 日縁 <58> 非ロクロ
横ナデ・ヘラナデ/横
ナデ・ヘラケズリ

良好 橙～浅黄橙 小礫やや多量。 6

3 竪穴住居跡 1 119 土師器 襲
日縁～体

部中半
121> 非ロクロ

横ナデ・ヘラナデ/積
ナデ・ヘラケズリ

良好
橙～にぶい

橙

小礫やや多量。外面に焦げで

はないが、付着物あり。
6

4
竪穴住居跡 1 カマ ド

土師器 莞 日縁 <&7> 非ロクロ
横ナデ・ヘラナデ/横
ナデ・ヘラケズリ

良好
にぶい橙～

種
白色粒子ごく微量◇ 6

5
竪穴住居跡 1 ■2・

155'カ マ ド燃焼部付近
土師器 養

日縁～体

都中半
<180> 非ロクロ

横ナデ・ヘラナデ/横
ナデ・ヘラケズリ

良好 橙～浅責橙
小礫やや多量。外面にスス焦

6

6

竪穴住居跡 1 146・

151・ 焼土層中・カマ

ドー番上の層中

土師器 養
口縁～体

都中半
(106> 非ロクロ

横ナデ `ヘ ラナデ/横
ナデ ヘラケズリ

良好
にぶい黄橙

～浅黄橙
小礫微量。器面やや薄め。 6

7
竪穴住居跡 1 116・

156・ カマ ド燃焼部付近
上師器 莞

体部中～

下部
<149> 非ロクロ ヘラナデ/ヘラナデ 良好

にぶい橙～

橙

小礫・金雲母ごく微量。外面

のナデは粗維。
6

竪穴住居跡 1 床直 土師器 誕
日縁～体

部中半
<98> 非 ロクロ

横ナデ・ヘラナデ/横
ナデ・ヘラナデ

良好

にぶい黄褐

～にぶい黄

橙

外面に指圧痕あり。小礫ごく

微量。内外面一部スス焦げあ

り。

竪穴住居跡 1 床直・

カマ ドー番上の層中・

カマ ド焼土層中・カマ

ド燃焼部付近

土師器 斑 体部下半 <80> 非ロクロ ヘラナデ/ヘラケズリ 良好
にぶい褐～

にぶい橙
底部剥落。自色泣子微量。 6

竪穴住居跡 1 15ト
152・ カマ ド10層・カマ ド

焼土層中・埋土焼土下

土師器 養
体部下半

～底部
<&5> 非ロクロ ヘラナデ/ヘラケズリ 良好 にぶい黄褐

底部ヘラケズリ。小礫 。自色

粒子ごく微量。

―-66-―

)は推定径、< >は売存詐 長を示す。



(3)大曲遺跡

¬`
11111111111::;11

解 16

11～20 S■ 1/4

21～25 S■ 1/3

録

号

登

番 出土地点・層位 種別 器蓬 部位 成形
調整等

内面/外面 焼成 色 調 備 考 図版

警穴住居跡 1 貯茂欠埋土中 土師器 霊 底 部 非ロクロ /ヘラケズリ 良好 橙
底部ヘラケズリ。小礫やや多量。

金雲母ごく微量。自色粒子微量。

鑑穴住居跡 こ と53
器

整

師

型

上

小

口縁～体

部下半
非ロクロ

横ナデ ヘラナデ/横ナ

デ ヘラナデ
良好

日縁 :に ぷい

責橙 体部 :

遊奮給～灰色

白色粒子・小礫ごく微量。

鑑穴住居跡 1 1∝
工師器

小型襲

口縁～底

部賦 片 )

(lα 6) (■2) yFロ クロ
糠ナデ ヘラナデ/横ナ

デ ヘラケズリ
良好

にぶい黄47J～

にぶい黄橙

底部ヘ

粒子ごく微量。石英やや多露。

避穴倒唇跡 1 197 カクラン
小型琵

口縁～体

部下半
徹8) 非ロクロ 横ナデ ヘラナメ/検ナ

デ ヘラケズリ
良好 橙～にぶい橙 白色魁 子構毯 。

竪穴倒唇跡 焼土層 土師器 箋 日縁 (lα 2) <37> ロクロナデ/ロ クロナデ 良好 にぶい赤褐

警穴住居跡 カマ ド焼土層中 土師器 霊

飛fTII。 石英ごく微量。 7

竪穴住居跡 1 134 135 156 土師器 莞 口縁 (2■ 6) ロクロナア/ロ クロナデ 良好
浅黄橙～にぶ

ヤヽ澄

赤色粒子徹量。石英 白色粒子ご

く徹盈。
7

竪穴住居跡 1 105 156・ カマド1乏

層 カマド焼土層中 カマド燃焼部→

近

土師器 甕
口縁～体

部中半

ロクロナデ ヘラナデ/
ロクロナデ

良好 橙
外面に指圧痕あり。口縁部に段あ

り。白色粒子ごく微量。
7

竪穴住居跡 1 ■5 ■8・ 123～ 129

146・ 143 154 156 床直 カマドー

番上の層中 カマ ド10層  カマ ド12

層 焼土燿より上 焼土より上の塑

上、土坑5 ユI P2ユ 9、 A区 積

出時

土師器 琵
日縁～底

部
904

ロクロナデ ヘラナデ/
ロクロナデ ヘラナデ・

ヘラケズリ

良好
にぶい黄橙～

浅黄綺

底部ヘラケズリ。赤色粒子IBlk。

小礫 白色粒子ごく微愛。
7

竪穴住居跡 1 床直焼上下 土師器 イ
部下半

(132) く27> ヘラミガキ/ヘラミガキ 良好 黒褐 内クト面黒色24. 7

22 竪穴住居跡 1 139
土師器 不

(高台付)

底部 (a2) ヘラミブキ/ヘラミガキ 良好 黒褐
丸外面黒色処理。高台剥落。自色

Vfご く徹量。
7

竪穴住居跡 1 床下土坑 焼土の下 土師器 郭
口縁～底

都
(1,3) (″B) ヘラミガヤ/ロ クロナデ 良好 におい黄橙～ 丸面黒色処4底 部藤滅著しい。 7

24 竪穴住居跡 1 lυ 土師器 不 (60) <1ね > ロクロ ヘラミガキ/ロ クロナデ 良好 浅黄橙
面ヽ黒色処理。底部ヘラケズリ調継

rNL粒子級霊。白色粒子ごく微量。
7

25 竪穴住居跡 1 147 土師器 不
体部～底

部
(56) ヘラミガキ/ロ クロナデ 良好 橙

面ヽ黒色処理。底部回転糸切り。
7

( )は推定径、< >は残存高・長を示す。

写真図版9 大曲遺跡 出土遺物 (2)
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(3)大山遺跡

37 S≒ 1/4  26～ 36、 38 S■ 1/3 39、 40 S≒ 1/2

Ⅷ

― 」

登録
番号 出土地点 層位 種別 器種 部位

法
成形

調 蟹寺

内面 /外 面
焼 成 色調 備 考 図版

竪穴住居跡 1 122 土師器 郭
日縁～底

都
5] ロクロナデ/ロ クロナデ ややか にぶ い貢種 底部回転糸切 り。焼けムラあ

7

竪穴住居跡 1 122 土師器 杯
口縁 ～体

都 中辛
(124) ロクロ ロクロナデ/ロ クロナデ 良好 にぶい黄橙 白色粒子ごく微量。 7

マ ド10層
土師器 郭

口縁 ～体

郎
く37 ロクロ ロクロナデ′イ

′ロクロナデ 良好 にぶい黄橙 赤色粒子・長石ごく微量。 7

壁床lT后 跡 1 カマ ド1″

層～14層・カマ ド埋土中

カマ ド焼土層中

土師器 郷
口縁～底

部略完形
(132) ロクロ ロクロナデ/ロ クロナデ 良好 橙～淡糧

底部回転糸切 り。底部に火欅

痕あ り。
7

竪只 住后 跡 l カマ ド埋

十中  カマ ド癖 十 層 中
土師器 郭

日縁 ～限

郎略宇 形
45 ロクロ ロクロナデ/ロ クロナデ 良好

橙～にぶい 底部回転糸切 り。肉白県跡多
い。石葵ごく微量。

7

竪八年居 跡 1 カマ ドTA
土師器 郭

日縁～体

部下半
<34> ロクロナデ/ロ クロナデ 良好 浅黄橙 7

竪穴住居跡 1 カマ ド燃
土師器 郭

都下半
(129) (35> ロクロ ロクロナデ/ロ クロナデ ミ好

にぶ い貢種
白色粒子ごく微量。 7

竪穴住居跡 1 103 土師器
jTN く32> ロクロ ロクロナデ/ロ クロナデ 廷好 浅黄橙 赤色粒子微量。 8

竪穴住居跡 1 132 土日巾器 舅ヽ

`意

呑付 )

<18> ロクロ ロクロナデ/ロ クロナデ ミ好 浅黄橙
貼付け高台。高台の賄付け万

は粗雑。
8

土師器 娩
国縁～体

都
ロクロナデ/ロ クロナデ ミ好 にぶい黄橙 内外面 ともすすけている。 8

竪穴住居跡 1 床下土坑 土師器 婉 4泰七卜甲～

下半
ロクロ ロクロナデ/ロ クロナデ 良好 にぶい橙

騒ヨ
`回

転糸tJJり 。赤色種十傲

景へ白角対子ごく徹量ハ
8

白色粒子微量。

録
■

監
悉

出土地点 層位 器種 簾
ｍ

隅

ｍ
睡
ｍ

嚢
④

備 考 図版

録

号

登
番 出土地点 器種

残存部 爵
‘ｃｍ，

暇

Ｃｍ
隣
イｃｍｊ

尊
④

備考 図版

穴住居跡 1 床直 8

茎部 く36>

( )は推定径、く >は残存高・長を示す。

写真図版10 大山遺跡 出土遺物 (3)
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( )は推定径、< >は残存高・長を示す。

写真図版11 大曲遺跡 出土遺物 (4)

(3)大曲遺跡

41、 42 S■ 1/4  43～ 45 S≒ 1/3

46～48 S■ 1/4  49～ 52 S■ 2/3

Ⅷ 磯 ∞

登録

番号
出土地点 層位 種別 静種 部位

法  量 (cm)
成形

諏 墜寺

内面 /外 面
焼 成 色調 備 考 図版

日径 底径 器 高

土坑 2 3層 土RT器 甕 口縁 <74> 非ロクロ
横ナデ ヘラナデ′

′
横ナ

デ ヘラケズリ
良好 にぶい黄橙

内面及び割れ日の一部にスス

焦げ痕あり。自色粒子少畳含

む。

8

42 土坑 2 理土中 土師器 甕
体部下半

～底部
(120) 非ロクロ ハケメ/ハケメ 良好

橙～にぶい

橙

底部ムシロ痕。金雲母ごく徴

量。白色粒子ごく微量。
8

土坑 2 辺土中 土師器 杯
体部下 半

～ 産黙
(14> ロクロナデ/ロ クロナデ 良好 にぶい責橙

底部回転糸切 り。赤色粒子ご

く微量。
8

土坑 3 14層 土師器 不
日縁～体

部下半
く43> ロクロ ロクロナデ/ロ クロナデ 良好 橙

赤色粒子微量。白色粒子ごく

微量。
8

土坑 3 12層
縄文土器

深鉢

体部～底

部

<40>

<30>
粘土紐 LR単節

底部木葉痕 ?。 磨耗著 しい。

同一個体か。
8

登録

番号
出土地点 層位 種別 浄種 都位

法  量 (cm)
成 形

諏 蟹寺

内面 /外 面
焼 成 色 調 備 考 図版

口径 底径 器 高

A区 とB区の間 表採 土師器 甕 口縁 (39> ロクロナデ/ロ クロナデ やや良 橙
白色粒子微量。剥落部分内面

に多い。

額 B区 盛土中 土師器 甕 体部下半 24> 非ロクロ ハケメ/ヘラケズリ 良好 橙 底部剥落。白色粒子少量。

48 B区 盛土中
土師器

小型甕
口縁 (137) <48> 非ロクロ

横ナデ ハケメ/
横ナデ ヘラケズリ

良好 橙 白色粒子少量。

登録

番号
出土地点 層位 静 種

長 さ

(cm)

幅

(cm)

厚 さ

(cm)
材質・産地 産出年代 備 考 図版

A区 試掘時 石核 3587 頁岩 奥羽山脈 新生代新第二紀

竪穴住居跡 1カ マ ド埋

土中
石刃 656 買岩 奥羽山脈 新生代新第三紀 上下両端欠損。 8

竪穴住居跡 1 貼床中 石刃 (22) 129 頁岩 奥羽山脈 新生代新第三紀 下端欠損。

竪穴住居跡 1 貼床中 剥 片 α7 269 貫岩・奥羽山脈 ,新生代新第三紀
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(3)大曲遺跡

報 告 書 抄 録

※緯度 。経度は世界測地系における数値である。

ふ りが な へいせいじゅうはちねんどはっくつちょうさほうこくしょ

垂 名 平成18年度発掘調査報告書

副 書 名 大山遺跡

巻 次

シリーズ名 岩手県文化振興事業国埋蔵文化財調査報告書

シリーズ番号 第505集

編 著 者 名 戸根貴之・須原 拓

編 集 機 関 (財)岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター

所 在 地 〒020-0853 岩手県盛岡市下飯岡11地割185番地 TEL(019)6389001

発行年月日 2007年 3月 26日

ふ りが な

所収遺跡名

ふりがな

所 在 地

コー ド 封ヒ漁皐 東経
調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡番号

おおまが,いせき

大曲遺跡

岩手県花巻市石

鳥谷町戸塚 9地

割48番地 1ほか

03205 LE97-2166

39】王

27分

47ん少

141度

10分

34ん少

2006.4.7

2006.4.28

250m2

経営体育成基

盤整備事業戸

塚地区に伴う

緊急発掘調査

所収遺跡名 ぬ重牙U 主な時代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

大山遺跡

集 落 跡・

狩 猟 場

縄文時代

平安時代

時期不明

その他

陥し穴状遺構  1基

竪穴住居跡  1棟
土坑     4基

土坑     1基
焼土遺構   1基

縄文土器、石器 (石

核 )

土師器、須恵器、鉄

製品 (刀子、鉄鏃 )

石器 (石刃、剥片 )

平安時代の竪穴住居は

焼失住居である。

要  約

縄文時代の陥し穴状遺構、平安時代の竪穴住居跡 。土坑が検出された。大曲遺跡では昭和49

年の東北新幹線建設に係る発掘調査でも、今回の調査で見つかっている竪穴住居跡とほぼ同

時期とみられる平安時代 (9世紀後半～10世紀初頭頃)の焼失住居が1棟、A区の約60m西、

現在の新堀堰になっている部分から見つかっている。また、今回の調査では縄文時代に帰属

すると考えられる溝状の陥し穴状遺構が検出されている。

以上のことから、大山遺跡は縄文時代の狩猟場であるとともに、平安時代の集落跡であっ

た可能性がでてきた。
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(4) 第2次調査

所  在  地 花巻市石鳥谷町入重畑第18地割18番

委  託  者 県南広域振興局花巻総合支局農林部農村整備室

事  業  名 経営体育成基盤整備事業八重畑地区

発掘調査期間 平成18年 4月 7日 ～ 5月 19日

跡ｕ退
昴村なヵ、中

遺跡コード・略号

調査対象面積

調査終了面積

調 査 担 当 者

�IE06‐ 2387。 N�[‐06

3,600n12

3,600m2

川又 晋・千葉正彦

1 調査に至る経過

中村遺跡は、経営体育成基盤整備事業八重畑地区の実施に伴い、その事業区域内に存することから

発掘調査を実施することになったものである。

本事業地は、花巻市に位置し、一級河川北上川の左岸、稗貫川と添市川に囲まれた平坦な地域であ

るが、地区内水田は10a区画で道路は幅員が狭 く土砂道であり、水路も土水路で用排水兼用のため水

利用の合理化が図りにくく、農業機械の大型化や水田の汎用化ができず営農に多大な労力を費やして

いた。

このため、本事業によりlhaを標準 とする区画の大型化や道路・用排水路の整備を実施 し、農地の

流動化と担い手農家への集積を進めるとともに、農業生産性の向上と農業経営の安定を図るため、平

成 9年度より371haの 区画整理を実施 している。

当事業の施行にかかる埋蔵文化財の取扱いについては、花巻地方振興局農林部農村整備室から平成

16年 11月 17日 付花地農 (整)第 162-11号 「埋蔵文化財の試掘調査について (依頼)」 により岩手県教

育委員会に対し試掘調査の依頼を行なった。

依頼を受けた岩手県教育委員会は平成16年■月17日 に試掘調査を実施し、工事に着手するには、発

掘調査が必要となる旨を平成16年 12月 2日 付教生第1212号「ほ場整備事業等における埋蔵文化財の試

掘調査について (回答)」 により当農村整備室に回答してきた。

その結果を踏まえて当農村整備室は岩手県教育委員会と協議し、調整を受けて平成18年 4月 3日 付

けで財団法人岩手県文化振興事業団との間で委託契約を締結 し、発掘調査を実施することとなった。

(県南広域振興局花巻総合支局農林部農村整備室)

石鳥谷

第 1図 中村遺跡 遺跡の位置
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(4)中村遺跡 第 2次調査

2 遺跡の位置と立地

中村遺跡は、いわて花巻空港の東方約1.5kmに位置し、北上川によって形成された自然堤防上の細

長い微高地に立地する。調査前は水田であった。第 1次調査では南北に離れた2地点をA区 。B区 と

して調査 してお り、第 2次調査区は、第 1次調査 B区の北西側に隣接する。 (第 2図 )

3 基本層序

調査区内の基本層序は、I層が暗褐色シル ト (現耕作土)、 Ⅱ層が褐色粘土質シル ト (盛土)、 Ⅲが黄

褐色砂質シル トである。I・ Ⅱ層は近年に動かされた上であり、Ⅲ層上面が遺構検出面である。北側

～中央部では、I・ Ⅱ層の厚さが20～30cm程度である。近年の水田造成時に削平を受けたものとみ

られ、その直下のⅢ層上面は概ね平坦であった。この平坦部の標高は78m前後である。これに対 し、

調査区南辺付近は、南側の低位面へ向かって急激に落ち込む斜面となってお り、南側に行 くほどⅡ層

が厚 く、最厚部では lm近 くに達する。第 1次調査 B区で確認された状況と類似 してお り、段丘の縁

辺部にあたるとみられる。

ド 成

‐
■ ミ

■   /
帝 ;掟 /

占  :淋ご

X=-62700

※座標値は世界測地系 (第X系 )

一Ａ

イ
■
　
，，
金

・盛　一一〕コ判府（〔、く．
＝簿髯
諷́

一＝抑
メ
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第 2図 中村遺跡 調査区配置図



(4)中村遺跡 第2次調査

X=-62580

X=-62620

X=-62640

基 1:X=-62588000
Y= 27556000
H=   78967

基 2:X=-62648000
Y=  27556000
H=   78955

X=-62660

※座標値は世界測地系 (第X系 )

た 1

⑤
ＳＫ０８

た 2

第 3図  中村遺跡 遺情配置図
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(4)中村遺跡 第 2次調査

4 調査の概要

今回の調査で確認された遺構は、竪穴住居跡 1棟、土坑 2基、柱穴状土坑17個、溝跡 2条である。

これらはすべて調査区中央～北側の平坦部で検出したものである。前項で述べた通 り、この平坦部は

広域にわたり削平された模様で、各遺構 とも上部は削平を受けたとみられる。

調査区南辺の斜面部分では、遺構は検出されなかった。数箇所に トレンチを入れⅢ層以下の確認を

行ったが、遺構・遺物 とも認められなかったため、全域の掘 り下げは行なわず調査終了とした。

なお、調査区のグリッド設定は、第 1次調査時の大グリッド (100× 100m)、 小グリッド (4× 4

m)を 踏襲した。遺構配置図、本文中の遺構の位置の表記に用いている。遺構番号は、第 1次調査か

らの連呑 としており、 SK(土 坑)は08か ら、P(柱穴状土坑)は 08か らとしている。

(1)遺構

S101竪穴住居跡 (第 4・ 5図、写真図版 2・ 3)

平安時代の竪穴住居跡で、ⅢA8kグ リッド付近に位置する。検出時、Ⅲ層上面において、暗褐色

上の方形プランとして確認した。プランの北辺付近では、埋土中に焼土・炭化物粒を多 く含み、埋土

上面まで礫が露出していたことから、この付近にカマ ドがあるものと予想された。十字にベル トを設

定し、掘削を開始したところ、複数の地点において炭化物を確認した。掘削を全面に拡張したところ、

炭化物のまとまりは直線状に延び、 1つ は住居の北壁に沿う方向、別の 1つは東壁に沿う方向で、2

つが直交するような位置関係となった。え化材は木目の方向が一定しており、出土状況から原位置・

原型を留めているようであったが、厚さは殆どなく、 l cm程 度であった。家屋の構築材の一部が、

焼失によりえ化した可能性が高いと考えられるが、詳細は定かではない。

床面は、戊化材の直下で確認した。確認面から床面まで10cm程度であり、上部はかなり削平され

たものとみられる。埋土は、暗褐色土を主体とするが、壁際は褐色に近く、わずかに炭化物が混入す

るものの、地山との区別は非常に困難であった。規模は、検出時に見えていた暗褐色土プランよりも

かなり広がる格好となった。なお、埋上の一部では僅かであるが白色のブロックが混入しており、十

和田aテ フラの可能性が高いとみられる。床面は平坦であり、硬化した部分などは特にみられない。

住居跡全体の形状は方形で、規模は705× 610cmである。壁は直立する。

カマ ドは北壁の東よりに設置され、煙道の方向はN-50° ―Eである。カマ ド付近は、複数の礫が

重なり合う状況であったが、大半はカマドの構築材が崩落したものと判断し、除去した。最終的には、

5個の礫がソデの内側で直立するように埋設されているのが確認された。さらに、礫のない場所にも

掘り方が確認されたことから、本来はもう一個の礫が立っていて、煙道の中軸線に対して対称となる

よう3個ずつ2列に据えられたものとみられる。カマド内部の崩落土中からは多量の土師器が出上し

た。袖部分は地山を削り出したものであり、内側が弱く焼けていた。燃焼部は、105× 80cmの範囲で

被熱し、中央が極めて堅く締まる。断ち割ったところ、火床面から13cmの深さまで被熱のため変色

していた。

床面施設として、ピット11基 (Pit l～ 11)、 地床炉 1基 を確認した。ピットは、はっきりとしたプ

ランで確認できた訳ではなく、ぼんやりとした炭化物のまとまりとして床面上に検出したもので、地

山と殆ど区別がつかない。Pit l・ 2・ 5。 9は正方形に配列し、他と比べて規模も深いことから、

主柱穴であると推測される。4個のいずれにおいても、底面には柱痕跡とみられる円形にグライ化し

た部分が確認された。Pit 8は規模・位置から、貯蔵穴と考えられる。Pit 6～ 8か らは土師器が出土

しており、特にPit 8で は完形の上師器郭 3点 (1・ 8・ 12)が出土した。地床炉は、カマド煙道の
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(4)中村遺跡 第 2次調査

ノキ|
臨

II B

鰯 λ化材出土範囲

o    (1:60)   2m

Ｏ
ｗ

⑥

恥

L‐盈 200m

S101 A‐ B,C― D
l 10YR3/4 暗褐色シル ト 粘性弱 締まり強 炭化物少量

2 炭化物

3 10YR3/4 暗褐色シル ト 粘性弱 締まり強 焼土粒多量

4 10YR3/4 暗褐色シル ト 粘性弱 締まり強 炭化物多量・上面に火山灰 ?

5 10YR3/6 褐色粘土質シル ト 粘性有 締まり強 炭化物微量

ST01P■1(65cm)10YR3/4 黒褐色シル ト 粘性中 締まり弱 炭化物粒多量

S101Plt2(81cm)10YR3/4 暗褐色シル ト 粘性やや有 締まり有 炭化物粒多量

S101PIt3(8cm)10YR3//3 暗掲色シルト 粘性中 締まりやや強 炭化物粒少量

S101Pit4(32cln)10YR3/3 暗褐色シル ト 粘性中 締まりやや強 炭化物粒少量

S101Pit5(97cm)10YR4/6 褐色シル ト 粘性有 締まり弱 炭化物少量

S101Plt6(22cm)10YR4/6 褐色シル ト 粘性有 締まり弱 炭化物少量 焼土粒少量・白粘土塊少量

割XPit7(23cm)10YR4/6 褐色シルト 粘性有 締まり弱 炭化物少量・焼土粒少量 白粘土塊少量

SЮ lHt8(21cm)10YR5/4 にぶい黄褐色シル ト 粘性弱 締まり弱

S101Pit9(72cm)10YR4/6 褐色シルト 粘性有 締まり弱 炭化物少量

創01Pit10(15cm)10YR3/3 暗褐色ンルト 粘性中 締まりやや強 炭化物粒少量

SIOIPitll(15cn)10YR3/3 暗褐色シルト 粘性中 締まりやや強 災化物粒少量

※ ( )内 は、底面までの深さを示す。

第4図  S101竪穴住居跡 (1)
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(4)中村遺跡 第 2次調査

S101地床炉

0         (l i30)

S101カマ ド  a― b,c―d,e― f

l 10YR3/4 暗褐色シル ト

2 10YR3/3 暗褐色 シル ト

3 5YR5/8 明赤褐色 シル ト

4 5YR3/6 暗赤褐色 シル ト

SЮ l地床炉 g‐ h

1 5YR5/8 明赤褐色 シル ト

2 5YRプ6 暗赤褐色 ンル ト

粘性弱 締 ま り強 炭化物少量

粘性 な し 締 ま り強 炭化物粒 焼土塊・白色粘土が混合 カマ ド天丼部崩落土

粘性 な し 締 まり極めて強 カマ ド燃焼部焼土 (焼成強 )

粘性弱 締 ま り強 カマ ド燃焼部焼土 (焼成弱 )

粘性 な し 締 まり極めて強 焼土

粘性弱 締 まり強 焼土

lf・

ド
＝
ミ
Φ
Ｎ
Ｏ
Ｏ
日

C と=79200m

型上 L=79200m

d

lm
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第 5図  S101竪 穴住居跡 (2)カマ ド・地床炉



(4)中村遺跡 第 2次調査

延長線上にあり、カマ ド燃焼部の南西側150cmの位置にある。被熱 した範囲は70× 50cmで、カマ ド燃

焼部と類似 し、中央部が硬化 していた。

出土遺物は、住居内すべての合計で、土師器5,637g(郭 1,986g、 甕3,651g)、 須恵器56gで ある。

出上位置は、カマ ド埋土中が最も多 く、次いでPit 6・ 7・ 8な どのピットである。図化できたもの

は、土師器郭18点 (1～ 18)、 土師器甕 5点 (21～ 25)、 須恵器奏 1点 (26)で ある。土師器雰はすべ

てロクロ成形で、内面に黒色処理されたものの割合が多い。 3は、 S K08出 土品と接合 した。土師器

奏は、ロクロ成形のものが大半を占める。

S K08土坑 (第 6図・写真図版 4)

Ⅲ A10oグ リッドに位置する。平面形は歪で、長軸方向はN-45° 一Wである。規模は、開口部径

180× 150cm、 深さ20cmである。底面と壁の境界は不明瞭であり、開田部まで緩やかに立ち上がる。暗

褐色上の不整形プランとして検出したが、中央に炭化物の集中がみられ、遺物も一部が露出していた。

炭化物は藁とみられ、厚さは l cm程度であった。埋土は暗褐色土主体で、炭化物を多 く含む。埋上の

中位には炭化物のみの層がある。遺物は、土師器1,062g・ 須恵器184gが出土した。このうち土師器

郭 3点 (3・ 19・ 20)、 須恵器長頭壺 1点 (27)を掲載した。なお、3は、 S101出 土品と接合した

ものである。土器破片を一括で廃棄したような状況であるが、詳細は不明である。出土遺物から、平

安時代以降の遺構と考えられる。

S K09土坑 (第 6図・写真図版4)

ⅢA8oグ リッドに位置する。平面形は歪で、長軸方向はN-45° 一Eである。規模は、開口部径

185× 120cm、 深さ10cmで ある。底面は平坦であるが、壁の立ち上がりは明瞭ではない。埋土は暗褐色

SK08 A― B
l 炭化物 (ワ ラ?)

2 10YR3/3 暗褐色シル ト

3 炭化物層

4 10YR3/3 暗褐色ンル ト

SK09 C― D
l 10YR3/3 暗褐色シル ト

2 10YR3れ  暗褐色シル ト

粘性やや有 締まり強 炭化物粒多量 焼土粒多量

粘性やや有 締まり強 地山塊多量 炭化物少量

粘性有 締まり有 炭化物粒多量 焼土粒少量

粘性有 締まり有 地山塊多量

SK08(1)

黙
導

SK09

L=79200m

SK08(2)

第6図  SK08・ 09土坑
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(4)中村遺跡 第 2次調査

土主体で、上位には炭化物粒を含む。出土遺物はなく、遺構の時期・性格等は不明である。

S D01・ 02溝跡 (第 7図、写真図版 4)

S D01・ 02と も調査区北東端に位置し、重複する。検出時には S D01が切っているように見えたが、

断面観察では明瞭な切 り合い関係は確認できなかった。

S D01は、軸方向N-15° ―Eで、一直線状に伸びる。南端はⅢA2oグ リッドで途切れるが、北

端はⅡ A23qグリッドで調査区タトヘ伸びるため、全容は明らかではない。調査区内で確認された部分

は、長さ15,6mで、深さ15～ 30cmで ある。底部標高は、中央付近がもっとも低 く、北側、南側に進む

につれ高 くなる。埋土は、暗褐色シル トを主体とし、炭化物粒を含む。

S D02は、途中でL字状に折れ曲がる形状である。北東端がⅢ A23sグ リッドに位置し、東半部は

軸方向N-45° 一Eである。ⅢAloグ リッドで屈曲し、西半部はN-60° ―E、 西端がⅢ A25mグ リ

ッドにある。主体部の深さは20～40cmであるが、西端に近づ くほど浅 くなる。底部標高は北東側が低

く、西側が高 くなる。埋土は、 S D01と 大差はなく、え化物混 じりの暗褐色土である。

S D01・ 02と も出土遺物がなく、性格・帰属時期等は不明である。

柱穴状土坑 (第 8図 )

調査区内で17個確認された (P8～ 24)。 規模・埋土の状況等は第 8図中の表にまとめて記 した。

配置に規則性は見出せず、建物を構成する柱穴とする根例は少ない。埋土は暗褐色～黒褐色土を主体

とし、一部には少量の炭化物が含まれる。ぃずれも出土遺物はなく、時期は不明である。

(2)遺物 (第 9。 10図、写真図版 5・ 6)

調査区内から出土 した土器の総量は中コンテナ2箱 (土 師器7,489g、 須恵器241g)で あるが、そ

の大半はS101竪穴住居跡出上である。復元作業を行い、土師器25点 (1～25)。 須恵器 2点 (26。

27)の計27点 を図示 した。19。 20。 271ま S K08、 それ以外はS101出上であるが、 3は S101と S

K08の破片が接合 したものである。

1～ 201ま土師器邦で、すべてロクロ成形である。 1。 2・ 8・ 9・ 12は完形で出上した。 1。 9は、

体部下半に墨書がみられる。20は 口縁部のみの小片であるが、墨書土器の一部とみられる。10は、底

部に十年の浅い刻みがある。 2は、口縁部の内外にタール状の付着物がみられる。 1～ 7。 201よ、黒

色処理されない郭である。このうち 1。 2・ 5・ 7・ 20は 内外面 ともロクロナデ以外に調整はなく、

3・ 4・ 6は内面のみミガキが施される。底部は、 6・ 7が不明である以外は回転糸切 り痕が確認さ

れている。器形は、体部が内湾するものである。 8～ 15。 19は 、内面のみ黒色処理された郭である。

底部は、 8～ 11が回転糸切 り、12・ 13がヘラケズリ、14・ 15が回転ヘラ切 りである。器形は、体部が

内湾 し、口縁部付近でわずかに外反する。16～ 18は、内・外面ともにミガキの後黒色処理された郭で

ある。16・ 17の 口径は17cmで 、他の必よりやや大きめである。体部は内湾して立ち上がる。

21～ 25は 土師器奏で、21～ 241ま ロクロ成形である。奏は口縁部～底部まで接合できたものがない。

22～25は長胴奏である。口縁部付近はロクロナデ、体部～底部はヘラナデ・ヘラケズリが施される。

口縁部は、短 く外反する。

26は 須恵器奏、27は須恵器長頸壼である。いずれも、日縁部のみの残存である。

なお、土器の他にも、遺構外から近 。現代のものとみられる陶磁器片や鉄製品が少量出上 している

が、掲載はしていない。
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(4)中村遺跡 第 2次調査

5 まとめ

今回の調査で確認された遺構・遺物は上記の通 りである。今回の調査区は、平安時代の集落の一部

であった可能性が高いが、削平のためか、竪穴住居跡は 1棟を確認したのみであった。周辺に同様の

住居跡が存在 した可能性は高いと考えられる。また、第 1次調査では、縄文時代晩期の遺物包含層を

確認しているが、今回出土した土器は、土師器・須恵器のみで、時期によって生活の場を変えていた

可能性がある。

なお、中村遺跡第 2次調査に関わる報告は、これをもってすべてとする。

報 告 書 抄 録

ふ りが な へいせいじゅうはちねんどはっくつちようさほうこくしょ

圭
日 名 平成18年度発掘調査報告書

副 書 名 中本寸遺跡第2次調査

巻 次

シリーズ名 岩手県文化振興事業国埋蔵文化財調査報告書

シリーズ番号 第505集

編 著 者 名 川又晋

編 集 機 関 (財 )岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター

所 在 地 〒020-0853 岩手県盛岡市下飯岡11地割185番地 TEL(019)63折 9001

発行年月日 2007年 3月 26日

ふ りが な

所収遺跡名

ふりがな

所 在 地

コー ド 】ヒ糸皐 東経
調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡呑号

中村遺跡

第 2次調査

一勅沖帥］翻

］糾一劇拗酎
03205 ME06-2387

39B垂

26分

06ん少

141度

09す)

12秒

2006.04.07

2006.05,19

3,600m2

経営体育成基

盤整備事業人

重畑地区に伴

う緊急発掘調

査

所収遺跡名 種 別 主な時代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

中村遺跡

第2次調査

集 落 跡 平安時代

時期不明

竪穴住居跡  1棟

土坑     2基
溝跡     2条
柱穴状小土坑 17個

土師器郭

須恵器甕 士望頸

甕

長

要  約

中村遺跡は、花巻市石鳥谷町に位置 し、北上川東岸の自然堤防上に立地する。第 2次調査

では、平安時代の竪穴住居跡1棟、土坑 2基、溝跡 2条、柱穴状土坑17個 などの遺構を検出し、

遺物は、主に竪穴住居跡から、土師器甕、郭、須恵器甕などが出土 した。平安時代の集落の

一部である可能性が半J明 した。

※緯度 。経度は世界測地系における数値である。
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第 9図  中村遺跡 出土遺物 (1)
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直上から

写真図版 1 中村遺跡 航空写真

(4)中村遺跡 第 2次調査

南方上空から
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(4)中村遺跡 第 2次調査

SЮ l 炭化材出土状況

写真図版 2 中村遺跡 検出遺橋 (1)

SЮ l 竪穴住居跡
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(4)中村遺跡 第 2次調査

炭化材出土状況 作業風景

S101 カマ ド 礫出土状況 S101 カマ ド

S101 カマド S101 カマド 燃焼部断面

S101 地床炉 遺跡見学に訪れた小学生

検出遺情 (2)写真図版3 中村遺跡

―-87-―



(4)中村遠跡 第 2次調査

SD01-02

SK08 遺物出土状況

SK09 第::属

―-88-―

SK09 土坑断面

写真図版4 中村遺跡 検出遺橋 (3)



(4)中村遺跡 第2次調査

悦
期ににににけに

駐
7

|

!_

写真図版5  中村遺跡 出土遺物 (1)
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(4)中村遺跡 第 2次調査
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写真図版6  中村遺跡 出土遺物 (2)



(5)

所  在  地 奥州市胆沢区小山年前四ツ屋378-1ほか

委  託  者 県南広域振興局農林部農村整備室

事  業  名 経営体育成基盤整備事業徳岡東部地区

発掘調査期間 平成18年 4月 7日 ～ 4月 28日

跡迫退
撤向鸞由日日

望
局

遺跡コード・略号

調査対象面積

調査終了面積

調 査 担 当 者

NE46-1244・ THN‐06

1,129■12

1,129E12

九山浩治 。平野 祐

1 調査に至る経過

高日向遺跡は、「経営体育成基盤整備事業徳岡東部地区」の区画整理工事 (ほ場整備)に伴い、そ

の事業区域内に存在することから発掘調査を実施することとなったものである。

本地区は、奥州市胆沢区の南東部に位置し、前沢区の一部北西部にまたがる水田地帯である。しか

し、農道は狭 く水路も用排兼用素掘で断面狭小なため地下水位が高 く、区画も10aと 小区画なことも

あり、大形農業機械の効率利用と農地流動化の大きな阻害となっていた。

このため、本事業により高生産性ほ場に造成し、営農や維持管理等の省力化を図るとともに農作業

受委託による農地の流動化を促進し、担い手農家の経営規模拡大と育成を図り、農業経営の安定に寄

与することを目的として事業着手したものである。

当該事業の施工に係る埋蔵文化財の取 り扱いについては、水沢地方振興局農政部農村整備室 (現県

南広域振興局農林部農村整備室)か ら平成17年 9月 30日 付け水地農整第597号 「経営体育成基盤整備

事業徳岡東部地区等における埋蔵文化財の試掘調査について (依頼)」 により岩手県教育委員会に対

して試掘調査の依頼を行った。

依頼を受けた岩手県教育委員会では平成17年 10月 12日 から試掘調査 (分布調査)が始められた。そ

の結果、工事で地盤を下げる部分 (切上部)において遺構が発見されたことから、平成17年 12月 5日

付け教生第1291号 「埋蔵文化財の試掘調査について (回容)」 により、工事に着手するためには高日

向遺跡の発掘調査が必要となる旨の回容があつた。

明 復 ペ聞
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〉
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【）＼ ド
第 1 遺跡の位置
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(5)高 日向遺跡
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第2図 高日向遺跡調査区と周辺の地形

その回答を踏まえて岩手県教育委員会と協議・調整のうえ、平成18年 4月 3日 付けで財団法人岩手

県文化振興事業団と当農村整備室の間で委託契約を締結し、発掘調査を実施することとなった。

(県南広域振興局農林部農村整備室)

2 遺跡の位置と立地 (第 1・ 2図 )

高日向遺跡は、奥州市前沢区古城字高日向と同市胆沢区小山字前四ツ屋の境界付近に所在する。今

回の調査範囲となった区域は、岩手県教育委員会事務局生涯学習文化課により平成17年 10月 および11

月に試掘調査が行われた際に初めて遺跡の存在が明らかとなり、これにより新たに高日向遺跡に追加

されることとなった部分である。それ以前における高日向遺跡の指定範囲は第 2図右側に示 した部分

とされ、前沢区内における弥生時代の遺跡として周知されていた。今回の調査範囲は区界を挟んだ胆

沢区側に所在 し、遺跡全体の西端部に位置することになる。南側には明後沢川が東流 し、同河川によ

り解析された河岸段丘の縁辺部に遺跡は立地している。標高はおよそ84～ 86mで、現況は畑地、水田

等である。

3 基本土層 (第 3図 )

本調査区の基本土層は以下のとお りである。

，１
１

硝

＝

■

―-92-―



(5)高 日向遺跡

I層 現表土 (現代の耕作土、耕地造成時の盛土)、 お

よび旧表土 (近～現代)である。以下のように分層

した。

Ia 2.5Y3/1 黒褐色 シルト 粘性中・しまり中

現表土。耕作土。

Ib 10YR3/2黒 褐色シル トとⅢ層の混合土 粘性

中 。しまり強 耕地造成時の盛土。

Ic 10YR3/1 黒褐色 シルト 粘性中 iし まり中

Ⅲ層粒 (～ 5 mm)2%、 炭化物粒 1%以下混入。

旧表土 (近～現代)。

Ⅱ層 10YR3/3 暗褐色 シル ト 粘性強 。しまり中 遺構検出面。

Ⅲ層 10YR5/8 黄褐色 粘土 粘性強 。しまり強 遺構検出面。

本調査区は明後沢川北岸の小規模な河岸段丘縁上にあり、微地形は緩 く南に下る。この一帯は耕地

造成等による地形改変・削平が進んでお り、とくに旧地形で標高が高かったと思われる北東側の削平

度合いが大きい。基本土層の設定に際しては、比較的残存状態の良い北端西部の上層を用いた。なお、

Ⅱ層は西側一部に残存するのみである。

0    1:40    1m

第3図 高日向遺跡基本土層

統＼
蛤

基

基

X=-101890000  Y=24000000
X=-101890000  Y=24040000

X=-101882000  Y=24000000
X=-101906000  Y=24040000

(世界測地系 )

補

補
m

第4図 高日向遺跡遺橋配置図
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(5)高 日向遺跡

4 調査の概要

(1)遺構 (第 4・ 5図、写真図版 1。 2)

今回検出された遺構は、土坑 1基、陥し穴状遺構 1基、溝跡 2条である。

<土坑>検出面はⅡ～Ⅲ層である。開口部規模は0.8× 0.67mで 、平面形は不整な楕円形である。断面

形は皿状を呈 し、深さは最深部で13cmを 測る。埋土は自然堆積である。なお、埋土下位から地紋の

みの縄文土器片が 7点出土してお り、縄文時代前期初頭から前葉頃の構築である可能性が高い。

<陥 し穴状遺構 >検出面はⅢ層である。開口部規模は2,94× 0.56cmで 、平面形は溝形を呈する。長軸

方向は西北西一東南東を向き等高線 とほぼ並行する。深さは最深部で87cmを測る。埋土は自然堆積

である。遺物は出上していない。形態的特徴から縄文時代の遺構 と推定される。

<溝跡>2条とも南北方向にのびる。 1号は長さ8.5m・ 幅0.72mで 、深さは最深部で14cmを測る。埋

土は自然堆積である。構築時期は不明であるが、埋上の状況から2号 よりは古 く、近代以前のものと

推定される。 2号は長さ20m以上・幅2.36mで、さらに調査区外南北へ続 く。深さは最深部で2.05m

を測る。埋土最下位に自然堆積があるほかはすべて埋め戻 し土で、上位半分は大規模地形改変時のも

のである。よって、構築時期は不明であるが近代以降に機能停止したものと推定される。

(2)出土遺物 (第 6図、第 1表、写真図版 2)

地紋のみの縄文土器片が20点 。224.4g出 上 し

た。うち4点 。73.87g(出 土総量の33%)を 掲載

している。 1・ 2は 1号土坑埋土中から出上 した

深鉢の胴部と底部付近の破片で、網目状撚糸文が

施されている。厚手で、胎土に繊維を含むことか

ら前期初頭～前葉の土器 と思われる。 3は深鉢の

口縁部片で、口唇部に刻 目が施されている。地紋

はLR横回転の斜縄文である。 4は深鉢の胴部片

で、LR横回転の斜縄文が施されている。原体が他に比 して細い。 3・ 4は中期以降のものと推定さ

れるが、詳細は不明である。

5 まとめ

今回の調査範囲付近は縄文時代に狩 り場として利用されていたものと思われる。また、縄文時代前

期初頭～前葉期の上器を伴う土坑の存在から、付近に同時期の生活痕跡が存在する可能性が高い。

なお、高日向遺跡に関する報告は、これをもって全てとする。

く参考文献 >
前沢町教育委員会 1998『町内遺跡詳細分布調査報告書I 古城・白山地区」岩手県前沢町文化財調査報告書第6集

第 1表 地点別遺物出土重量

1号土坑  1層
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(5)高 日向遺跡

1号土坑

A  L‐85200m

＼根機乱

1号陥し穴状遺構

A  L‐856011m

1号溝跡

2号溝跡

北12

A  / 1/'

シ
1号土坑

1 10YR2/2黒褐色シルトと10YR3/2黒褐色シル トの混土 (5:5)

粘性中 。しまり中。

10YR5/8責褐色粘土プロック (～5cm)5%。 縄文土器含む。

~|[16

た A

札w

1号陥し穴状遺橋

1 10YR3/1 黒褐色シル トと10YR4/2灰黄褐色シル トの混土 (5:5) 粘性中 しまり中。

2 10YR3/1 黒褐色シル トと10YR4/2灰黄褐色シル トの混土 (7:3) 粘性中 。しまり中。

3 10Y馳/2 灰黄褐色 ンル ト 粘性中・しまり中 ■層の崩落土。

4 10YR3/2 黒褐色 シルト 粘性中 。しまり中。

5 1CIYR4/2灰黄褐色ンル ト・10YR3/2黒褐色シル ト・10YR5/8黄褐色粘上の混土 (5'3:2)

,4縄兆亀擬粕鴇 .留鳥《醗鰈
°  北ヮ

8 10YR4/2灰黄褐色シル ト・10YR3/2黒褐色シル ト 10Y郎 /8黄褐色粘上の混土 (7'2:1)

粘性中・ しまり中。

9 10YR3/1 黒褐色 ンル ト 粘性中・ しまり弱。

10 10YR3/1黒 褐色シル トと10YR4/6褐色粘上の混土 (5:5) 粘性強・しまり弱。

11 10YR5/8黄 褐色粘± 25Y5/6黄褐色粘± 10YR3/1黒褐色シル トの混土 (5'4:1)

∧
粘性強しまり中。

止ぐ娑井
上         十

4'     1号 清跡

1 10YR3/2 黒褐色 シル ト 粘性中 しまり中 Ⅲ層粒 (～5mm)5%。

北弔

北 13

‐―
―
―
プ

カ

―
―
ナ
′
メメ
竹

2号溝跡

Ia 現表土。

I bl・ 2 桑畑 として使用 していた時期の表上。

I b3～ 6 耕地造成時の盛土。

1 10Y酪 /8黄 褐色粘土 と10YR4/2灰黄褐色 シル トの混土 (6:4)

粘性強 しまり弱 埋め戻 し上。

2 10YR4//2 灰黄褐色  ンル ト 粘性中 。しまり弱 砂混入。

酸化鉄筋状に入る。

● 50(断面)

1:100(平面)

第 5図 高日向遺跡検出遺情

溝跡 o
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(5)高 日向遺跡

彎 ♯l t1/ 争工
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第6図 高日向遺跡出土遺物

報 告 書 抄 録

No 出土 地 点 ・ 層 位 器 種 言Б位 文様 の特 徴 重 量 (宣 ) 備 考

1 1号土 坑  1層 深 鉢 単 HIH給 条 体 第 1類の 交 差 (1・ 横 ) 胎 土 に繊 維 含 む。

2 1号土 坑  1層 深 鉢 瓜 部 単 勲 給 条体 第 1類 (1・ 縦 ) 始 上 に繊 維 含 む。

C13 1b層 回縁 吾ほ

4 子lR 末 路 袷 引 . 月同罰∫ 887

ふ りが な へいせいじゅうはちねんどはっくつちょうさほうこくしょ

書 名 平成18年度発掘調査報告書

副 書 名 高日向遺跡

巻 次

シリーズ名 岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書

シリーズ番号 第505集

編 著 者 名 平野 祐 。九山浩治

編 集 機 関 (財)岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター

所 在 地 〒020-0853 岩手県盛岡市下飯岡11地割185番地 TEL(019)6389001

発行年月日 2007413月 26日

ふ りが な

所収遺跡名

ふりがな

所 在 地

コー ド 】ヒ糸革 東経
調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡香号

たかひなたいせ き

高日向遺跡

岩手県奥州市

胆沢区小山宇

前四ツ屋378

1ほか

03215 NE46-1244

39B圭

04ケ)

55秒

141度

06ケ}

39ん少

2006.04.07

2006.04.26

1,129m2

経営体育成基

盤整備事業徳

岡東部地区に

ともなう緊急

発掘調査

所収遺跡名 種 別 主な時代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

高日向遺跡

狩 猟 場 縄文時代

近世以降

陥し穴状遺構  1基
土坑     1基

溝跡     2条

縄文土器

要  約

縄文時代の陥し穴状遺構 と土坑、近世以降の溝跡を検出。縄文時代に本調査区付近は狩 り場

として利用されていたものと思われる。また、土坑埋土から前期初頭～前葉頃の縄文土器が

出土しており、付近に同時期の生活痕跡が存在する可能性が高い。

※緯度 。経度は世界測地系における数値である。
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平面 (南東から) 断面 (南東から)

(5)高 日向遺跡

調査区全景 (西から)

平面 (西から) 断面 (西から)

写真図版 1
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(5)高 日向遺跡

平面 (南から) 号溝跡 断面 (南から)

断面 (南から)

平面 (南から)
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写真図版2  高日向遺跡検出遺橋(2)、 出土遺物



(6)

所  在  地 奥州市江刺区藤里字雲南127ほ か

委  託  者 県南広域振興局土木部

事  業  名 交流ネットワーク道路整備事業

発掘調査期間 平成18年 9月 19日 ～11月 6日

跡迫退
れ南】廷

芸

遺跡コード・略号

調査対象面積

調査終了面積

調 査 担 当 者

NE09-211l UN-06

3,200rn2

3,200■ 12

丸山直美・高橋聡子

1 調査に至る経過

雲南遺跡は、「交流ネットワーク道路整備事業赤金～分限城工区」の道路改良工事に伴い、その事

業区域内に存在することから発掘調査を実施することとなったものである。

一般国道397号 は、岩手県大船渡市から奥州市を経て秋田県十文字町へ続いている道路で、大船渡

港と内陸の工業団地を結ぶ幹線道路である。

当該箇所は、平成18年度完成予定の大船渡港公共埠頭利用促進のため、除路区間の解消を図ること

を目的に事業着手したものである。

当事業の施工に係わる埋蔵文化財の取扱いについては、水沢地方振興局土木部から平成17年 11月 1

日付水地土第409号 「埋蔵文化財発掘の通知について」により、岩手県教育委員会に対して試掘調査

の依頼を行った。

依頼を受けた岩手県教育委員会は平成17年■月 7日 ～ 9日 に試掘調査を実施し、工事に着手するに

は発掘調査が必要となる旨を平成17年 11月 14日 付教生第1190号「埋蔵文化財の試掘調査について (回

答)」 により当土木部へ回答 してきた。

その結果を踏まえて当土木部は岩手県教育委員会と協議 し、調整を受けて平成18年 8月 29日 付けで

財団法人岩手県文化振興事業団との間で委託契約を締結し、発掘調査を実施することになった。

(県南広域振興局土木部)

1 :25,000 首

年
″
大
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(6)雲南遺跡

2 遺跡の位置と立地

本遺跡は、JR東北新幹線水沢江刺駅の北東約6.8kmに 位置し、北流する伊手川東 (右)岸の河岸段

丘上に立地している。標高は95～96m前後で、現況は水田である

3 基本土層

本調査区の基本層序は次のように堆積している (第 2図 )。

I層  10YR3/1黒 褐色粘質シルト (表土・水田耕作土)層厚12～ 30cm

古代・縄文時代の遺物を少量含む

Ⅱ層  10YR4/3鈍い黄褐色砂質シルト (水田床土)層厚 4～20cm

Ⅲa層 10YR5/6黄 褐色粗砂 層厚0～ 12cm 水成堆積層

Ⅲb層 10YR4/2灰 黄褐色砂 層厚0～ 18cm 水成堆積層

Ⅲc層 10YR4/1掲 灰色砂 層厚18～24cm 水成堆積層

Ⅲd層 10YR5/2灰 黄褐色砂 層厚0～ 13cm 水成堆積層

Ⅳ層  N3/0暗灰色粘質シルト (旧水田耕作土) 層厚O～ 12cm

縄文時代の遺物を含む (水田造成時に他所から混入した可能性が高い)

V層  2.5Y4/1責灰色砂 層厚0～ 16cm 水成堆積層 縄文時代の遺物を含む

Ⅵ層  10YR 5/3鈍 い黄褐色砂 層厚20cm 水成堆積層

下位から礫層上面にかけて縄文時代晩期の遺物を含む

Ⅶ層  5Y4/1灰色砂礫 層厚不明 自然堤防礫

* Ⅲaか らⅢd層 は西側から中央にかけて局所的に堆積するため、地点により様相が異なる。中央

部東寄りではⅡ層床土直下でⅣ層の旧耕作土があらわれる。東端部は伊手川の後背湿地にあたり、

以下の異なる堆積状況を示す。

東端部基本層序

I層  5Y3/1オ リーブ黒色粘質シルト (表土)層厚20cm

Ⅱ層  10YR4/2灰黄褐色粘質シルト (水田床土)層厚10cm

Ⅲ層  10Y2/1黒色粘質シルト 層厚30cm 腐食植物混入層

Ⅳ層  10GY4/1暗緑灰色粘質シルト 層厚20cm 腐食植物混入層

V層  7.5GY5/1緑灰色粘質シルト 砂礫混入 層厚25～40cm

Ⅵ層  N2/0黒色粘質シルト 埋もれ木多量 層厚80cm

Ⅶ層  2.5GY5/1オ リーブ灰色砂礫 層厚不明

* いずれもグライ化の様相を呈する。Ⅲ～Ⅵ層は低湿地特有の堆積状況を示す。

4 調査の概要

調査の結果、東側自然堤防付近を中心として希薄な縄文時代の遺物包含層と、表土下15～ 80cmの

水成堆積砂下位層から近・現代が下限と見られる水田跡、畦畔跡が検出された。

(1)遺構

<縄文時代>

遺物包含層 :調査区中央から東側で確認した。Ⅵ層からⅦ層の礫層上面にかけて縄文時代晩期の遺

物を疎らに含む。東側自然堤防上及び上位の砂層およそ480m2の範囲から最も多く出土し、出土量は

総量で大コンテナ3箱分 (重量にして21,353.4g)で ある。遺物が疎らに廃棄されている状態で、あ

る程度のまとまりを持って接合・復元可能なものを若干数含むが、完形個体は皆無である。東側旧河

道はT18～ 21を 設定し、河床までの掘り下げを行ったところ、遺構・遺物は検出されなかった。調査
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(6)雲南遺跡

区西側はTl～ 10の トレンチを設定し、礫層上面まで掘 り下げを行ったが、同じく遺構 。遺物は確認

されていない。第 3・ 4図 に層位別・グリッド別の遺物重量を示 した。

<～近 。現代>

水田・畦畔跡 :水田・畦畔跡は当初、西端部の表土下80cmの地点で確認された。水田面からは砂

に覆われた無数の蹄痕が検出され、形状から牛か馬と推定された (写真図版 2)。

本遺構に関しては確認面から判断して、所属時期が古代まで遡る可能性を想定 し精査を開始 した。

その結果、耕作土層は当初の検出地点から一貫して東端部まで続いており、中央部で現床土直下、表

土下15cmに 位置する浅いものであることが後に判明したものである。この為、本遺構に関してはこ

の時点で図面作成を行わないこととし、写真撮影のみの記録に留めている。

更に周辺住民の方々からの聞き取 り調査の結果、以前の所有者が昭和30年代に入ってからも暫 らく

牛耕を行っていたという証言を得たことから、水田の開始時期については明らかではないものの、そ

の下限を近・現代に求めることができるものと思われる。また、遺構の直接的な時期を示すものでは

ないが、牛馬耕に関連する遺物としてT2の I層 より蹄鉄 1点が出土している。

(2)遺物

出土した遺物は縄文土器片 (晩期)、 土師器・須恵器片、石器 (ス クレイパー 1点 )、 土製品 (土版

4点 )、 鉄製品 (蹄鉄ほか)合わせて大コンテナ3箱分である (第 5～ 9図 )。 以下では層位・器種毎

に出土遺物について簡単に触れる。

<縄文土器 > Ⅳ層 (旧水田耕土)か らは799,Ogが 出上 し、 2点 を掲載 した。 1は深鉢の胴部片、

2は粗製壺の口縁～胴部片である。これらは水田造成の際の他所からの混入とみられる。V層 (旧水

田耕上下位層)か らは1,281.2gの遺物が出上してお り6点を掲載した。 3～ 5は深鉢の口縁～底部片

で、 3・ 5は 口縁部に小波状の刻目を持つ。 6は鉢の口縁～胴部片で、沈線により雲形状のモチーフ

が描かれる。 7～ 8は台付鉢の口縁～底部片である。Ⅵ層 (灰黄褐色砂層)か らは6,394.lgの遺物が

出土 しており21点を掲載した。 9～22は 深鉢の口縁～底部片で、口縁部小波状の刻 目+横沈線による

文様を持つものが大半を占める。15～ 17は地文と共に縦位の結節回転文が施文される。18は胴部片で

羽状縄文による地文が施文される。23・ 24は台付鉢の台部片、25～ 27は 浅鉢の口縁・底部片である。

25は横沈線区画内に羊歯状沈線が描かれる。28は浅鉢の口縁～胴部片、29は壼口縁部片とみられる。

Ⅶ層 (自 然堤防礫面上)か らは12,079,3gの 遺物が出土 してお り14点 を掲載 した。30～ 39は 深鉢の口

縁～底部片、40～42は鉢の口縁部片で、40は 原体が方向を変えて羽状に施文される。41は 口縁部に横

位の円形刺突 +横沈線が一周する。43は壺の口縁部片で、口縁部無文で胴部に磨消縄文を持つ。

<土製品> 旧水田耕作土からⅥ層中にかけて土版 4点が出土し、すべて掲載した。44～46は同一個

体と思われるが接合 しない。47は灰黄褐色砂層から出土した晩期の土版で、沈線による曲線的なモチ

ーフが描かれる。

<石器> Ⅵ層中よリスクレイパー 1点が出土 している (48)。 中心部から欠損 してお り、使用によ

るものの可能性がある。

<土師器> 調査区西半部 I層 を中心として5点が出上している。49～ 521ま土師器邦片である。磨耗

顕著な50を 除き、全て製作に際しロクロを使用するもので、内面はミガキ十黒色処理される。底部は

回転糸切 りされている。53は須恵器郭片である。

<陶磁器> 表採により1点が出土している。54は肥前の染付皿片で、17世紀前半代に位置づけられ

る。

<鉄製品> 表土および盛土中から棒状鉄製品と、蹄鉄がそれぞれ 1点出上している。
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(6)雲南遺跡

5 まとめ

本遺跡は伊手川右岸 (東岸)の河岸段丘上に立地し、現況は水田である。調査の結果、東側自然堤

防付近を中心として希薄な縄文時代の遺物包含層と、表土下15～ 80cmの水成堆積砂下位層から近・

第 3図 層位別遺物出土量

※平坦部基本層序による

言曾g目 自菖ざss聾 晉霞§o目 憂ゴ§自目gSSttsssssS目目晉雪S醤 目SSSttSSSSSSヨ言5S

第4図 グリッド別遺物出土量
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(6)雲南遺跡

現代が下限と見 られる水田跡、畦畔跡が検出された。今回の調査で縄文時代・古代に属する遺構は確

認されていないが、当地点の東方200mの畑地から土地所有者による耕地造成時に、縄文土器 (晩期)、

土師器郭・養、須恵器必・長顕瓶・大奏が出土しており、調査区の東方につづ く丘陵緩斜面上に縄文

時代 と古代の集落跡が存在する可能性が高いと思われるQl)。 本遺跡における出土遺物は、殆 ど縄文

時代晩期の上器で、旧河道落ち際の自然堤防上面に集中してお り、東側の集落跡から調査区内へ人の

動きに伴う遺物の移動があった可能性を窺わせる。また、昭和30年代に調査区一帯で自費開田が行わ

れた際、人力による盛土造成が行われたとのことで、水田耕土および盛土から出上した遺物の多くは、

この時の混入とみられる儲2)。 また、当地点が伊手川の屈曲地点にあたり、しばしば洪水による氾濫

に見舞われることから、一部はこれに伴う流れ込みの可能性もあろう。

なお、雲南遺跡に関わる報告は、これをもって全てとする。

註 (1)朽木喜美男氏のご教示による。

(2)佐藤清人氏、及川渉氏、新田精一氏 らのご教示による

く参考文献 >
藤里郷土誌編纂委員会 1986『 藤里郷土誌』 江刺プリント社

藤里史談会・藤里公民館 2003『 ふるさとの歴史』 江刺プリント社
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雲南遺跡 遺物包含層 1縄文時代 遺物包含層 (晩期) 縄文土器・土版ほか

要  約

本遺跡は伊手川右岸の自然堤防および後背湿地にあたる。縄文時代の遺物は殆どが東側自
然堤防上から出土しており、疎らな遺物包含層 (縄文時代晩期)を 形成している。本遺跡の

東方200mに は土地所有者による耕地造成時に縄文時代晩期、平安時代の土師器・須恵器が出
土しており、集落の中心が一段上位の河岸段丘上に存在する可能性を示唆している。また、
現表上下15～ 80cm下位から、造成土及び決水砂に覆われた状態の旧水田面を検出している。
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(6)雲南遺跡

Ⅳ層

V層

o           l : 3          10crn

第 1表 縄文土器観察表

No グ リ ノ ド 部 位 文 様 特 徴 備 考

1 i C17 f・ 富 田面 ) 央鉢 〕同部 地文 の み

2 l R20x 田面 )
子亜 口縁 ～ 月Π部 口縁 部 :無文  胴 部 :地文 の み

V層 (水田下 ) 栗鉢 口縁 ～ 月H郡 口 緻 部 :月 泄ヽ 状 功 H、 橋 サπ繰 L

4 15x V層 (水 田下 ) 栗鉢

5 l C17 d V層 (水田下 ) 朱鉢 コ 口縁 部 :小波 状 刻 日、構 位 に連 続 す る短 沈 線 +横沈 線

6 l B16 x V層 (本 田下 , 鉢 コ縁～ 沈線 に よる雲 形 状 モ チ ー フ 内外面炭化物付着

7 l B15w V層 (本田下 の み RL

8 l B16 x V層 (本田 ト 回縁 部 :無文  頸 部 :横沈 線  胴 部 :地文 の み

9 lB±5y Ⅵ 深 鉢 I縁～ 胴 部 口縁 部 :小波 状 刻 日、梗 沈 繰 、 羽 状 縄 文

16x 深 鉢 口縁 部 :小波 状 刻 日、横 位 に運 続 す る欽 状 短 泥 線 十 しR

Ⅵ 層 深 鉢 口縁 罰∫:亥4日 、横 1立 に運 続 す る弧 状 短 泥 線 十横 泥 線 LR? 月同音БttЯ毛

l B16x Ⅵ 層 保 鉢 口縁 罰
`:刻

日、梗 仁 に違 続 す る rJll隊俎 泥 繰 +棋泥 腺 LR

lC7 h Ⅵ層 際 鉢 の み LR 器 向暦 耗

lC9a Ⅵ層 下 位 の み LR

l C10～■i Ⅵ 層 ～底 部 地 文 十縦 位 の結 節 回転 文 しR

l

^
]同言Б 地 文 十縦 位 の結 節 回転 文 化 物 付 着

深 ζ ]同

=Б

地 文 +縦位 の結 節 回転 文 ■面掟化物付着

Ⅵ層 深 ξ J同音Б 地 文 の み 、 羽 状縄 文 RL・ LR
14h・ i Ⅵ層 深 鉢 回縁 部 口縁部 :小波状刻目、横沈線 LR

1 Ⅵ層 深 鉢 口縁 部 :小渡 状 刻 目、 横 位 に連 続 す る短 沈 線 十横 沈 線 RL

第 5図 雲南遺跡出土遺物 (1)
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Ⅵ層

0         1:3 10cm

グリッ ド 層 位 器種 名 部 位 様 婚 徴 原 体 備 考

朱t4N 口縁 ～ 胴 部 口縁部 :小波状刻目、横位に連続する弧状短沈線 +横沈線 LR
1 6i 口縁 ～ 月H郡 口縁 部 :小波 状 刻 目、積 沈 繰 RL
lC Ⅵ 照文 、 透 か し有 り

lC8e Ⅵ層 下 位

lC Ⅵ層 稲 れ線 |メ 1由 I内 とこ革斎状 ,ケ線

lC Ⅵ層 莞ま 口 横 を線、磨消縄文
Ⅵ層 受ξ 回縁 ～ 月同郡 日 縁 ヨ

`:山
形 +櫃 翻

`世

1状サケ線  HHttK:結 ,″ 繰 、 磨 消 絹 寸 LR
伐,不 r けIIl剖 & 入組 三 叉 支 、構 沈 繰 LR?

1

'9h
一軍 口縁 部 口縁 部 :無文

lC7宮 Ⅶ 地文 の み RL
lC8d Ⅷ層 直 上 口縁晉ト:小波 状 刻 目、横 位 に連 続 す る斜 位 毎 1先線 十構 沈 綻 RL
l C10h Ⅷ層 直 上 深 鉢 の み p

内 向炭 化 T//J付看
l C10 i Ⅶ層 直 深 鉢 口縁 部 部 :小波 状 刻 日、横 位 に連 続 す る短 沈 線 +横沈 線

Ⅶ層 直 上 爬鉢 ]Π下～底郡 地文のみ LR 肉 圃 炭 化 物 付 着

Ⅷ層 直 上 際鉢 口縁 ～ 胴 部 回縁 部 :ガ 波ヽ 状 刻 目、構 ,オ LR
1 床鉢 口縁 音Б:小波 状 刻 目 LR
l C14 月Il詈怪 条痕 状 の ケ ズ リ

l C15 h Ⅶ層 直 上 □緻～ 口稼 郡 :平縁 +2個 1対の 粘 土瘤 、構 沈 線 RL
l C15i Ⅶ層 直 上 楽鉢 ヨ 罰

`:小
波 状 亥」目、横 位 に連 続 す る短 沈 線 十構 沈 線

l B16 v Ⅶ層 直 上 休 :原体 万 同 を変 えて 羽 状 に施 文 ?

l C7i Ⅶ層直上 鉢 口縁～胴部 口縁部 :横位の円形刺突、横沈線、羽状縄文 RL・ LI lal吾路 乳 囚向反
|ヒ 物付着

C 8 琳 口縁 ～ 胴 部 口縁 部 無 支  胴 部 LR? 地文 不 明瞭
lC9f 堂 口稼 ～ 胴 部 口縁 部 無 文  胴 部 LR
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第 6図 雲南遺跡出土遺物 (2)



(6)雲南遺跡
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第 7図 雲南遺跡出土遺物 (3)
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(6)雲南遺跡
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(6)雲南遺跡
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第2表 土製品観察表

No 出土 地 点 種 類 長さ (Cm) 幅  (Cm)
'旱

さ (Cm) 三 量 (g) 備   考

C17c Ⅳ層 (水田面 ) 土 版 ∠ゝ33 △43 △08 ∠＼100 42・ 43と 1可 -1固 体

C17c Ⅳ層 (本 田 lal 土 倣 △40 △]R △07 ∠＼96
C17d Ⅵ層 下 位 △39 △42 △06 ∠＼R3
BlRo Ⅵ層下位 ∠ゝ59 Zゝ558

*表中の△は残存値を表す

第 3表 石器観察表

No 出土 地 点 器 種 長さ (Cm) 中昌 (Cm)
'早

さ (Cm) 重 量 石 材 産 地 備   考

l C16i Ⅵ層 入クレイク≪ A22 △49

*表中の△は残存値を表す

第4表 土師器・須恵器観察表

No 出 十 111点 種 類 器 種 残存 率 主な外面調整 主な内面調整 底 言| 備   考

l C18h I層 土師器 啄 10%以下 〔口～体]ロ クロナデ 〔口～体〕ミガキ 内 面 黒 色 処 理

lB21b I層 土 師器 不 10%以下 磨耗 顕 著

l B18v I層 土 師器 イ 10%以下 〔簿〕ロクロナデ 「伝 ]ミ ガキ 回転 糸 切 り 内 lEl黒色 処 理

ミ採 土師 器 不 10%以下 【体Jロ クロナデ ? 【体〕ミガキ 回転 糸切 り P 暦花 政 者 、 内 ltl黒色 処 理

亀づ【 察 思 器 不 10%以¬ □～仏 |ロ クロナデ |□ ～な |ロ クロサデ

第5表 陶磁器観察表

出 土地 点 層 位 器 極 胎 土 製作 地 制作 年 代

表 採 不 明 皿 灰 自色 染 付 月巴前 17世紀 前 半 代

第6表 鉄製品観察表

品 十 地 種 類 長さ (cm) 幅  (Cm) 厚さ (cm) 重 量 (貿 ) 備 考

lC区爾償J 棒 状 鉄 製 品 △142 ∠＼806
川冶 い トレ ンチ T2 1層 蹄 鉄 △■ 3 1524 長 方 形 の釘 孔 6箇所

*表中の△は残存値を表す

第 9図 雲南遺跡出土遺物 (5)
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(6)雲南遺跡

遺跡遠景② (東から)

写真図版 1 遺跡遠景

遺跡遠景① (東 から)
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隻

(6)雲南遺跡

西側Tl～4掘削状況 (南から)

中央部水田・畦畔跡 (補 1付近)                T5自 然堤防礫面確認状況

写真図版2 トレンチ掘削・遺構検出状況

T3深掘断面 (表土下1.5m) 水田面検出作業
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(6)雲南遺跡

旧水田耕作土確認状況 (表土下1 5cm) T23土層断面

T23自然堤防礫面確認状況 遺物出土状況①

遺物出土状況② 遺物出土状況③

遺物出土状況⑤
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遺物出土状況④

写真図版3 トレンチ掘削・遺物出土状況



東側自然堤防礫面確認状況 (南から)

写真図版4 調査区全景・東側自然堤防礫面確認状況

(6)雲南遺跡
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(6)雲南遺跡

Ⅳ層

V層

写真図版5 雲南遺跡出土遺物 (1)
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(6)雲南遺跡
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写真図版6 雲南遺跡出土遺物 (2)
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(6)雲南遺跡
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写真図版7 雲南遺跡出土遺物 (3)



(7) 跡４退
吐下勤坂 第 9次調査

所  在  地 西磐井郡平泉町平泉字坂下11-15ほ か      遺跡コード・略号 NE760000。 SS-06■ 9

委  託  者 国土交通省東北地方整備局岩手河川国道事務所  調査対象面積 1,125m2

事  業  名 一関遊水地事業」R東北本線衣川橋橋梁改築工事  調査終了面積 1,125m2

発掘調査期間 平成18年 9月 4日 ～11月 2日         調 査 担 当 者 村上 拓・菅野 梢

1 調査に至る経過

坂下遺跡第 9次は、北上川上流改修一関遊水地事業衣川地区の事業区域内に位置しているため、当

該事業の施行に伴い発掘調査を実施することになったものである。

当該地区は東北本線平泉・前沢間衣川橋 りょうの桁下高不足を解消 し、支川衣川において周辺地域

を洪水から守るために堤防整備をすすめていくことにしている。

当該事業区域の埋蔵文化財包蔵地については、当該事業の施行主体である国土交通省東北地方整備

局岩手河川国道事務所の依頼を受け、平成17年度に岩手県教育委員会事務局との協議により、平成18

年度財団法人岩手県文化振興事業団に調査を委託することになったものである。

(国土交通省東北地方整備局岩手河川国道事務所 )

2 遺跡の位置と立地

坂下遺跡は平泉町の北部に位置し町域中心部に密集する遺跡群の北東の一角を占めている。国指定

特別史跡中尊寺の東縁に接 し、衣川と北上川の合流点付近に形成された氾濫原に面する段丘上に立地

する。全体面積は約175,000mワで、南北長約700m、 東西幅約250mの範囲を占めている。

今次調査区は」R平泉駅の北東約 1.4km、 平泉レス トハウス敷地東縁に位置し、遺跡範囲の南東部に

相当する。同年度に調査を実施した坂下遺跡第10次調査区は、遺跡範囲の北西部に当たり、今次調査

区の北北西約500mに位置する。

Vt‐

t

Ⅲ`

1 :25,000  -一Γ罵 ・ ゼFデす .

第 1図 遺跡の位置
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(7)坂下遺跡 第 9次調査

3 基本土層

(1)調査区

調査区は」R東北本線現軌道の西側に接する平泉 レス トハウス敷地東縁部で、全長約190m。 幅15～ 4

mの細長い形状を呈する。北端区 (水田)。 中央北区および中央南区 (平泉レス トハウス駐車場)・

南端区 (建築物跡地)の 4区画に分けて扱っている。

(2)基本層序

遺跡内に堆積する土層は各地点において個別の性状に相違が認められるものの、その成因と性格か

ら、以下の I～Ⅳ層に矛盾なく対比できる。

Ia 現表土層   [北 端区]10YR4/2灰黄褐～4/3にぶい黄褐色シル ト (現水田耕土)

[中央北・南区]砕石層 (駐車場舗装)

[南端区]10YR2/3黒褐色シル ト 小礫やや多

Ib 現代盛土層  [各 区共通]10YR3/3暗褐色シル ト Ⅳ層土プロック大量

Ic 現代盛土層グライ化部

(中央北・南区のみ)

Ⅱ 盛土前旧表土層  [北端区]10YR5/2～ 4/2灰黄褐色粘土質シル ト (旧水田耕土)

[中央北区～南端区]10YR3/3暗褐色シル ト

Ⅲ 遺物包含層 。遺構埋土主体土層

[各区共通]10YR3/1～ 3/2黒褐色シル ト

Ⅳ 地山      [北 端区]2.5Y5/2暗灰黄～5/3黄褐色シル ト (グ ライ化)

[中央北区～南端区]10YR5/6黄褐色シル ト

4 調査成果

以下、成果の概要を区ごとに記述する。

(1)北端区

現況は水田。南西隅付近が最も高 く、全体に北東方向に緩 く傾斜 している。区域北部の低位面では

Ⅳ層下位に位置づけられる礫層が表土直下にあらわれてお り湧水がみられる。

当区南西部の高位面では計6個の柱穴が検出され、このうち長方形に配置された4個を建物跡 1と

した。柱間は東西195× 南北125cm、 柱穴の直径は25～ 30cm、 深さは25～ 35cmである。調査区西側境

界に接する位置にあり、本遺構に帰属する別の柱穴が調査区外に存在する可能性もある。pp lの埋

土からは12世紀代のかわらけ片1点 (1)が出上しているが、埋上の主体土はⅡ層土に類似しており

本遺構の帰属年代はさらに新しい可能性が高い。このほか表土層下面からも数点の上器片が出土し、

形態復元が可能な一部を図示している (2・ 3)。 出土土器の総重量は105gである。

(2)中央北部・中央南部

平泉レストハウスの駐車場東縁部であり、全面がアスファルト舗装されていた。北部はほぼ全域を面

的に開削し、一方、南部ではレストハウス関連の玩存施設の間にトレンチを設定し調査を行った。

調査の結果、この区域はいずれの地点でも現地表面から、層上面 (遺構検出面に相当)ま で約2mの

深さをもち、極めて厚い盛土が施されていることが判明した。遺構 。遺物とも検出されなかった。

(3)南端区

現況は宅地跡で調査開始時は建築物基礎が残された状況であった。当区中央部は西側からのびる微高

地頂部に相当し、北側には緩やかに、南側は急激に下っている。中央部付近からは県教委の試掘調査

で確認されていた柱穴状ピットや土坑状の遺構が検出されたが、精査の結果、いずれの埋土もⅡ層土
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(7)坂下遺跡 第 9次調査
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第 2図 調査区全体図



(7)坂下遺跡 第 9次調査

を主体としており近代以降の攪乱と判断した。遺物としては数点の上器片の出上があったが、全てが

図化不能な小片であり近隣から流入したものと判断した。

5 まとめ

今次調査の範囲内には明確な遺構が存在せず出土遺物も極めて少量であった。上層の堆積状況等か

ら、現況は旧地形から大きな改変を受けていることが確認され、特に現在平泉レストハウスの駐車場

となっている中央南北両区の一帯は現代の造成によって厚い盛り上が施されていることが判明した。

埋蔵文化財の分布の主体は今次調査区のさらに西側(中尊寺側)に存在する可能性が高い。

なお、坂下遺跡第9次調査の報告はこれをもって全てとする。

±_叩申
V=23895

十

A ワ

ロフ回
麟

遺構 0
遺物 0

1140          2m
l:2                 10cm

+

柱穴一覧

開 口部 径 深 辰 向 標 高

D01 3tS bcm 24012m
D02 25× 20cm 36.2cm Z3υ4Zm
D03 218× 28cm 26 0cm 24030m
Dつ4 30× 27cm 24 4cm Z4.∪イ6血
pp5 24× 20cm 36.2cm Z3.V4Zm
D06 20× 20cm

※pp l～ 5埋土 :1043/1～ 2/1ンルト。地山プロック少量合。
※pp6は 現代の航穴。材残存し未掘。
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第3図 検出遺橋と出土遺物



(7)坂下遺跡 第 9次調査

北端区全景 (南から)

南端区全最 (南西から)

写真図版 1 坂下遺跡 第 9次調査
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(7)坂下遺跡 第 9次調査

写真図版2 坂下遺跡 第9次調査

報 告 書 抄 録

北端区束壁土層断面

中央南区全景 (南から) 中央南区土層断面

ふ りが な へいせいじゅうはちねんどはっくつちょうさほうこく よ

圭
ロ 名 平成18年度発掘調査報告書

副 書 名 坂下遺跡第 9次調査

巻 次

シリーズ名 岩手県文化振興事業国埋蔵文化財調査報告書
シリーズ番号 第505集

編 著 者 名 村上 拓

編 集 機 関 (財)岩手県文化振興事業団埋蔵文 ヒ財センター

所 在 地 〒020-0853 岩手県盛岡市下飯岡11地割185番地

発行年月日 西暦2007年 3月 26日

ふ りが な
所収遺跡名

な
地

噂
在

ふ
所

コー ド 北 緯 東 経
調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡番号

坂下遺跡

第9次調査

西磐井郡平泉

町平泉字坂下
11-15ほ か

03402 NE76-0000

度

分

秒

８

９

６

141度

06す)

35オ少

2006.09,04

2006.1102

1,125n12

一関遊水地事
業」R東北本線
衣川橋橋梁改
築工事に伴う
緊急発掘調査

所収遺跡名 種 別  1主 な時代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

坂下遺跡 寺社跡  1平安時代 建物跡・柱穴 か,う ら1)
建物跡・柱穴は12世紀 より
新 しい可能性大

要   約

遺跡は目指定特別史跡中尊寺の東側に隣接 している。今次調査区の大半は湧水のある低位
面で、12世紀に帰属する遺構はなかった。遺跡の主体は西側の高位面にあるものと思われ、
出土遺物も高位面から流入 した可能性が高い。

※緯度 。経度は世界測地系における数値である。
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Ⅱ 試据・・確認調査報告



凡例

本書で記載されているコンテナの大 きさについては下記のとお りである。

大コンテナ :42× 32× 30cm

中コンテナ :42× 32× 20cm

小コンテナ :42× 32× 10cm



(8～ 12)宮古道路関連

ゃ ぎ さ ゎこまごめ

(8～ 12)八木沢駒込 Iほか4遺跡

所  在  地 宮古市大字八木沢・千徳地区   調 査 対 象 面 積 86,290m2

委  託  者 国土交通省東北地方整備局三陸国道事務所 試掘・確認調査終了面積  5,619m2

事  業  名 三陸縦貫道路宮古道路建設事業   調  査  担  当  者 米田 寛・福島正和

発掘調査期間 平成18年 4月 7日 ～11月 21日                横井猛志・荒谷伸郎

鈴木博之

調査に至る経過

八木沢駒込 Iほか4遺跡は一般国道45号宮古道路事業の事業区域内に位置しているため、当該事業

の施行に伴い、試掘・確認調査を実施することとなったものである。

宮古道路事業は、宮古市内の国道45号の線形不良及び除路箇所を解消し、増大する交通需要に対応

するとともに、三陸沿岸地域への高速交通サービスの充実を図り、地域経済の発展、連携・交流の促

進のために、平成15年度から事業化 している。

これに係わる埋蔵文化財包蔵地の取 り扱いについては、平成16年 1月 26日 付け国東整陸調第78号に

より、国土交通省三陸国道事務所長から、岩手県教育委員会生涯学習文化課長に、埋蔵文化財包蔵地

の確認依頼を行い、平成16年 1月 26日 ～ 1月 28日 、2月 24日 ～ 2月 25日 にわたり分布調査を実施した。

その結果、平成16年 3月 4日 付け「教生第1879号」により、宮古道路建設事業に関連する包蔵地と

して回答がなされた。

その後、岩手県教育委員会と三陸国道事務所が協議を行い、平成18年 2月 28日 付け「教生第1707号」

により、試掘・確認調査を財団法人岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センターに委託することとなっ

たものである。

(国土交通省東北地方整備局三陸国道事務所)

写真図版 1 隠里Ⅷ遺跡T124出土土師器 写真図版2 八木沢駒込 I遺跡T10出土墓標

(「宝永六年」の紀年銘を持つ)
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(8～ 12)宮古道路関連

(8) I遺跡

所   在   地 宮古市大字八木沢第8地割字駒込29‐ 1ほか 調 査 対 象 面 積 31,100m2

遺跡コー ド・略号 LG43‐ 1206・ YGKI-06        確認調査終了面積  1,928m2

1 遺跡の位置と立地

本遺跡は、JR磯鶏駅の南西約3.6kmに 位置 し、宮古湾に向かって北流する人木沢川西岸に立地して

いる。現況は畑地、山林である。今回の確認調査範囲は西部の山地から続 く尾根部と、それに隣接す

る斜面部・谷部及び八木沢川が迂回する独立丘陵からなる。

2 基本層序

勤
込

載
駒ゎ沢一球

尾根都 。斜面部

I層 黒褐色～暗掲色土 (表土)

層厚

Ⅱ層 黒色土      層厚

Ⅲ層 暗褐色～黒褐色土  層厚

Ⅳ層 褐色～黄褐色土 (マ サ土)

最終遺構検出面

谷部 (畑地 。T601～T609)

I層 黒褐色～暗褐色土 (表土)

層厚 30～40cm

Ⅱ層 灰黄褐色土 (砂層) 層厚 50～80cm

Ⅲ層 灰オリーブ色土 (グ ライ化 した砂層)

層厚 20cm

Ⅳ層 明黄褐色土 (礫層)   層厚不明

20～ 60cm

O～70cm

O～ 60cm

層厚不明

3 調査概要

調査範囲内に163カ 所の トレンチを設定した。畑地の 9カ 所は重機、それ以外の トレンチは人力に

よる掘削を行った。表土下の各層上面で遺構検出作業を行い、Ⅳ層上面での検出作業を最終とした。

西側から続 く山地は急唆な地形であり、遺構の分布密度は尾根部・斜面部とも非常に低い。遺構・

遺物は主に調査区北端の独立丘陵とその麓の谷部及び、調査区南端に集中している。

独立丘陵上では縄文時代晩期の土器が多数出土してお り、竪穴住居跡 (T27)も 検出されたことか

ら当該時期の集落跡と思われる。このT27付近では不自然な盛 り上が りが見 られ、人工的な盛上の可

能性がある。独立丘陵上の堆積は I～Ⅳ層上面までが10～ 30cm程度である。

独立丘陵南側に位置する八木沢川沿いの谷部では、表土直下の洪水堆積層上面から遺構・遺物を確

認した。T23で は方形の平面形を呈する遺構を2基検出した。それらは重複しており、いずれも埋土

に戊化物を含んでいる。付近からは羽口片や鉄津が出土しているため、工房跡であると考えられる。

また、T23の西側に位置するT50においても鉄淳や鉄製品を伴う平面方形の遺構を確認した。ともに

表土直下で検出した。

調査区南側の谷部ではT4で炭窯を検出し、T3の Ⅱ層上部ではブロック状の十和田中如火山灰が

確認された。また、この谷部から沢を挟んだ調査区南端ではT41か ら「宝永六年」 (1709年)の紀年

銘を持つ墓標が出土し、T39で は縄文時代の竪穴住居跡を検出した。調査区南端の遺構の一部は、Ⅱ

層上部から掘り込まれている可能性がある。

(1)検出遺構 竪穴住居跡4棟、住居状遺構4基、土坑 5基、炭窯3基、墓媛2基

(2)出土遺物 縄文土器 (前期・晩期)9号袋 1袋、縄文時代の石器 (特殊磨石・磨石・磨製石斧)

計4点、陶磁器片 (近世以降)11点、鉄滓・鉄製品7点、羽口片2点、近世墓標 1点
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(8～ 12)宮古道路関連

八木沢駒込 I遺跡

報 告 書 抄 録

トレ ンチ 遺 構 遺 物

T2 To cuブロックが散苦L

T3 縄 文土器

T4 炭窯 1丞 近世 陶器

T8 近世陶器 (相馬焼 )

T12 縄 又 土 喬 甑 線 X、 後 期 か

T14 陶 器

T21 炭化物
T22 石敷 きの道路状潰構 (現代 ) ガラス片
T23 住居状 遠穏 (工房か !)2丞 、土坑 1丞 鉄浮、羽 回、炭化物

T25 住居状 遺構 1基 炭化物
T26 土坑 2 縄文土器
T27 竪穴仁居跡 1標 縄 文土器 (前期 ・晩期 )

T28 縄 文土器

T29 縄文土器 (晩期 )

T31 縄 文土器

T35 縄文土器

T39 竪穴住居跡 2棟 (縄文 ) 縄文土器 (前期・晩期 )

T40 縄 文土器

T41 墓媛 2丞 迩 世 暴 靭 (マ永 年 間 )、 鉄 飼

T43 土坑 1来 縄文土器
T46 土坑 1丞
T49 鉄製 品、紡錘 車 ?

T50 撃穴住居跡 1棟 (工房か ? 鉄津、鉄製品、紡錘車の軸、炉壁、磁器
T51 縄 文土器、磨 製石斧

T52 砥 石

T55 縄文土器
T208 砥 石

T209 縄文土器

T215 縄文土器
T219 純 X上 希 、 亦 1ヒ礫

T221 縄 文土器

T224 縄文土器
T519 灰 雫 上z星単

T522 住居状 遺構 1基 炭化物

ふ り が な へいせいじゅうはちねんどはっくつちようさほうこく よ

垂 名 平成18年度発掘調査報告書

副 書 名 人木沢駒込 I遺跡

巻 次

シリーズ名 岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書

シリーズ番号
'505歩

鳥

編 著 者 名 鈴木博之

編 集 機 関 (財)岩手県文化振興事業団埋蔵文化財セ ンター

所 在 地 〒020-0853 岩手県盛岡市下飯岡11地割185番地 TEL(019)63舒9001

発行年 月日 2007幻云3月 26日

ふ りが な

所収遺跡名

ふりがな

所 在 地

コー ド 】ヒ糸早 東経
調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡呑号

や
人

ぎ
木

ψ
沢

こまごめ

駒込 I遺跡

29 1 ほ か

（
υ

つ
々

（
υ LG43-1206

39颯圭

36ケ}

35ん少

141度

55サ)

56ん少

2006.410

200611.21

1,928m2

道路整備事業

に伴う確認調

査

所収遺跡名 種 別 主な時代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

人 木 沢

駒込 I遺跡

集落跡
生産遺跡
その他の墓

紀文時代
古代
近世

竪穴住居跡  4棟
住居状遺構   4基
土坑     5基
墓壊     2基

縄文土器、特殊磨石、

磨石、磨製石斧、

羽口、鉄津、鉄製品、
近世陶器、近世墓標

要  約

本遺跡 は人木沢川西岸に立地 し、西部の山地か ら続 く尾根部 と隣接する斜面部・谷部及び、八木

沢川が迂回する独立丘陵で構成 される。調査区北倶」の独立丘陵上は縄文時代晩期の集落跡で、独立

丘陵麓の人木沢川沿い平坦部は製鉄関連のスペースであった。調査 区南側は縄文時代の集落で、一

部は宝永年間 (1704～ 1710年)に墓域 として使われた空間であったと想定される。

※緯度・経度は世界測地系における数値である。

―-128-―



宮古市大字八木沢第8地割字駒込7-1ほか 調 査 対 象 面 積  9,300m2

確認調査終了面積   274m2

層厚 10～ 90cm

層厚 0～ 50cm

層厚 0～ 40cm

Ⅳ層 褐色～黄褐色土 (マ サ土)最終遺構検出面   層厚不明

※尾根部・斜面部の堆積は I層 とⅣ層のみ確認できた。

3 調査概要

調査範囲内に51カ 所の トレンチを設定し、すべて人力による掘削を行った。表土下の各層上面で遺

構検出作業を行い、Ⅳ層上面での検出作業を最終とした。

本調査区は、急峻な地形であ り集落の形成には適 していない。南側谷部の中央付近は堆積が厚 く、

Ⅳ層まで掘削すると湧水する。Ⅱ層は他の遺跡では遺物包含層に相当するが、遺物は出上しなかった。

また、斜面部に近い谷部では表土直下で岩盤が露出している。したがって、谷部は植林を行った際に

削平された可能性がある。

南側斜面で焼土を伴う不定形遺構を 1基検出した (Tll)。 埋上の一部にサブ トレンチを入れたと

ころ壁が立ち上が り、平坦面を確認した。焼土は帯状を呈 し、竪穴住居跡もしくは炭窯の煙道部に由

来する可能性がある。遺物は伴っておらず、周囲の トレンチからは遺構・遺物ともに確認できなかっ

た。

(1)検出遺構 不定形遺構 1基

(2)出土遺物 鉄釘 1点

(9)可能性あり③

所 在 地

遺跡コー ド

1 遺跡の位置と立地

本遺跡は、JR磯鶏駅の南西約3.4kmに 位置し、宮古湾に向かって北流する人木沢川西岸に立地して

いる。現況は山林である。今回の試掘調査範囲は西部から続 く山地の尾根部と、それに隣接する斜面

部及び谷部からなる。

2 基本層序 (谷部 )

I層 暗褐色土 (表土)

Ⅱ層 黒色土

Ⅲ層 黒褐色土

写真図版3 可能性あり③作業風景 写真図版4 可能性あり③Tll検 出遺橋
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(8～ 12)宮古道路関連

報 告 書 抄 録

可能性あり③

トレンチ 遺構 遺物

Tll 不定形遺構

T17 鉄釘

ふ りが な へいせいじゅうはちねんどはっくつちようさほうこくしょ

書 名 平成18年度発掘調査報告書

副 書 名 可能性あり①

巻 次

シリーズ名 岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書

シリーズ番号 第505集

編 著 者 名 鈴木博之

編 集 機 関 (財)岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター

所 在 地 〒020-0853 岩手県盛岡市下飯岡H地割185番地 TEL(019)63舒9001

発行年月日 2007年 3月 26日

ふ りが な

所収遺跡名

ふりがな

所 在 地

コー ド 】ヒ糸革 東経
調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡番号

可能性あり

①

7 1 ほか

つ
々

（
υ

つ
々

（
υ

39Bモ

36す)

45秒

141度

56す)

04舟少

2006.4.10

2006.11.2ユ

274m2

道路整備事業

に伴う試掘調

査

所収遺跡名 種 別 主な時代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

可能性あり

③
生産遺跡 不定形遺構  1基 鉄釘

要  約

宮古湾に向かって北流する人木沢川西岸に立地し、現況は山林である。西部の山地から続

く尾根部と隣接する斜面部・谷部で構成される。急峻で集落形成には適さない地形である。

尾根部・谷部共に明瞭な遺構は確認できず、南側斜面部で焼土を伴う不定形遺構が 1基のみ

検出されたが、それに伴う遺物は確認できなかった。時期は不明である。

※緯度 。経度は世界測地系における数値である。
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(8～ 12)宮古道路関連

かくれざと

(10)隠里Ⅲ遺跡

所   在   地 宮古市大字八木沢第 3地割字中村119-3ほ か 調 査 対 象 面 積  21,400m2

遺跡コー ド・略号 LG33‐2292・ KZⅢ-06           確認調査終了面積  1,550m2

1 遺跡の位置と立地

本遺跡は、JR磯鶏駅の西約 3 kmに 位置 し、閉伊川と人木沢川に挟 まれた山地に立地 している。現

況は山淋である。今回の確認調査範囲は西部から続 く山地の尾根部と、それに隣接する斜面部及び谷

部からなる。

2 基本層序

尾根部 。斜面部

I層 黒褐色～暗褐色土 (表土)

層厚20～80cm

Ⅱ層 黒色土       層厚 0～ 40cm

Ⅲ層 暗褐色土      層厚 0～70cm

Ⅳ層 褐色～黄褐色土 (マサ土)

最終遺構検出面        層厚不明

3 調査概要

調査範囲内に149カ 所の トレンチを設定し、調査区南側の谷部と斜面部は重機、それ以外の トレン

チは人力による掘削を行った。表土下の各層上面で遺構検出作業を行い、尾根部・斜面部はⅣ層上面、

谷部はⅧ層上面での検出作業を最終とした。

尾根部には、鉄塔に因るワイヤー製アース線が埋設されてお り、Tl～ T3と T5～T6で確認 し

た。尾根頂部付近に設定 したT22と T23で は、V字型の断面形を持ち南北に細長い平面プランを断片

的に確認 した。地形観察の結果、これらは斜面を掘削して作 られた山道が平面プランとして検出され

たものと思われる。西側の谷部でも山道が形成されている。

遺構は、調査区北側の鉄塔より東側の尾根部～谷部と、調査区南側の尾根部～斜面部にかけて集中

的に分布 している。調査区北側では尾根部で竪穴住居跡 (T107、 Tl10)、 谷部で土坑 (T101、 T103)

と戊窯 (T119)、 鉄塔 より南側の尾根頂部付近で陥し穴 2基 (T10、 T12)を 検出した。西側の斜面

部では焼土を検出した (T39)。 竪穴住居跡は方形の平面形が想定されるため古代 (奈良～平安時代 )

に属するものと思われる。調査区南側では北側より続く尾根部先端付近で土師器と焼土を伴う竪穴住

居跡 (T601)、 この尾根より西側の斜面部と谷部では戊窯 (T605、 T633)を確認した。竪穴住居跡

は古代に属すると思われる。

今回の調査区南側の事業用地外には10,000m2以上の平場が存在している。集落が形成されるとすれ

ばこの平場を居住活動の中心とするであろう。

(1)検出遺構 竪穴住居跡 3棟、陥し穴2基、土坑 5基、柱穴 3個、炭窯4基、焼土遺構 1基

(2)出土遺物 縄文土器 (後～晩期)4号袋 1袋、土師器 5点

谷部

I層 暗褐色土～表土

Ⅱ層 明褐色土～シル ト質砂

Ⅲ層 褐色土～砂質シル ト

Ⅳ層 黒褐色土

V層 灰褐色土～砂質シル ト

Ⅵ層 灰褐色土～シル ト

Ⅶ層 黒褐色土～シル ト

Ⅷ層 黄褐色土～シル ト

層厚20～ 50cm

層厚15～30cm

層厚30～ 50cm

層厚20～30cm

層厚10～20cm

層厚 5～ 20cm

層厚 5 cm

層厚不明
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(8～ 12)宮 古道路関連

隠里 Ⅲ遺跡

トレンチ 遺構 遺物

T10 陥し穴 1基

T12 陥し穴 1基

T39 焼土遺構 1基

T101 土坑 1基 縄文土器

T103 土坑 4基・柱穴 3個 縄文土器

T107 竪穴住居跡 (古代 ?) 縄文土器

T108 縄文土器

T l10 竪穴住居跡 (古代 )

T l19 炭窯 2基

T601 竪穴住居跡 (古代 ) 土師器

T605 炭窯 1基 炭化物

T633 炭窯 1基 炭化物

報 告 書 抄 録
ふ りが な へいせいじゅうはちねんどはっくつちょうさほうこくしょ

書 名 平成18年度発掘調査報告書

副 書 名 隠里Ⅲ遺跡

巻 次

シリーズ名 岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書

シリーズ番号 身写505歩篤

編 著 者 名 鈴木博之

編 集 機 関 (財)岩手県文化振興事業国埋蔵文化財センター

所 在 地 〒020-0853 岩手県盛岡市下飯岡11地割185番地 TEL(019)6389001
発行年月日 2007年 3月 26日

ふ りが な

所収遺跡名

ふりがな

所 在 地

コー ド 】ヒ湘単 東 経
調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡番号

かくれざと いせ き

隠里Ⅲ遺跡

119-3ほか

つ
々

（
υ

つ
々

（
υ LG33-2292

39爆差

37分

35秒

141度

55ケ)

46ん少

2006.4.10

2006.11.21

1,550m2

道路整備事業

に伴う確認調

査

所収遺跡名 種 別 主な時代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

隠里Ⅲ遺跡

集落跡 紀文時代
古代

竪穴住居跡  3棟
陥 し穴    2基
土坑     5基
炭窯     4基
焼土遺構    1基

縄文土器
土師器

要   約

北上山地か ら宮古湾 に注 ぐ閉伊川 と宮古湾 に向かって北流す る八木沢川 に挟 まれた山地 に

立地 し、現況は山林である。西部の山地か ら続 く尾根部 と隣接す る斜面部及 び谷部で構成 さ
れる。調査区北側 は、送電線鉄塔 とそれに伴 うアース線、作業道路 な どで削平 を受 けている
ところがある。遺構が確認 されたのは調査区南側 と北側のそれぞれ限 られた範囲である。竪

穴住居跡 は平面形や出土遺物 か ら古代 に属す るもの と想定 される。陥 し穴 は尾根頂部付 近、

土坑 は谷部、炭窯は谷部 と斜面部で検 出 したが、いずれ も時期不 明である。本遺跡 と隣接す
る人木沢 Ⅱ遺跡北端の尾根部は遺構が高密度で確認 されているが、本遺跡の遺構密度は低い。

※緯度・経度は世界測地系における数値である。
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(8～ 12)宮古道路関連

写真図版5
隠里Ⅲ遺跡Tl19検出遺構

写真図版6
隠里Ⅲ遺跡T101検出遺橋

写真図版7
隠里Ⅲ遺跡T601検出遺構

※T14欠番

●遺構検出 トレンチ

▲遺物出土 トレンチ

0

」Ц鵡一

等一熊

導

第 3図 隠里Ⅲ遺跡 トレンチ配置図
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(8～ 12)宮古道路関連

き ど い な い

(11)木戸井内Ⅳ遺跡

所   在   地 宮古市大字千徳第14地割字木戸井内71 調 査 対 象 面 積 8,400m2

遺跡コー ド・略号 LG33-2263・ KDNⅣ‐06       確認調査終了面積  546m2

1 遺跡の位置と立地

本遺跡は、JR磯鶏駅の西約 3 kmに位置 し、閉伊川と八木沢川に挟まれた山地に立地 している。現

況は山林である。今回の確認調査範囲は東部から続 く山地の尾根部と、それに隣接する斜面部及び谷

部からなる。

2 基本層序

尾根部・斜面部

I層 黒褐色～暗褐色土 (表土)

Ⅱ層 黒色土

Ⅲ層 暗掲色土

Ⅳ層 褐色～黄褐色土 (マサ土)

層厚 5～ 60cm

層厚 0～ 60cm

層厚 0～ 30cm

谷部

I層 黒褐色～暗褐色土 (表土)

Ⅱ層 暗褐色土

Ⅲ層 黒褐色

Ⅳ層 暗褐色～褐色土

V層 責褐色土 (地山)

層厚10～30cm

層厚 0～50cm

層厚10～3儀m

層厚 0～40cm

層厚不明最終遺構検出面   層厚不明

3 調査概要

調査範囲内に56カ 所の トレンチを設定し、すべて人力による掘削を行った。表上下の各層上面で遺

構検出作業を行い、尾根・斜面部はⅣ層上面、谷部はV層上面での検出作業を最終とした。調査区西

側の削平を受けている斜面部及び金網が設置されている約1,500m2に ついての調査は行っていない。

調査区南側の斜面は削平後に盛土されてお り、出土遺物は盛土と共に搬入されたと考えられる。ま

た、調査区中央の尾根頂部付近は木材切出し道路によって一部削平されている。しかし、遺構は調査

区内のほぼ全域において高い密度で分布 している。

調査区北側の谷部では、はたけ跡と遺物包含層 (密度低 )、 土坑を検出した (T107・ T108)。 また、

調査区北端の斜面部から尾根部にかけて竪穴住居跡 2棟 (T102・ T104)と 炭窯 (T101)を 検出した。

T102の 竪穴住居跡は土師器を伴うもので古代に属すると思われる。調査区中央の尾根頂部では工房

跡 と思われる遺構を検出した (T34)。 多量の鉄津と焼土を伴っている。谷部においても鉄滓が出土

していることからT34の工房跡に関連する廃淳場が形成されている可能性がある。

今回の確認調査 と、平成12～ 17年度にわたり宮古市荻育委員会が行った発掘調査の成果から、本遺

跡は縄文時代 と古代以降の複合遺跡であることが判明した。尾根部・斜面部での遺構検出面は縄文・

古代以降ともにⅣ層上面、谷部における古代以降の遺構検出面はⅢ層上面で、これより下層は縄文時

代の遺物包含層である。

(1)検出遺構 竪穴住居跡 8棟、住居状遺構 4基、工房跡 1棟、はたけ跡 3カ 所、焼土遺構 1基、

土坑 5基、柱穴 1個、溝跡 1条、炭窯2基、遺物包含層 2ヵ 所

(2)出土遺物 縄文土器 (前期 。晩期)9号 袋 3袋、縄文石器 (特殊磨石・磨石・石鏃)計 3点、

土師器 9号袋 3袋、須恵器・近世陶器 9号袋 1袋、鉄津・鉄製品小コンテナ 1箱、近世供養碑 1

占
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(8～ 12)宮古道路関連
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第4図 木戸井内Ⅳ遺跡 トレンチ配置図

木戸井内IV遺跡

トレンチ 遺構 遺物

Tl 縄文土器 (中期 )、 特殊磨石

T3 縄文土器 (早期・後期 )

T4 住居状遺構 1基、土坑 1基 縄文土器、土師器

T6 供養塔 縄文土器、赤化礫

T8 土坑 1基 (炭窯か ?)

T9 鉄淳

T10 竪穴住居跡 2棟 (古代 ) 土師器

Tll 住居状遺構 1基、柱穴 1個

T12 住居状遺構 1基 炭化物 (多量)

T13 溝跡 1条

T20 はたけ跡 1カ 所、焼土遺構 1基 鉄滓、近世陶器 (相馬焼 )、 羽口

T21 縄文土器、鉄津

T22 須恵器

T23 はたけ跡 1カ 所 (古代 ) 土師器、鉄滓、磨石、剥片、羽口

T24 遺物包含層か ? 縄文土器 (前期 )、 鉄津、須恵器大甕

T27 土坑 1基

T28 竪穴住居跡 1棟 (古代 ) 縄文土器、土師器

T34 工房跡 1棟 (焼土伴う) 鉄津

T35 住居状遺構 1基 鉄滓

T 土坑 1基

T 炭窯 1基 縄文土器、炭化物

T 竪穴住居跡 1棟 (古代 ) 土師器 (奈良)

T 04 竪穴住居跡 1棟 (古代) 鉄製品、近世陶器

T 縄文土器、近世陶器

T はたけ跡 (古代 )、 縄文包含層 縄文土器、土師器、戊化物、近世陶器、剥片

T108 はたけ跡 (古代 )、 土坑 1基、縄文包含層 縄文土器、 (後期)、 土師器、炭化物

Tl10 炭窯 1基

Tlll はたけ跡 (古代 )、 縄文包含層 縄文土器、石鏃、鉄津、羽口、 陶器 (橋鉢 )

Tl16 鉄津、鉄製品
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(8～ 12)宮古道路関連

報 告 書 抄 録

写真図版8 木戸丼内Ⅳ遺跡T34検出這橋 写真図版9 木戸井内Ⅳ遺跡T35検出遺構

写真図版10 木戸井内Ⅳ遺跡T102検出遺構 写真図版11 木戸井内Ⅳ遺跡T108検出遺橋

ふ り が へ いせい じゅうはちねん どはっ くつ ち ょうさほ うこ くしょ
垂 平 成 18年 旺 報告書

副  書 木戸井内Ⅳi

巻 次

シリーズ名 岩手県文化振興事業団理蔵文化財調査報告書

シリーズ番号 身子505歩盈

編 著 者 名 鈴木博之

編 集 機 関 財)岩手県文 ヒ振興事業団埋蔵文化財センター

所 在 地 〒020-0853 岩手県盛岡市下飯岡11地割 185番地 TE (019)638-900ユ

発行年 鳳日 20074'3月 26日

ふ りが な

所収遺跡名

ふりがな
所 在 地

コー ド 】ヒ糸革 東経
調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡番号

木戸井内Ⅳ
い
壇
返

韓
跡

03202 LG33-2263

39】蓋

37分

22ん少

141度

55分

44ん少

2006.4.10

2006.1121

546■ 12

道路整備事業

に伴う確認調

査

所収遺跡名 種 別 主な時代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

木戸井内Ⅳ

遺 跡

集落跡
生産遺跡

縄文時代
古代
近世

竪穴住居跡  8棟
住居状遺構  4基
工房跡    1棟
はたけ屁ホ    3カ 所
遺物包含層 2ヵ 所
土坑     5基
溝跡     1条

縄文土器
磨製石斧
土師器
須恵器
羽口

鉄津
鉄製品

要  約

北上山地か ら宮古湾 に注 ぐ閉伊川 と宮吉湾 に向かって北流する人木沢川 に挟 まれた山地に
立地 し、現況は山林である。西部の山地か ら続 く尾根部 と隣接す る斜面部及び谷部で構成 さ
れる。調査 区内のほぼ全域 に高い密度で遺構・遺物が分布 している。調査区南側 と北側の谷
部ではたけ跡、北端の尾根部で竪穴住居跡、調査 区中央か ら北側の尾根都・斜面部で製鉄関
連の遺構 。遺物 を確認 した。縄文時代～古代以降の複合遺跡である。

※緯度 。経度は世界測地系における数値である。
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(8～ 12)宮古道路関連

かくれざと

(12)隠里Ⅷ遺跡

所   在   地 宮古市大字千徳第14地割字木戸井内■-8ほか 調 査 対 象 面 積  16,090m2

遺跡コー ド・略号 LG33‐ 2260・ KZⅧぃ06          確認調査終了面積   1,324m2

1 遺跡の位置と立地

本遺跡は、JR磯鶏駅の西約 3 kmに位置 し、閉伊川と八木沢川に挟まれた山地に立地 している。現

況は山林・畑地である。今回の確認調査範囲は西部から続 く山地の尾根部と、それに隣接する斜面部

及び、谷部でからなる。

2 基本層序

尾根部・斜面部

I層 黒褐色～暗褐色土 (表土)層厚20～ 70cm

Ⅱ層 黒色土        層厚 0～ 80cm

Ⅲ層 暗褐色土       層厚 0～ 30cm

Ⅳ層 褐色～黄褐色土 (マサ土)

谷部

I層 褐色土～シル ト

Ⅱ層 明褐色土～シルト

Ⅲ層 黒色土～シル ト

Ⅳ層 黒褐色土～シル ト

V層 明褐色・黄橙～橙土

層厚10～70cm

層厚10～50cm

層厚30cm以上

層厚20cm以上

(地山)層 厚不明最終遺構確認面

3 調査概要

層厚不明

調査範囲内に145カ 所の トレンチを設定 し、すべて人力による掘削を行った。表土下の各層上面で

遺構検出作業を行い、尾根・斜面部はⅣ層上面、谷部はV層上面での検出作業を最終 とした。調査区

東端から南側の斜面部については地形が急唆であり、道路への土砂流出が懸念されるため調査は行っ

ていない。調査区は東西に長 く、中央 と東側の尾根・斜面部及び西・南・北に位置する谷部で構成さ

れる。

中央と東側の尾根・斜面部では高密度で遺構を確認した。竪穴住居跡は出土遺物から縄文～弥生時

代と古代に属するものと思われる。表土直下で平面プランを確認でき、 3棟以上の重複が見 られるも

のもある。尾根部に位置する竪穴住居跡の埋土は10～ 30cm程度である。しかし、中央から東側の尾

根にかけての緩い斜面に位置するものはⅡ層下の検出で、埋土は35～ 60cmに達する。土坑 も竪穴住

居跡とほぼ同じ範囲にまとまっている。

南側谷部で盛土状の高まりを確認した (Tl15)。 時期は不明であるが、上面から土師器片が出土し

ている。また、北側谷部では遺物包含層を確認 した。表土直下の検出で深さは約80cmあ る。縄文土

器 (中期)が出土している。西側谷部は平坦な地形で表土下は水成堆積である。明確な遺構は確認し

ていない。耕作土中からわずかに出土した遺物の中に鉄淳が含まれているが、周辺で製鉄関連遺構は

確認できなかった。耕作土は外部から幾度か搬入されているようで、鉄津はその客土に混入 していた

可能性が高い。

(1)検出遺構 竪穴住居跡18棟、住居状遺構 4基、土坑18基、柱穴 3個、溝跡 1条、え窯 2基、遺

物包含層 2カ 所、盛土状遺構 1基

(2)出土遺物 縄文土器 (中期・後期・晩期)4号袋 1袋、弥生土器 9号袋 1袋、石器 (剥片・磨

石)9号袋 1袋、石製有孔円盤 1点、土師器小コンテナ 1箱、陶磁器類 9号袋 1袋、鉄淳・鉄製

品4号袋 1袋
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0遺構検出トレンチ

▲遺物出土トレンチ

写真図版12 隠里Ⅷ遺跡T12検出遺構

写真図版13 隠里Ⅷ遺跡T122検出遺橋

隠里Mll遺跡T128検出遺構

※T133欠 番
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第 5図 隠里Ⅷ遺跡 トレンチ配置図



隠里Ⅷ遺跡

トレンチ 遺構 遺物

T7 土坑 1基

T9 炭窯 1基

T10 住居状遺構 1基

T12 竪穴住居跡 2棟 (古代 )

T14 竪穴住居跡 1棟 (古代 )

T15 住居状遺構 1基

T19 柱穴 1個

T23 土坑 1基 土器

T28 竪穴住居跡 1棟 (古代 )

T50 炭化物、鉄製品

T58 近世陶器、鉄津

T105 縄文土器 (後期 )

T106 縄文土器 (中期・晩期)、 土器

T107 剥 片

T108 縄文土器 (中期・晩期)、 土器、土師器、鉄津

T109 柱穴 2個 土師器、土器、陶器

T l10 縄文土器 (晩期 )、 弥生土器

T lll 炭窯 1基

Tl15 盛土状遺構 1基 土師器 (奈良)、 石製有子し円盤

T l19 溝跡 1条

T121 土師器

T122 竪穴住居跡3棟 (古代) 粘土塊、縄文土器

T124 竪穴住居跡 1棟 (奈良) 土師器 (奈良)

T125 縄文土器

T127 土坑 2基 土師器

T128 竪穴住居跡 2棟 (古代 ) 縄文土器 (晩期)、 弥生土器、土師器

T129 縄文土器、土師器

T130 竪穴住居跡 1棟 (古代 ) 土師器

T131 土坑 1基 縄文土器 (晩期)

T135 土坑 2基

T20ユ 土坑 5基

T203 住居状遺構 1基、土坑 2基 縄文土器 (晩期 )

T205 竪穴住居跡 2棟 縄文土器 (晩期 )、 弥生土器

T207 土坑 1基

T209 竪穴住居跡 2棟 (縄文)

T210 土坑 1基

T211 竪穴住居跡 1棟 (縄文)

T212 縄文遺物包含層 縄文土器 (中期 )、 陶器

T216 竪穴住居跡 (古代 )

T218 縄文遺物包含層 (約 80cm) 縄文土器 (中期 )、 弥生土器

T219 縄文遺物包含層 (約 80cm) 縄文土器 (中期 )

T220 縄文土器 (中 ～晩期 )、 弥生土器

T223 縄文土器

T227 住居状遺構 1基 (縄文) 縄文土器 (晩期)

T236 竪穴住居跡 2棟 (縄文) 縄文土器

T237 土坑 3基

T238 土坑 1基

(8～ 12)宮古道路関連
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(8～ 12)宮古道路関連

写真図版17 隠里Ⅷ遺跡出土土器

報

写真図版18 隠里Ⅷ遺跡出土石製有孔円盤
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写真図版15 隠里Ⅷ遺跡T124検出遺橋 写真図版16 隠里Ⅷ遺跡Tl15遺物出土状況
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シリーズ名 岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書
シリーズ番号 第505集

猛 木博之

岩 手 県 文化 振 興 事 業 団埋 蔵 文 ヒ財セ ンター
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ふ りが な

所収遺跡名

ふりがな

所 在 地

コー ド 】ヒ糸革 東経
調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡番号

かくれざと いせ き

隠里Ⅷ遺跡 03202 LG33-2260

39】垂

37す)

26ん少

141度

55う計

31秒

2006.410

2006.11.21

1,324m2

道路整備事業

に伴う確認調

査

所収遺跡名 種 別 主な時代 主 な 遣 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

隠里Ⅷ遺跡

集落跡 縄文時代
古代

竪穴住居跡  18棟
住居状遺構  4基
遺物包含層 2カ 所
土坑     18基
溝跡     1条
盛土状遺構   1基

縄文土器、弥生土器、
磨石、剥片、土師器、
鉄津、鉄製品、陶磁器

要  約

北上山地か ら宮古湾に注 ぐ閉伊川 と宮古湾に向かって北流する人木沢川に挟 まれた山地に立地
し、現況は畑地・山林である。西部の山地から続 く尾根部 と隣接する斜面部及び谷部で構成 され
る。調査区中央～東側にかけての尾根部 と斜面部では高い密度で遺構・遺物が分布 している。縄
文時代の竪穴住居跡が 7棟、古代の竪穴住居跡が11棟検出され、複合遺跡であることを確認 した。
調査区西側は急峻な斜面 と平坦な谷部で構成 され、谷部は湧水があ り集落の形成には適さない。
西側の谷部・斜面部共に明確な遺構は確認されず、わずかに出土 した遺物 もこの場所 に由来する
ものではない可能性が高い。

※緯度 。経度は世界測地系における数値である。
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凡例

本書で記載されているコンテナの大きさについては下記のとお りである。

大ヨンテナ :42× 32× 30cm

中コンテナ :42× 32× 20cm

/1ヽ コンテナ :42× 32× 10cm



地

者

名

間期

在

託

業

絶掘

所

委

事

発

発掘調査概報

か わ め

(13)川 目A遺跡 第5次調査

盛岡市川目5地割内           遺跡コード・略号 LE28-0151・ YKA-06-05

国土交通省東北地方整備局岩手河川国道事務所  調査対象面積 1,080m2

-般国道106号都南川目道路       調査終了面積  250m2

平成18年 8月 1日 ～11月 2日       調 査 担 当 者 八木勝枝・藤原大車甫

遺跡の立地

本遺跡はJR東北本線盛岡駅の南東約7.5kmに位置し、南大橋付近で北上川に合流する築川によって

形成された河岸段丘上の左岸に立地する。標高は179m前後である。

調査の概要

基本層序は I～Ⅵ層。 I層現耕作土・表土、Ⅱ層暗褐色土層、Ⅲ層暗褐色土層、Ⅳ層黒褐色土層、

V層小礫混じりのにぶい黄褐色土層、Ⅵ層にぶい責褐色土層で、遺構検出面はⅡ～Ⅳ層上面である。

Ⅱ～Ⅳ層は遺物包含層で、調査区全体に広がる。Ⅲ層は主に南山側からの土砂堆積に起因し、 a～ c

層に分層される。非常に薄く、水平に堆積している部分もある。Ⅱ層は晩期が大部分で、Ⅳ層は中期

末～後期前葉が包含される。Ⅲ層は後期前葉～晩期前葉が包含される。

過去に岩手大学草間教授によって3度、盛岡市教育委員会によって 1度の発掘調査が行われており、

縄文時代後・晩期の配石遺構が検出されている。過去調査地点はいずれも今回調査区以北に位置する。

今回調査区内の北側約350m2の範囲でも配石遺構が検出され、遺跡全体としての配石遺構群の南限を

把握することができた。配石遺構の下部には土坑が伴うものもあり、墓媛と考えられる。また、配石

遺構群範囲内で配石を伴った状態で埋設土器遺構が見つかっており、配石遺構群は大規模な墓域と考

えられる。配石遺構12基・埋設土器遺構 5基・焼± 1基を検出した。配石遺構の中には焼成面が認め

られない石囲炉形を呈するものがある。

南山側包含層 (250m2)は出土土器が中期末・後期前葉・後期中葉と続き、後期後葉が久落する。

その後、晩期前葉の遺物が堆積している。調査区外南側は急傾斜の山斜面となっており、Ⅲ層の起源

となる度重なる土砂崩れの痕跡を確認した。土層の堆積順序から、直径 lm前後の山礫で構成される

大規模な土砂崩れは後期後葉に起きたものと考えられる。調査区南では縄文時代の焼± 1基・土坑 1

基・柱穴状小土坑 3個を検出した。

出土遺物は、縄文時代中期末・後期・晩期土器大コンテナ58箱、石器中コンテナ9箱、土製品 (土

偶・スタンプ形土製品・土製耳飾・土製腕輪 。土器片円板)、 石製品 (石棒類・玉)がある。

配石遺稽全景 (北西から) 石国炉形の配石遺構 (北から)
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発掘調査概報

(14)飯岡才川遺跡 第13次調査

所  在  地 盛岡市飯岡新田2オ川48‐ 1ほか

委  託  者 国土交通省東北地方整備局岩手河川国道事務所

事  業  名 一般回道46号盛岡西バイパス建設事業

発掘調査期間 平成18年 6月 21日 ～7月 31日

遺跡コード・略号 LE16-2291・ ISW-06-13

調査対象面積 2,280m2

調査終了面積 2,280m?

調 査 担 当 者 丸山直美・高橋聡子

遺跡の立地

本遺跡は、雫石川右 (南西)岸の河岸段丘上に立地し、旧河道や自然堤防が複雑に入 り組む地点に

位置する。今回の調査区は昨年度調査分の南側に隣接する2,280m2が対象 となった。標高は122～ 123

m前後で、現況は畑地である。

調査の概要

今回の調査で検出された遺構は、縄支時代の陥し穴状遺構 8基、平安時代の竪穴住居跡 1棟、竪穴

住居状遺構 2棟、近世以降の掘立柱建物跡 5棟、土坑 1基、井戸跡 1基、滞跡 1条、柱穴状小土坑28

個で、当地点が古代から集落の一部を構成していたことが判明した。調査区北西側RA042竪穴住居跡

には埋土中位に十和田 a降下火山灰 とみられるテフラがレンズ状に堆積 している。また、RE013竪 穴

住居状遺構の底面焼土に対 し簡易フローテーションを実施したところ、少量の炭化種子 (オ オムギ・

ムギ類・不明炭化種実)が検出されている。

遺物は小コンテナ 1箱分が出土 している。内訳は土師器片 (郭・奏 :共にロクロ調整)、 須恵器片

(必・奏壺類 )、 陶磁器片 (碗皿類、悟鉢)、 硯、炭化種子等である。

楼 F

靱
サ

4■
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(15) 第9次調査

所  在  地 岩手県盛岡市飯岡新田4畑中10ほか

委  託  者 国土交通省東北地方整備局岩手1可川国道事務所

事  業  名 一般国道46号盛岡西バイパス建設事業

発掘調査期間 平成18年 4月 10日 ～ 5月 31日

発掘調査概報

遺跡コード・略号 LE26-0139・ IYM-06-09

調査対象面積 3,055m?

調査終了面積 3,055m2

調 査 担 当 者 丸山直美・高橋聡子

跡ヒ退
掏鐵

遺跡の立地

本遺跡は雫石川右 (南)岸の河岸段丘上に立地し、旧河道や自然堤防が複雑に入 り組む地点に位置

している。この為、調査区内の層序及び遺構埋土中には随所に水成堆積の様相が認められる。標高は

122m前後で、現況は畑地である。西方30mに は本年度調査が行われ、中世の居館跡が検出された矢

盛遺跡第11次調査区が隣接する。

調査の概要

今回の調査で検出された遺構は、平安時代の溝跡 2条、時期不明の掘立柱建物跡 2棟、土坑 2基、

溝跡 5条、柱穴列 1列、柱穴状小土坑201個 である。このうち、平安時代の溝 としたRG008は 、底面

に2～ 3列の工具痕を認め、埋土中位に十和田 aテ フラとみられる混入物が堆積する。

このほか、隣接する矢盛遺跡第11次調査区から廷びる旧河道を 1箇所検出している。本河道は調査

区を東西方向に横断し、更に東方へ廷びる。遺物は出土していないが、堆積土上位に白色細砂状の堆

積物をごく淡 く含む。理化学分析は未実施であるが、十和田 aテ フラ (水成二次堆積 ?)の可能性が

ある。

遺物は小コンテナ 1箱分が出土した。内訳は土師器片 5点 (郭 :ロ クロ調整、内黒、底部回転糸切

り)、 須恵器片 1点 (甕壷類 )、 陶磁器片21点 (碗皿類、急須、指鉢ほか)である。

■
韓
一
慈

航空写真 (東から)
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発掘調査概報

ほ そ や ち

(16)細谷地遺跡 第12次調査

地

者

名

間期

在

託

業

舶掘

所

委

事

発

盛岡市飯岡新田2才川67ほ か

国土交通省東北地方整備局岩手河川国道事務所

一般国道46号盛岡西バイパス建設事業

平成18年 4月 10日 ～ 6月 15日

遺跡コード・略号 LE26‐0214・ OHY-06‐ 12

調査対象面積 3,240m2

調査終了面積 3,240m2

調 査 担 当 者 北村忠昭・溜 浩二郎

丸山直美

遺跡の立地

本遺跡は盛岡市の南西部、JR東北本線盛岡駅から南に約2.8kmに位置し、雫石川右岸の中位～低位

段丘上に立地する。調査区の標高は約122m～ 124mである。

調査のtH要

今回の調査では縄文時代の陥し穴状遺構11基、近世の掘立柱建物跡 9棟、墓娠17基、土坑 2基、溝

跡 2条、井戸跡 1基、柱穴状土坑155個、時期不明の墓壊 1基、土坑 7基、溝跡10条が検出された。

過年度の調査では古代の集落跡が確認されているが、本調査区は近世の掘立柱建物跡と墓壊が中心と

なっている。両者の分布する間には溝が検出され、溝によって区画されていた可能性が高い。

出土遺物は大コンテナ換算で約0.7箱 、土師器、須恵器、陶器、磁器、石器、土製品、陶器製品、

石製品、金属器、銭貨、木製品などが出土した。

航空写真 (東から)
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発掘調査概報

や ぎ さ わのうらい

(17)八木沢野来遺跡 第 1次調査

所  在  地 宮古市大字人木沢第8地割字駒込123‐ 1ほか 遺跡コード・略号 LG43‐ 1257・ YGNR-06

委  託  者 国土交通省東北地方整備局三陸国道事務所  調査対象面積 2,300m2

事  業  名 三陸縦貫自動車道宮古道路建設事業  調査終了面積 2,300m2

発掘調査期間 平成18年 6月 12日 ～9月 ユユ日     調 査 担 当者 米田 寛・横井猛志。鈴木博之

遺跡の立地

本遺跡は」R山田線磯鶏駅から南に約3.5kmの 地点に位置 し、宮古湾に向かって北流する人木沢川西

岸に立地している。今年度調査範囲は南部を入木沢川の河成段丘面である低地面 (現況 :畑地・山林)、

北部を西部の山地から続 く尾根部 (現況 :山林)か らなる。低地面では表土下で湧水がみられ時代に

よっては建物構築に適さない環境であったと考えられる。低地面では明確な遺構を確認していない。

調査の概要

今回の調査では竪穴建物跡 8棟 (住居状 7・ 工房 1)、 溝跡 2条、土坑 7基、木炭窯 1基、焼土遺

構 4基 を検出した。遺物は、土器では縄文時代前期の大木2a式 。4式上器、弥生土器が出土し、全

体に占める割合は結節回転文が口縁部に施文される大木2a式が高い。石器では石鏃、石匙、剥片、

砕片、磨石類などが出上 している。古代以降の遺物としては鉄鏃、鉄津、鍛造剥片が出土している。

検出遺構 と出土遺物から、本遺跡は主に縄文時代前期前半の集落跡、古代以降の製鉄関連施設として

利用されたと考えられる。

八木沢野来遺跡 空撮
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発掘調査概報

(18)

所  在  地 宮古市大字金浜第3地割字妻ノ上27‐ 8ほか

委  託  者 国土交通省東北地方整備局三陸国道事務所

事  業  名 三陸縦貫自動車道宮古道路建設事業

発掘調査期間 平成18年 9月 12日 ～10月 20日

跡迫退
泌伸の

沖賽

遺跡コード・略号

調査対象面積

調査終了面積

調 査 担 当 者

LG43-2209'SK-06

1,5001n2

1,500H12

米田 寛・鈴木博之

遺跡の立地

本遺跡は」R山田線を横断するように位置する。今回の調査範囲は山地から延びる尾根部と谷部を

主体 とする。尾根部の大半は木材切出し道路の造成によって削平されている。調査の結果、谷部には

尾根部や西側斜面部からの流れ込みによると見られる遺物が数点出上 した。谷部には南側に沢が流れ

てお り、調査中も湧水が数多 く見られた。

調査の概要

今回の調査では斜面下部に造成された平場から製鉄関連遺構 1基、柱穴 2個 を検出した。この平場

は東側調査区外へ広がっている。製鉄関連遺構では製鉄炉を確認 してお り、鉄津が多量に出上 した。

遺物は弥生土器 3点、石器 2点、鉄津 9号袋 3袋、鉄製品 1点、近世陶器 1点が出土している。

本遺跡は、遺構 。遺物分布密度が低いものの、古代以降の製鉄関連施設の利用を主体 とする生産遺

跡であったと考えられる。

調査区北側全景 調査区南側全景

製鉄関連遺情 鉄滓集中部セクシヨン
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発掘調査概報

(19)下大谷地 I遺跡

所  在  地 宮古市大字金浜第3地割字妻ノ上27‐ 1ほか  遺跡コード・略号 LG43-2208。 SOY I‐06

委  託  者 国土交通省東北地方整備局三陸国道事務所  調査対象面積 3,900m2

事  業  名 三陸縦貫自動車道宮古道路建設事業    調査終了面積 3,900m2

発掘調査期間 平成18年 6月 26日 ～ 9月 13日       調 査 担 当 者 福島正和・荒谷伸郎

遺跡の立地

本遺跡は、」R山田線磯鶏駅の南約 4 kmに位置 し、宮古湾に向かって北流する人木沢川の東側丘陵

に立地する。調査前の現況は畑地、山林であった。調査区は尾根部から谷部にかけてであり、尾根頂

部の最高位が標高73m前後、谷部最低位が標高60m前後である。

調査の概要

調査では竪穴住居跡 2棟、竪穴住居状遺構 3基・炭窯 8基・土坑 7基を検出した。 2棟とも円形の

平面形態を呈 し石囲炉を有する。うち 1棟の床面では縄文土器がまとまって出上した。この遺物から

縄文時代中期の竪穴住居跡であると考えられる。また、この竪穴住居跡周辺では3基の竪穴住居状遺

構を検出し、遺構や遺物等から竪穴住居跡とほぼ同時期に属すると考えられる。これらよりやや離れ

た北に位置する 1棟は、出土遺物から縄文時代晩期に属する竪穴住居跡であると考えられる。その他

の遺構は遺物を伴わないため所属時期は不明である。出土遺物は縄文土器小 1箱、石器0.5箱 である。

航空写真 (上が西)
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発掘調査概報

(20)賽の神 Ⅱ遺跡

所  在  地 宮古市大字金浜第3地割字妻ノ上11ほか  遺跡コード・略号 LG43-2310。 SK Ⅱ…06

委  託  着 国土交通省東北地方整備局三陸国道事務所 調査対象面積 4,300m2

事  業  名 三陸縦貫自動車道宮古道路建設事業  調査終了面積 4,300m2

発掘調査期間 平成18年 9月 14日 ～11月 21日     調 査 担 当者 福島正和・荒谷伸郎・横井猛志

遺跡の立地

本遺跡は、」R山田線機鶏駅の南約4。3kmに位置し、宮古湾に向かって北流する八木沢川の東側丘陵

に立地する。調査区は東西に並ぶ2つの尾根部とその谷部からなり、尾根頂部の最高位が標高74m前

後で、谷部最低位が標高40m前後である。

調査の概要

調査では災窯 7基、土坑8基を検出した。炭窯はいずれも尾根よりやや下った斜面部に位置し、長

方形あるいは長楕円形の平面形態である。長軸方向は等高線と平行し、底面は比較的平坦な構造であ

る。埋土中には多量の炭化材が認められ、底面は被熱によって赤化した部分も存在する。これら炭窯

から炭化材以外の遺物は出土しなかったが、遺構の規模や形態より古代に属する炭窯であり、周辺遺

跡の鍛冶関連遺構と何らかの関わりがあるものと考えられる。検出した土坑はいずれも時期および性

格は不明である。また、少量の縄文土器片や石器等が出土したが、いずれも遺構外の出上である。
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(21) Ⅱ遺跡

所  在  地 奥州市胆沢区若柳字大平野 1‐ 132ほ か

委  託  者 国土交通省東北地方整備局胆沢ダムエ事事務所

事  業  名 胆沢ダム建設事業

発掘調査期間 平成18年 6月 1日 ～11月 7日

発掘調査概報

遺跡コード・略号 NE30-2300。 ODN Ⅱ-06

調査対象面積 36,500m2

調査終了面積 36,500m2

調 査 担 当 者 丸山浩治・平野 祐

効野卜平崩大

遺跡の立地

遺跡は、石淵ダムの南西約4 kmに 位置 し、北西から延びる丘陵裾野の南東向き緩斜面上に立地す

る。本遺跡付近一帯は、南東側を北流する前川によって形成された河岸段丘と、北東側丘陵から流入

する小寒沢などの小河川によって形成された扇状地地形から成ってお り、山地内にあって広い平坦面

を有する。標高はおよそ358～371mで、現況は山林である。

調査の概要

今回の調査では、竪穴住居状遺構 2基、土器埋設遺構 2基、土坑25基、炉跡 (い わゆるカマ ド状遺

構を含む)8基、焼土遺構18基、炭化物集中2箇所、溝跡 5条、柱穴状土坑36個 が検出された。

竪穴住居状遺構、土器埋設遺構は一区域に近接 して位置する。竪穴住居状遺構は2基 とも自然地形

の凹みを利用した簡易なもので大規模な掘削は成されておらず、底面施設等はない。ヤヽずれの底面か

らも土器が潰れた状態で一括出土している。土器埋設遺構の土器はいずれも正立状態で、上半部を欠

く。ただし近年の削平等による欠損ではない。以上の各遺構は土器型式から縄文時代中期末葉～後期

初頭頃の遺構 といえる。加えて、同遺構群の周辺から7基の土坑が検出されており、遺物の広が り等

からこれらを含め一時期の集落跡と考えてよさそうである。他方、これらとは位置を異にして土坑 5

基、柱穴状土坑 6個および縄文期の遺物が比較的集中する区域が 1箇所あり、うち土坑 1基は縄文時

代後期後葉頃の墓墳と推定される。今回調査範囲における縄文期の遺構は、遺跡内を流れる小寒沢流

域の段丘縁上に集中する傾向が見られる。

炉跡および焼土遺構は調査区南半に広く分布し、両者の分布域はおおむね類似する。炉跡は、形態

から古代以降の構築・使用と考えられるが、伴出遺物が極めて少なく、現時点での詳しい時期推定は

困難である。

溝跡は調査区南東部に、柱穴状土坑は全域に分布する。ともに時期不明である。

出土遺物は、土器 (縄文時代中～後期主体)中 コンテナ約4.5箱 分、石器同約2箱分である。

竪穴住居状遺構調査状況 土器埋設遺橋
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発掘調査概報

やま  かみ

(22)山の神遺跡

事  業  名

発掘調査期間

奥州市胆沢区若柳字山の神地内

農林水産省東北農政局いさわ南部

農地整備事業所

国営いさわ南部農地整備事業

平成18年 4月 7日 ～ 6月 12日

遺跡コード・略号 NE24‐ 2137・ YK‐06

調査対象面積 39,169m2

調査終了面積 39,169m2

調 査 担 当 者 濱田 宏・吉田泰治・八木勝枝

菊池昌彦・藤原大輔

地

者

在

託

所

委

遺跡の立地

遺跡は、JR東北本線陸中折居駅の西方約 8 kmに位置し、胆沢扇状地の中央付近に東西に広がる堀

切段丘上に立地している。現況は水田、畑地、牧草地、山林である。

調査の概要

今回の調査では、縄支時代の陥し穴状遺構21基、縄文時代の土坑 9基、時期不明の焼± 1基、現代

の暗渠 1条 を検出した。

陥し穴状遺構はその形状で、溝状のもの10基、副穴を持つ楕円形のもの2基、副穴を持つ方形・円

形 9基に分類される。土坑はフラスコ状のものを数基含む。これらの縄文時代の遺構は、調査区南東

側の一段高い地形面でのみ確認され、この周辺は狩 り場あるいは食料の貯蔵場所 として利用されてい

たことが明らかとなった。本遺跡のこれらの遺構には、昭和30年代の開田時に遺構上部が失われたも

のが多い。

出上した遺物は、縄支時代の上器片数点、石器類20点あまり、現代の陶磁器 2点である。縄文土器

片は、摩減が激 しいため詳細な時期は不明であるが、前期と推定されるものが含まれる。
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(23)

所

委

跡ヒ退
眈下鵬原静沢籍宮

地

者

在

託

第2次調査

奥州市胆沢区若柳字宮沢原地内

農林水産省東北農政局いさわ南部

農地整備事業所

国営いさわ南部農地整備事業

平成18年 5月 24日 ～ 8月 24日

発掘調査概報

遺跡コード,略号 NE23‐ 2347・ MHS-06-02

調査対象面積 36,855m2

調査終了面積 36,855m2

調 査 担 当 者 濱田 宏 。菊池昌彦・吉田泰治

八木勝枝・藤原大輔

事  業  名

発掘調査期間

遺跡の立地

遺跡は、JR東北本線水沢駅の西南西10kmほ どにあ り、日本有数といわれる胆沢扇状地の中央部に

広がる堀切段丘上に立地する。付近の標高は176.8m～ 179.2mで、調査前は水田や牧草地であった。

調査の概要

今回の調査範囲は、昨年度行われた第 1次調査の東側に隣接する箇所である。検出された遺構は、

縄文時代の陥し穴状遺構40基 と土坑 3基、埋土に十和田 aテ フラを含む平安時代の陥し穴状遺構23基、

近世以降の掘立柱建物跡 2棟、時期不明の溝跡 4条、井戸 6基である。

この調査によって宮沢原下遺跡の狩 り場の範囲は、昨年度調査区のさらに東側に広がることが明ら

かとなり、 2カ 年の調査で確認された陥し穴状遺構の総数は270基 あまりに及んだ。テフラの堆積の

有無から、狩 り場 として使われた時期は縄文時代 と平安時代に分かれ、さらに平面形状は前者で3種、

後者で 1種の計4種類に分類できる。また、上述 したテフラを含む陥し穴状遺構の底面近 くからは鉄

製の紡錘車が出上し、このタイプの陥し穴が平安時代に属することが遺物からも裏付けられた。

出土 した遺物は、縄文時代後期の上器片、砥石などの石器類、鉄製紡錘車、近世以降の陶磁器など

があるが、総量は小コンテナ 1箱に満たない。

航空写真 (直上)
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発掘調査概報

(24)

事  業  名

発掘調査期間

跡ｕ退”隣
ど

、
一ｙ
ｌ

脳山オ御

地

者

在

託

所

委

奥州市胆沢区小山字岩洞沢地内

農林水産省東北農政局いさわ南部

農地整備事業所

国営いさわ南部農地整備事業

平成18年 8月 24日 ～11月 15日

遺跡コード・略号 NE34-1263・ GDZ-06

調査対象面積 9,229m2

調査終了面積 8,509m2

調 査 担 当 者 吉田泰治 。菊池昌彦・濱田 宏

遺跡の立地

遺跡は、」R東北本線水沢駅の西南西およそ10.5km付 近に位置し、胆沢扇状地の中央部にある横道段

丘上に立地する。調査区の標高は142.Om～ 143.5m、 遺跡の現況は休耕田・山林・荒地であった。

調査の概要

検出された遺構は、旧石器時代の遺物集中区2箇所のほか、陥し穴状遺構25基、土坑 4基である。

陥し穴状遺構は、平面形状から3種類に分けられ、時期はいずれも縄文時代と思われる。テフラが混

入する陥し穴は確認できなかった。

出土 した遺物は、後期旧石器時代の製品 (ナ イフ形石器 。彫刻刀形石器など)12点、剥片・チップ

類55点、台石 1点、ハンマー6点、縄文時代の上器片 3点、時期が明らかでない石器 3点である。旧

石器時代の遺物の年代は、土壌の堆積状況や出土した石器の特徴から、今からおよそ2～ 3万年前と

考えられる。

調査は次年度も引き続き行われる予定であるが、今回横道段丘上に立地する遺跡から初めて旧石器

の出土をみたこともあり、今後の調査への期待は大きい。
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(25)瀬原 I遺跡 第5次調査

所  在  地 西磐井郡平泉町平泉字森下66-2ほ か

委  託  者 国土交通省東北地方整備局岩手河川国道事務所

事  業  名 一般回道4号平泉バイパス建設事業

発掘調査期間 平成18年 4月 11日 ～6月 30日

発掘調査慨報

遺跡コード・略号 NE66-1047・ SヽVI-06-05

調査対象面積 6,046m2

調査終了面積 6,046m2

調 査 担 当 者 村田 淳 。木戸口俊子

遺跡の立地

遺跡は、東北自動車道平泉前沢ICか ら約100m南束に位置する。北上川と徳沢川が合流する河岸段

丘上にあり、検出面標高は28～ 38mである。調査前は水田及び畑地として利用されていた。

調査の概要

今次調査は、遺跡範囲の西側 5地点を対象 としている。 5地点で堀跡 2条、溝跡30条、土坑12基、

方形周溝 2基、性格不明遺構 3基、焼土遺構 1基、柱穴82個 、旧河道 1カ 所を検出しているが、削平

が著 しいため遺存状況は良くない。遺物は小コンテナ4箱分出土してお り、古代の上師器・須恵器・

鉄製品、中世のかわらけ 。国産陶器 (渥美・盗器系・須恵器系)。 輸入陶磁器 (白 磁 。青白磁 )、 近

世の陶磁器・木製椀・寛永通宝、縄文土器、縄文～弥生時代の石鏃など多岐にわたる。出土遺物が乏

しく根拠 として弱いが、遺構の重複関係 と堆積上の共通性から溝跡のほとんどは古代～近世に属する

と考えられる。堀跡は全長70m以上に及び防御・囲郭用の遺構 と想定されるが、堆積土中から遺物が

ほとんど出土 しておらず、また周辺でも関連する遺構 。遺物が未検出であることから詳細は不明であ

る。その他にもかわらけが重なった状態で出土した土坑やそれに隣接する道路のように直線的な遺構

などがあるが、これらについても不明な点が多く今後の検討課題といえる。

整T妻

||キ携

縛 え肇
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発掘調査概報

(26)瀬原Ⅱ遺跡 第9次調査

所  在  地 西磐井郡平泉町平泉字瀬原56地内ほか   遺跡コード・略号 NE66-1086。 SW Ⅱ-06-09

委  託  者 国土交通省東北地方整備局岩手河川国道事務所 調査対象面積 10,335m2

事  業  名 一般国道 4号平泉バイパス建設事業    調査終了面積 10,335m2

発掘調査期間 平成18年 4月 11日 ～ 8月 31日       調 査 担 当 者 村木 敬 。中村絵美ほか

遺跡の立地

遺跡は、東北自動車道平泉前沢ICよ り南東約 l kmに位置 し、北上川西岸の標高30mの河岸段丘上

に立地する。現況は宅地及び水田である。同事業により調査された瀬原 I遺跡は徳沢川の支流を挟ん

だ】ヒ側にある。

調査の概要

検出された遺構は、竪穴住居跡ll棟、掘立柱建物跡56棟、井戸跡 4基、土坑23基、円形周溝 3基、

性格不明遺構 4基、溝跡60条、柱穴1394個である。これらは平安時代から近世に所属する。

出土遺物は、土師器と須恵器が中心で中コンテナ14箱、その他には点数が少ないものの灰釉陶器、

国産陶器、中国産磁器、近世陶磁器などがある。竪穴住居の上坑から灰釉陶器の壷が出土しているこ

とが特筆される。

遺構は立地する段丘の縁辺部付近に集中的に形成され、平安時代から近世にかけて断続的に集落が

営まれていることが明らかになった。
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発掘調査概報

さかした

(27)坂下遺跡 第10次調査

所  在  地 西磐井郡平泉町平泉字坂下43-5ほか     遺跡コ…ド・略号 NE76-0000'SS‐ 06-10

委  託  者 国土交通省東北地方整備局岩手河川国道事務所 調査対象面積 8,420m?

事  業  名 一関遊水地事業」R東北本線衣川橋橋梁改築工事 調査終了面積 8,420m2

発掘調査期間 平成18年 4月 11日 ～10月 18日        調 査 担 当者 村上 拓 。菅野 梢

遺跡の立地

本遺跡は平泉町の北部に位置し国指定特別史跡中尊寺の東縁に隣接する。今次調査区は遺跡範囲の

北西部に相当し、」R平泉駅からは北北西に約2.Okmの 地点である。

調査の概要

検出遺構 。出土遺物は次の通 りである。

縄文時代 :遺構/な し、遺物/土器 (時期不明)石器各数点。古代 (平安):遺構/竪穴住居跡 1

棟・陥し穴状遺構 6基・沢跡 (十和田 a火山灰堆積)2箇所、遺物 :土師器郭甕 `須恵器郭奏小コン

テナ0.5箱。12世紀 :遺構/掘立柱建物跡 4棟以上 。土坑12基 。溝跡11条・池状遺構 1箇所・敷石遺

構 1箇所、遺物 :かわらけ大コンテナ4箱 。国産 (常滑・渥美)陶器中コンテナ 1箱、鉄釘数点。

今次調査区の中央部は関山 (中尊寺)側からのびる沢跡に挟まれた舌状の微高地となっている。上

記の遺構・遺物は主にこの微高地周辺から検出されたものである。主体 となる時期は12世紀である。

12世紀の遺構は北辺と南辺を溝で区画された微高地の頂部に集中して確認され、一方、区画の外部

は洪水土砂に幾度も被覆されている低位面へと連続 し、遺構・遺物の分布は認められなかった。

調査区西側の関山 (中尊寺)に接する地点からは、ほぼ南北方向に走行する帯状の敷石遺構 (道路

跡か)が検出された。側溝と思われる溝は途中で東向きに屈曲し微高地南辺の区画溝へと連続 してい

る。屈曲部付近では敷石面の幅が広が り段差も生じていることから、この箇所が南北走行の道路と東

側から上ってくる別の道路との合流点であった可能性 もある。また、屈曲部の下方からは池状の落ち

込みが検出された (「 池状遺構」)。 遺物の集中廃棄などはみられないが、出土遺物は12世紀代のもの

に限定される。北西部の底面には比較的密な石敷きが認められ、中央部には中島状の高まりを持つ。

以上の遺構群は、一時期、中尊寺の寺域の一部を構成していた可能性が高いものと思われる。

関山と調査区 (東から) 道路状の敷石遺橋
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2 独立行政法人関係





地
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業
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所

委

事

発

発掘調査概報

ほ そ や ち

(28)細谷地遺跡 第13次調査

盛岡市向中野宇細谷地4-1ほ か     遺跡コード・略号 LE26-0214・ OHY-06-13

独立行政法ノ哺「市再生機構岩手都市開発事務所 調査対象面積 2,530m2

盛岡南新都市土地区画整備事業     調査終了面積 2,530m2

平成18年 7月 3日 ～■月27日       調 査 担 当者 星 雅之・金子佐知子

遺跡の立地

遺跡は盛岡市の南西部、JR東北本線仙北町駅から南西に約1.3kmに 位置し、雫石川によって形成さ

れた沖積段丘上に立地する。調査区の標高は121～ 122mで、調査前の現況は宅地、畑地であった。

調査の概要

今回の調査では、竪穴住居跡13棟 (奈良 3棟、平安10棟 )、 掘立柱建物跡 2棟、柱穴列 1基、土坑

15基、竪穴状遺構 3棟、柱穴状土坑 2個、溝跡 3条を検出した。本次調査区は、東側が過年度調査区

と、北側 と南側が14次調査区と接することから、それらとまたがって所在する遺構 もある。竪穴住居

跡は調査区ほぼ全体にみられるが、奈良時代ではカマ ドが北西向きにつ くられる特徴がある。掘立柱

建物跡は、調査区の中央付近で確認され、構成する柱穴の埋土に十和田 aテ フラを含むものがある。

遺物は、土師器や須恵器などが中コンテナ 5箱、礫石器小コンテナ2箱、鉄製品数点である。遺物

は、竪穴住居跡から主体的に出土している。

航空写真 (上が北)
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発掘調査概報

や も り

(29)矢盛遺跡 第10久調査

地 盛岡市飯岡新田4地割字畑中10ほか   遺跡コード・略号 LE26‐ O139・ IYM-06-10

者 独立行政法人都市再生機構岩手都市開発事務所 調査対象面積 147m2

名 盛岡南新都市土地区画整備事業     調査終了面積 147m2

間 平成18年 6月 5日 ～6月 15日       調 査 担 当者 杉沢昭太郎・北田 勲

遺跡の立地

本遺跡は」R東北本線盛岡駅の南側約 3 kmに位置し、雫石川南岸に形成された河岸段丘上に立地し

ている。遺跡範囲は東西約500m、 南北約450mである。遺跡の北西側ほど標高は高く、南東部ほど僅

かに低 くなっており調査区内での標高は約123mで ある。本遺跡の北側には旧河道を挟んで細谷地遺

跡や飯岡才川遺跡がある。

調査の概要

今回の調査区は矢盛遣跡の中でも南東部にあたる。11次調査区とは接しており、9次調査区は約

150m南東側になる。

検出された遺構は中世に属するものが中心である。11次調査と合わせると竪穴建物跡6棟、掘立柱

建物跡14棟 (柱穴約730個 )、 井戸跡13基、土坑19基、堀跡 2条、道路跡 1カ所、土橋跡 1カ所、屋外

炉 1基、溝跡22条 である。このうち10次調査区からは堀跡 1条が検出されている。上幅1.7～ 2.Om、

深さは検出面から0.5～ 0.8m、 底面は平坦で、北東―南西方向に35m程確認された。両端はともに調

査区外に延びている。もう1条の堀跡とは形状や規模が似ており同時期と考えている。

10。 H次調査で検出された遺構・遺物から一辺70～80mのやや歪んだ方形に堀を巡らせた16世紀代

の居館跡があり、その周囲には同時期頃の集落が広がっていると予想される。
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矢盛遺跡第 10・ 11次調査区 (上が北)



3 岩手県・市関係





発掘調査概報

(30)板子屋敷 3遺跡

所  在  地 九戸郡軽米町大字上舘22地割25‐ 13ほ か  遺跡コード・略号 IF74‐0096・ IKY3-06

委  託  者 二戸地方振興局土木部       調査対象面積 5,200m2

事  業  名 広域農道整備事業軽米九戸第2期地区  調査終了面積 5,200m2

発掘調査期間 平成18年 8月 21日 ～11月 8日     調 査 担 当 者 中村絵美・村木 敬・菊池昌彦

遺跡の立地

遺跡は軽米町の北部、町役場の北東約4 kmに 位置 し、遺跡南側を流れる雪谷川の支流、坊里沢に

開析された丘陵縁辺部に立地する。調査区は中央に埋没谷、これを挟む東西の斜面地に分かれ、この

うち東側を平成17年度、谷部と西側斜面を今年度の調査 とした。2カ 年の合計面積は10,000m2で ぁる。

調査の概要

今年度の調査区で検出された遺構は、竪穴住居跡14棟、土坑13基、配石遺構 2基、焼土遺構 3基で

ある。竪穴住居跡をはじめとするこれらの遺構の大半は、谷部の南端、調査区の中でも最も低い場所

に集中している。谷部南端以外では、西斜面西端、谷部の北端にフラスコ状土坑が数基検出されたの

みである。遺物は、土器が大コンテナ20箱、石器が中コンテナ5箱出上した。縄文時代後期の土器が

大半を占め、これに晩期 。早期のものが若千含まれている。

2カ 年の調査結果、竪穴住居跡22棟、土坑46基、土器埋設遺構 7基、配石遺構 2基、焼土遺構 5基

が検出された。竪穴住居跡はいずれも縄文時代後期のもので、昨年度調査区である東斜面中腹や、谷

部南端など、比較的傾斜な緩やかな場所を選んでおり、これ以外の遺構も同様の分布を示している。

航空写真 (南東から)

―-167-―



発掘調査概報

(31)

所  在  地 二戸市浄法寺町大手 9‐ 1ほか      遺跡コード・略号 」E37-0090。 YDD-06

委  託  者 二戸地方振興局土木部         調査対象面積 3,345m2

事  業  名 緊急地方道路整備事業二戸五日市線浄法寺工区 調査終了面積 3,345m2

発掘調査期間 平成18年 5月 16日 ～10月 6日      調 査 担 当 者 千葉正彦・川又 晋

遺跡の立地

吉田館跡は二戸市西部の旧浄法寺町役場から南方0.5km、 安比川右岸の標高198～ 210mの舌状台地

上に占地する。当館跡は浄法寺氏一門の吉田氏が普請した中世城館跡と伝えられてお り、現況の地形

でも複数の平坦面、切岸、堀跡などが確認できる。調査区は館跡の北側部分を東西方向に横断する形

である。当館跡の周辺には同時期の城館跡である浄法寺城跡 (西 0,7km)、 不動館跡 (東 0.3km)、 舘 Ⅱ

遺跡 (東0.5km)が ある。

調査の概要

検出遺構は主に縄文時代と中世に属するものである。縄支時代の遺構は、中世の削平の影響が少な

い調査区東側 (下段平場部分)で主に検出された。種別は、後期の竪穴住居跡4棟、竪穴状遺構 1棟、

土坑 7基、配石遺構 2基、焼土遺構 1基、剥片埋納遺構 1基である。中世の遺構は城館に伴うもので、

上中下 3段の平場 (平坦地)、 切岸 1箇所、堀跡 3条、虎口 1箇所、竪穴建物跡・竪穴状遺構 8棟、

門跡 1棟を検出した。また平場の遺構面で縄文時代～近代の柱穴状土坑ユ,200個 (掘立柱建物跡・柱

穴列を含む)、 時期不明の焼土遺構 5基を検出した。

調査面積に比 して遺物は非常に少なく、総量で大コンテナ3.5箱分である。遺構からの出土遺物は

少なく、表土・盛土層から近現代遺物に混在する形で出土したものが大半である。縄文時代の遺物に

は縄文土器 (早 。前・後・晩期 )、 石器・剥片類、軽石製品などがある。土器は少量ではあるが、竪

穴住居跡から後期後葉の上器が纏まって出土している。平安時代は主に遺構外で土師器・須恵器の破

片が出上している。中世～近代では、国産陶磁器 (瀬戸美濃、唐津、伊万里など)お よび中国青磁の

破片、刀子・釘・煙管など金属製品、中国銭 (北宋銭・明銭 )、 模鋳銭、寛永通賓・文久永賓などの

銭貨が出上した。量は少ないながらも16世紀代 と思われる遺物が出土していることは、吉田館の存続

時期を反映しているものと思われる。

跡ヒ退
ま館だ

田
乱士
口

上段平場の柱穴群、堀跡 (南西から) 中段平場、堀跡、切岸 (北から)
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(32)桂平 I遺跡

所  在  地 二戸市浄法寺町御山字桂平地内

委  託  者 二戸地方振興局土木部

事  業  名 緊急地方道路整備事業二戸五日市線浄法寺工区

発掘調査期間 平成18年 8月 17日 ～11月 28日

発掘調査概報

遺跡コード・略号 」E36-1308・ KTI‐06

調査対象面積 3,489m2

調査終了面積 2,539m2

調 査 担 当 者 ナ|1又 晋・千葉正彦ほか

遺跡の立地

遺跡は、二戸市役所浄法寺支所の南方0.5km、 安比川右岸に形成された河岸段丘上に立地する。調

査区は、段丘の縁辺部に沿った緩斜面にあり、標高は210～214mである。調査前は畑地であった。

調査の概要

検出遺構は、陥し穴状遺構20基、竪穴住居跡16棟、竪穴住居状遺構 2棟、土坑10基、堀跡 1条、柱

穴状土坑500個、焼土遺構30基である。遺物は、土師器・須恵器中コンテナ5箱、磨石、鉄製品 (鉄

鏃・紡錘車・刀子など)が主に竪穴住居跡から出土し、この他に縄文土器、陶磁器、銅製品 (銅銭・

煙管)、 石製品が出土 している。

陥し穴状遺構は、溝状 と楕円形のものがあ り、出土遺物はないが、縄文時代の遺構 と考えられる。

竪穴住居跡は平安時代に属する。3棟が焼失住居とみられ、炭化材が床面上に残存 していた。堀跡は、

調査区東端で確認された。幅 5m、 深さ4mと大規模で、隣接する吉田館遺跡と関連のある中～近世

の遺構 とみられる。柱穴状土坑・焼土遺構は、調査区西側に多 く分布する。付近から中～近世の陶磁

器・銅銭が出土 してお り、遺構 もこの時期に属するとみられるが、これらの大半は次年度調査の予定

である。

調査区全最
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発掘調査概報

かわぐち

(33)川 口 I遺跡 第2次調査

地

者

名

在

託

業

所

委

事

二戸市金田一字川口23番ほか

二戸地方振興局土木都

緊急地方道整備一般県道上斗米金田一

遺跡コード・略号 IE79-1188・ KGI‐06-02

調査対象面積  2,133m2

調査終了面積  2,133m2

調 査 担 当 者 木戸口俊子・村田 淳線豊年橋工区

発掘調査期間 平成18年 7月 1日 ～9月 15日

遺跡の立地

遺跡は、」R東北新幹線二戸駅から北東約 9 kmに位置する。二戸市を縦断し北流する馬淵川とその

支流海上川との合流地点に程近い馬淵川左岸段丘上に立地しており、対岸には縄文時代晩期の雨滝遺

跡がある。昨年度調査区から南西へと続く東西に細長い調査区で現況は田畑であるが、生活用道路が

横断し調査区周辺の住宅により分断されている。当調査区の標高は74m～76mである。

調査の概要

今年度の調査区では、全体的に lm強の盛上がなされ、攪乱を受けている部分が大変多い。特に生

活用道路よりも南側の調査区については著しく時期不明の遺構も多い。その時期不明のものも含めて

確認された遺構は、住居状遺構 1棟、上坑37基、溝跡6条、配石遺構 1基、埋設土器 1基、柱穴状土

坑354個 である。この中で、住居状遺構と配石遺構は同じ区域で検出され、出土遺物等により縄文時

代後期と考えられるが、検出面により若子の時期差が認められる。またその2つ の遺構の時期に挟ま

れる状態で柱穴状土坑も検出されており、当該時期における生活状況が一部垣間見ることができる。

遺物は縄文土器(後期中心)が中コンテナで4箱、石器小コンテナで2箱、その他土師器片、近世陶磁

器、琥珀、古銭などが出土している。
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航空写真 (直上)



発掘調査概報

(34) 第 1次調査

所  在  地 盛岡市川目4‐60‐16他

委  託  者 盛岡地方振興局土木部

事  業  名 特定安全施設整備事業

発掘調査期間 平成18年 7月 18日 ～■月2日

遺跡コード・略号 LE28‐ 0232・ YTT-06-01

調査対象面積  654m2

調査終了面積  654m2
調 査 担 当 者 溜 浩二郎・北村忠昭

跡迫退
”仲些

戸

遺跡の立地

遺跡は」R東北本線盛岡駅から南東約8.7kmに 位置し、簗川によって形成された河岸段丘上に立地す

る。遺跡の標高は190m前後で、調査前の現況は水田及び畑地である。

調査の概要

今回の調査は河岸段丘の先端～縁辺部にあたる東側の調査区と決水堆積層を中心とする西側の調査

区からなる。遺構の大半が検出された東側の調査区は調査前まで水田として利用されてお り、この影

響で縄文時代晩期の遺構検出面や遺物の一部は削平 。破壊を受けているが、縄文時代後期後葉の堆積

層より下層は比較的遺構の残存状況が良好である。また、当時の段丘先端部にあたる西側の調査区東

端の一部から廃棄したと考えられる縄文時代晩期中葉の遺物が多量出土している。遺構の大半は段丘

高位面にあたる調査区東側から見つかってお り、検出された遺構は配石遺構10基、焼土遺構 6基、土

坑 6基、柱穴状土坑23個 である。

遺物は縄文中期後葉～晩期中葉の土器を主に大コンテナで約31箱、他に石器が 4箱、土製品 (土

偶 。耳飾 り)、 石製品 (石棒頬・玉類)、 獣骨の骨片などが出上している。

航空写真 (東から)
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発掘調査概報

う そ ざ わ

(35)宇曽沢遺跡 第2次調査

盛岡市川目2‐20‐11他

盛岡地方振興局土木部

特定安全施設整備事業

平成18年 9月 1日 ～9月 26日

遺跡コード・略号  LE28‐ 0376・ YOS-06-02

調査対象面積  96m2
調査終了面積  96m2
調 査 担 当 者 北村忠昭・溜 浩二郎

地

者

名

間期

在

託

業

譴掘

所

委

事

発

遺跡の立地

遺跡は、」R東北本線盛岡駅から南東約10,Okmに 位置 し、簗川右岸の河岸段丘上に立地する。遺跡の

標高は約210m前後で、調査前の現況は宅地である。

調査の概要

検出された遺構は陥し穴状遺構 1基、フラスコ状土坑 1基、焼土遺構 2基、柱穴状土坑 1個である。

時期は検出面から判断して、土坑・焼土遺構が縄文時代前期以降で陥し穴状遺構・柱穴状土坑はそれ

よりも古い時期に属するものと考えられる。

出土遺物は縄文土器 (早期 。前期・晩期)、 石器類などで総量で小コンテナ 1箱分である。

航空写真 (西から)
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発掘調査概報

(36)細谷地遺跡 第14次調査

所  在  地 盛岡市向中野字細谷地 2‐ 6ほか   遺跡コード・略号 LE26‐0214・ OHY-06‐ 14

委  託  者 盛岡市都市整備部盛岡南整備課    調査対象面積  7,958m2

事  業  名 盛岡南新都市土地区画整理事業    調査終了面積  7,958m2

発掘調査期間 平成18年 4月 10日 ～11月 27日     調 査 担 当 者 金子佐知子・星 雅之

遺跡の立地

細谷地遺跡は、盛岡市の南西部、」R東北本線仙北町駅から南西約1.3kmに 位置し、雫石川によって

形成された沖積段丘上に立地する。調査区の標高は122m前後である。

調査の概要

今回の調査では、竪穴住居跡25棟 (奈良 5棟、平安20棟)、 竪穴状遺構 1基、溝跡17条、土坑44基

などを検出した。ほとんどが、奈良、平安時代の遺構である。奈良時代の集落は調査区を北西から南

へ走る埋没沢の東側に展開し、平安時代の集落は埋没沢を挟んで東西に分かれている。

特筆すべ き遺構は平安時代の鍛冶工房跡と、焼失住居跡である。鍛冶工房跡は一辺が 3～ 4mの竪

穴住居跡で、床面中央付近に直径50～ 70cmの 楕円形の鍛冶炉を持つ。炉の内外から鍛造剥片、床面

から鉄製品が出土している。焼失住居跡は一辺が6.5mと 大型で、埋土最下層からえ化材や焼土とと

もに炭化 した トチの実、クリ、炭化米などの種子、種実が大量に出上している。

遺物は土師器、須恵器が中コンテナで13箱、鉄製品小コンテナ 1箱、石製品・石器小コンテナ6箱、

ガラス小玉 2点、弥生時代後期の上器片少量が出土している。

炭化種実・種子が出上した竪穴住居跡
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発掘調査概報

(37) 第15次調査

所  在  地 盛岡市飯岡新田2地割71‐ 2ほか

委  託  者 盛岡市都市整備部盛岡南整備課

事  業  名 盛岡南新都市土地区画整理事業

発掘調査期間 平成18年 10月 16日 ～12月 12日

遺跡コード・略号 LE26-0214・ OHY-06‐ 15

調査対象面積  1,675m2

調査終了面積  1,675m2

調 査 担 当者 金子昭彦・荒谷伸郎ほか

跡迫退
ち地管谷

ほ細

遺跡の立地

遺跡は、盛岡市の南西部、JR東北本線仙北町駅から南西約1.3kmに 位置 し、雫石川によって形成さ

れた沖積段丘上に立地する。標高は122m前後である。調査区北半の中央付近で北西から南東方向に

延びる沢跡が確認されたが、この沢跡は集落形成時には完全に埋まっていたものである。

調査の概要

今回の調査区は、遺跡の北端に位置 し、平安時代の竪穴住居跡 9棟 (1棟は第 8次調査の続 き)、

掘立柱建物跡 1椋 (第 4・ 5次調査の続き)、 土坑25基が検出され、土師器・須恵器が大コンテナ 9

箱、土錘 1点 (沢跡上面から出土)、 鉄鏃等の鉄製品2点、琥珀 1点 (竪穴住居跡から出土)、 砥石約

十点などが出土した。鉄製品の出上が少ないのが特徴と言えようか。

竪穴住居跡の規模は、一辺約2.5～ 7mと マチマチだが、規模の大 きなものは、調査区の北端 (す

なわち遺跡の北端)に集中する。 7m級の住居は、住居自体 1回の拡張があり、拡張前に 1つ、拡張

後に5つ のカマ ドが認められ、遺物の出土も多い。煙道が住居壁で床面より高い位置に掘 り込まれて

いるカマ ドが目立つ。掘 り方を礫で固めた柱穴も見られる。

掘立柱建物跡は、桁行 2間、梁行 1間の南北棟建物跡であることが改めて確認された。

土坑のうち沢跡付近に認められたものは、平面形は楕円～方形で、底面や壁が焼けているものが多

く、焼土や灰、炭化物の堆積もしばしば認められた。

沢跡上面から遺物が比較的多く出土し、灰白色火山灰も検出された。

今回の調査区の西側は既に発掘調査されている。北半が第4・ 5次調査区、南半が第8次調査区に

隣接する。調査区の北半は第4・ 5次調査と、南半は第8次調査と同様の傾向を示している。すなわ

ち、北側は、住居数が多く、また比較的大型の住居がある一方、極めて小型のものも多く存在する。

南側は、北側の続きで住居が密集している地サミもあるが、基本的に遺構は疎らである。こうした傾向

は、この集落が基本的に北側の段丘崖に沿って東西方向に展開しているためと思われる。

7m級の竪穴住居跡 沢跡から検出された上坑
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発掘調査概報

(38)飯岡才川遺跡 第12次調査 (補 )

所  在  地 盛岡市飯岡新田2地割字オ川喝Hほか 遺跡コード・略号 LE16-2291・ ISW…06-12

委  託  者 盛岡市都市整備部盛岡南整備課    調査対象面積 4,000m2

事  業  名 盛岡南新都市土地区画整理事業    調査終了面積  4,000m2

発掘調査期間 平成18年 9月 19日 ～11月 24日     調 査 担 当者 村田 淳'金子昭彦・菅野 梢

遺跡の立地

遺跡は盛岡市の南西部、JR東北本線盛岡駅の南方約 2 kmに位置する。雫石川右岸の河岸段丘上に

立地しており、今次調査区の検出面標高は約123mである。調査前の現況は畑地であった。

調査の概要

今次調査区は、遺跡範囲の北西側に位置する。昨年度に表土除去及び一部遺構精査を行っており、

今回はその継続調査にあたる。今年度検出された遺構は、竪穴住居跡7棟、古墳16基、土坑26基、陥

し穴状遺構4基、溝跡 2条、土器埋設遺構 2カ 所、ピット65個などであり、調査区の中央から南側に

竪穴住居跡と陥し穴状遺構、北側に古墳とピットが分布する。遺物は土師器・須恵器大コンテナ約 5

箱、鉄製品 (刀子・鐸・釘)、 砥石、土錘などがあり、主に竪穴住居跡と古墳から出土している。

竪穴住居跡は奈良～平安時代に属するものであるが、住居廃絶時にカマドの取り壊しや土器の持ち

出しを行っているため遺存状況は良くない。古墳は直径10m前後のものが多く、周溝内出土土器から

大半が古墳時代末～奈良時代に属すると考えられる。墳丘が削平されていたため被葬者の性格などは

不明であるが、雫石川右岸における古代の墓制を知る上で貴重な資料を追加できたと考えられる。

古墳完掘状況 (東から)
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発掘調査概報

だ い た ろ う

(39)台太郎遺跡 第58次調査

所  在  地 盛岡市向中野字向中野40‐ 16ほか

委  託  者 盛岡市都市整備部盛岡南整備課

事  業  名 盛岡南新都市土地区画整理事業

発掘調査期間 平成18年 8月 7日 ～11月 24日

遺跡コード・略号 LE16-2269・ ODT-06-58

調査対象面積  3,945m2

調査終了面積  3,945m2

調 査 担 当 者 北田 勲 。杉沢昭太郎

遺跡の立地              
´

本遺跡はJR東北本線仙北町駅の南西側約900m、 雫石川右岸に形成された微高地である沖積段丘上

に立地 してお り、標高は約120mで ある。遺跡の規模は東西約800m、 南北約500mの 広が りを持って

いる。

調査の概要

本遺跡はこれまでの調査で、古墳時代末期の 7世紀から平安時代の10世紀にかけて竪穴住居跡を中

心とした集落が営まれ、中世には堀で囲まれた居館を中心とした集落、近世には建物跡を中心とした

集落が営まれていたことが分かっている。

今回は遺跡のほぼ中央部と南東部の2箇所を調査 した。遺構は奈良時代の竪穴住居跡10棟、平安時

代の竪穴住居跡 1棟、中世の竪穴建物跡 4棟・掘立柱建物跡 1棟・堀跡 2条、時期不明の掘立柱建物跡

6棟・土坑18基・溝跡14条・ピット約200個 を検出した。遺物は土師器大コンテナ8箱を中心に須恵器甕

片、中世陶器、近世～近現代の陶磁器、刀や鉄鏃などの鉄製品、紡錘車や土製の勾玉、近世銭貨が出

土している。南東部の調査区で検出した堀跡は過年度の調査でも見つかっていたが、さらに南側に延

びて西に折れ曲がってお り、防御施設の様相を呈 している。
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(40)向中野館遺跡 第 9次調査

所  在  地 盛岡市飯岡新田2地割124-1他

委  託  者 盛岡市都市整備部盛岡南整備課

事  業  名 盛岡南新都市土地区画整備事業

発掘調査期間 平成18年 6月 16日 ～ 8月 10日

発掘調査概報

遺跡コード・略号  LE26-0205・ OMN‐06-09

調査対象面積  2,052m2

調査終了面積  2,052m2

調 査 担 当 者 杉沢昭太郎・北田 勲

遺跡の立地

遺跡は盛岡市の南西部、JR東北本線盛岡駅から南約2.5kmに 位置し、雫石川によって形成された沖

積段丘上とその周辺の旧河道 (湿地)に立地する。

調査の概要

向中野館跡 (北館)に関連する遺構 としては堀跡が 1条検出されている。他に平安時代の竪穴住居

跡が2棟ある。近世の掘立柱建物跡 6棟、井戸跡 2基、時期不明の遺構 として竪穴遺構 2棟、土坑類

10基、焼± 8基、柱穴約300個 が検出されている。遺物は16世紀代の陶磁器数片、平安時代の上師

器・須恵器大コンテナ0.5箱 、近世陶磁器大コンテナ 1箱が出土した。

今年度はこれまでの調査区よリー段高い地形面にあたり、向中野館跡 (北館)の主郭と考えられる。

北館は北・南 。東の三方を湿地に囲まれた微高地を3条の堀跡と湿地を活かしながら複数の曲輸に区

画している。今年度調査 した東側の堀跡は湿地を南北方向に掘削して造られていた。全域を通 じて中

世の遺構 。遺物が薄いのが特徴で隣接する向中野館跡 (南館)が居所としての機能を有 していたと推

測される。

古墳時代末から奈良時代にかけて周辺遺跡に集落が形成される中で、本遺跡では平安時代になって

から集落が営まれる。細谷地遣跡や台太郎遺跡といった大規模な集落遺跡に挟まれた細長い微高地に

占地する小規模な集落といえよう。

調査区近景 (南東から)
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発掘調査概報

(41) 第11次調査

所  在  地 盛岡市飯岡新田4地割 9ほか

委  託  者 盛岡市都市整備部盛岡南整備課

事  業  名 盛岡南新都市土地区画整備事業

発掘調査期間 平成18年 4月 10日 ～ 6月 15日

遺跡コード・略号 LE26-0139・ IYM-06-11

調査対象面積  3,891m2

調査終了面積  3,891m2

調 査 担 当 者 杉沢昭太郎・北田 勲

跡ヒ退
掏鮎

遺跡の立地

本遺跡は」R東北本線盛岡駅の南側約 3 kmに位置 し、雫石川南岸に形成された河岸段丘上に立地し

ている。遺跡範囲は東西約500m、 南北約450mで標高は調査区内で約123mあ り、遺跡の北西側ほど

標高は高 く、南東部ほど僅かに低 くなっている。

調査の概要

今回の調査区は矢盛遺跡の中でも南東部にあたる。検出された遺構は中世に属するものが中心であ

る。竪穴建物跡 6棟、掘立柱建物跡14棟 (柱穴約730個 )、 井戸跡13基、土坑19基、堀跡 2条、道路跡

1カ 所、土橋跡 1カ 所、屋外炉 1基、溝跡22条である。堀跡は何れも調査区外に延びてお り1条は北

東一南西方向に、もう一条は一辺70～80mのやや歪んだ方形に巡っていると推測される。この堀跡の

南辺に土橋跡が設けられ、土橋の先に道路跡が南西方向に延びている。堀に囲まれた内部には中小規

模の掘立柱建物跡や井戸跡が密に分布している。堀の外部では南側の道路跡に沿って掘立柱建物跡が

3棟検出されているほか、堀の西側を中心に竪穴建物跡群が分布しており調査区外にも広がっている。

こうした遺構の状況から堀を巡らせた居館跡といえ、周囲には集落が広がっていると予想される。

遺物は16世紀代の陶磁器が数片、刀子・釘 。鉄製碗、曲げ物類などが出土している。

竪穴建物跡

堀・土橋・道路遺構 掘立柱建物跡
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発掘調査概報

(42)異帯遺跡

所  在  地 宮古市和井内第21地割三十刈30-4ほ か  遺跡コード・略号 LF19‐2060'HT‐06

委  託  者 宮古地方振興局土木部        調査対象面積  8,698m2

事  業  名 道路改築事業一般国道340号宮古和井内  調査終了面積  8,698m2

発掘調査期間 平成18年 5月 1日 ～11月 10日      調 査 担 当 者 須原 拓・戸根貴之

遺跡の立地

遺跡は宮古市の西部、新里地区に所在 し、JR岩手和井内駅から南へ100mの場所に位置する。遺跡

の東側を流れる刈屋川によって形成された河岸段丘上に立地する。標高は189～ 193mを測 り、調査区

の北西から南東へと緩やかに傾斜 している。

調査の概要

検出された遺構は、縄文時代前期前葉の住居状遺構 1棟、土坑 1基、中期後葉の竪穴住居跡37棟、

住居状遺構14棟、貯蔵穴ll基、土坑53基、掘立柱建物跡 3棟、柱穴状土坑数個、近世墓 5基である。

特に本遺跡は縄文中期後葉を主体 とする集落遺跡であることが分かった。中期後葉の竪穴住居跡は円

形を呈 し、規模は径 6～ 9mを測る。柱穴が 6～ 8本 と複式炉や石囲炉を伴う。

遺物は大コンテナ27.5箱分出土しており、土器は縄文時代中期後葉に比定されるものがほとんどで

あるが、早期や後期の上器も若干見受けられた。また斧状土製品が8点見つかっている。石器は石鏃、

石錐、石匙、スクレイパー、磨製石斧、磨石、石皿などが見つかっている。出土量が土器に比べ非常

に少ないのが特徴である。

航空写真 (直上から)
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発掘調査概報

(43)

所  在  地 花巻市東十二丁目23地割31-1ほ か    遺跡コード・略号 ME36-2371・ KI-06

委  託  者 県南広域振興局北上総合支局農政部農村整備室 調査対象面積  5,285m2

事  業  名 経営体育成基盤整備事業更木新田地区  調査終了面積  5,285m2

発掘調査期間 平成18年 7月 18日 ～ 9月 19日       調 査 担 当 者 金子昭彦・鳥居達人

遺跡の立地

遺跡は、花巻市の南東端、花巻駅から南西約 5 kmに位置する。自然堤防周辺に立地するが、遺跡

の立地、層序および遺物包含層は、北側に隣接する穂貫田遺跡と基本的に同じなので、参照されたい。

調査の概要

発掘調査面積676m2、 確認 (のみ)調査面積4,609m2、 計5,285m2で ぁる。発掘調査範囲から溝状の

陥し穴状遺構 2基、確認調査範囲から土坑 2基、焼± 1基が確認された。以上の遺構は、出土遺物、

検出層、類例から、いずれも縄文時代後～晩期と推測される。出土遺物は少なく、縄文後～晩期土器

が小コンテナ 1箱、須恵器の小片 1点、石器製作時の剥片 2点である。調査区中央を北東から南西に

横切る幅約 8mの排水路の両狽1か ら縄文時代後期前葉の上器が比較的多 く出土してお り、この水路が

当時の河川と同じ場所に設置された可能性がある。また、今回の調査範囲では検出されなかったが、

県教育委員会の試掘調査で、周囲に平安時代の竪穴状遺構などが確認されている。

跡迫退
峨板裁駒

陥し穴状遺構

土層堆積状況
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発掘調査概報

(44)穂貫田遺跡

所  在  地 花巻市東十二丁目22地割60‐ 4ほか    遺跡コード・略号 ME36-2313・ HND-06

委  託  者 県南広域振興局北上総合支局農政部農村整備室 調査対象面積  6,200m2

事  業  名 経営体育成基盤整備事業更木新田地区  調査終了面積  6,200m2

発掘調査期間 平成18年 4月 7日 ～ 7月 14日       調 査 担 当 者 金子昭彦・鳥居達人

遺跡の立地

遺跡は、花巻市の南東端、JR東北本線花巻駅から南西約 5kmに位置する。穂貫田遺跡は、本来、

今回の調査範囲より北側の一段高い場所に立地する古代の遺跡 として周知されていたが、県教育委員

会の試掘調査で同様の埋蔵文化財が確認されたため、南側に拡張されたものである。

今回の調査範囲は、現在の北上川堤防の東側に隣接する。南側に隣接する駒板遺跡と同様、北上川

とその支流によって形成された自然堤防上およびその周囲に立地するが、より起伏は緩やかである。

基本層序は、(43)駒板遺跡の頂の左側写真に見るように、基本的に洪水時にあふれ出た砂に起因

する責褐色土 (一部砂の箇所あり)と 黒褐色土との互層である。写真中央の厚い黒土が遺物包含層で、

この層の上部が平安時代、中央付近が縄文時代晩期、下部が縄文時代後期の遺物包含層となるが、穂

貫田遺跡の場合は、これほど厚くない。また、穂貫田遺跡の地形は、包含層下の責褐色砂～土層でほ

ぼ平らになっていたようだが、駒板遺跡は、包含層上の責褐色上で平らになったようである。

調査の概要

発掘調査面積1,550m2、 確認 (のみ)調査面積4,650m2、 計6,200m2で ぁる。発掘調査範囲から、平安

時代の竪穴住居跡2棟、縄文時代後期前葉 Pの フラスコ状土坑 1基、確認調査範囲から、平安時代の

竪穴住居跡 5棟、縄文時代晩期の上坑 (楕 円形)3基、後期前葉の土坑 (精円形)1基、古代の上坑

3基、焼±5基 (1つは確実に縄文時代、他の多くは古代 P)検出されている。なお、南北方向に続

く溝跡が何条も確認されたが、覆土等から何れも近世末以降と判断された。

出土遺物は、土器が大コンテナ1.5箱 、縄文時代晩期中～後葉の上偶片 1点、焼粘土塊 1点、石器

製作時の剥片17点、鉄鏃等の鉄製品4点、近世末以降の陶磁器片数点である。土器は、縄文土器と土

師器・須恵器が約半々である。縄文土器は後期前葉と晩期中～後葉がほとんどを占め、主として、前

者は南側の駒板遺跡隣接地と堤防側、後者は東側に比較的多く出上した。

平安時代の竪穴住居跡 縄文時代のフラスコ状土坑
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発掘調査概報

(45)山 口遺跡

所  在  地 花巻市東十二丁目23地割169‐ 3ほか   遺跡コード・略号 ME46-0315・ YG‐06

委  託  者 県南広域振興局北上総合支局農政部農村整備室 調査対象面積  491m2
事  業  名 経営体育成基盤整備事業更木新田地区  調査終了面積 491m2
発掘調査期間 平成18年 9月 1日 ～ 9月 19日       調 査 担 当 者 金子昭彦 。鳥居達人

遺跡の立地

遺跡は、花巻市の南東端にあ り、北上市にまたがって存在する。JR東北本線花巻駅から南西に約

5.5kmに位置し、北上川およびその支流によって形成された自然堤防上に立地する。

調査の概要

山口遺跡は、北上市内において周知されていた平安時代の遺跡であるが、県教育委員会の試掘調査

で今回の事業予定地内に埋蔵文化財が確認されたため、遺跡範囲が北に拡張されたものである。事業

予定地内には、幅2m深 さlmほ どのコンクリー ト製の頑丈なつい水路が敷設されてお り、その南側は

狭い農道が沿っていて通行上問題があり、さらに農道の南側は電力関係の水路が地中深 く埋設されて

いたため、試掘 トレンチは事業地の北側隣接地に設定され、土坑 1基が確認されている。

今回の調査では、排水路の撤去後掘 り下げてみたが、電力関係の水路を埋設する際、その周囲も掘

削したらしく、埋蔵文化財は既に残っていないことが確認されたため、掘削を中止した。

排水路使用状況

遺跡の位置 調査状況
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さかい

(46)境遺跡

地 北上市稲瀬町地蔵堂        遺跡コード・略号 ME86-0069。 SA-06

者 県南広域振興局北上総合支局土木部  調査対象面積  2,400m2

名 緊急地方道路整備事業下門岡地区   調査終了面積  1,035m2

期間 平成18年 9月 19日 ～12月 4日     調 査 担 当 者 鳥居達人・木戸口俊子

遺跡の立地

本遺跡は北上市の南東部、」R東北本線北上駅から南4.5kmに位置する。北上川の左岸にひろが り、

おおむね平坦ではあるが、その中で若干の高低差がみられる。標高は50mである。

調査の概要

今回の調査では竪穴住居跡 1棟、焼± 1基、溝跡 9条、堀跡 3条、土坑 2基、柱穴状土坑32個 のほ

か、畑状遺構 2箇所、敷石遺構 1基、柱穴が規則的に並んだ遺構 1基が検出された。また縄文時代晩

期末から弥生時代前期の遺物包含層が 2箇所ある。

出土遺物は平安時代の上師器・須恵器類が中コンテナ 1箱、縄文および弥生土器や土製品が大コン

テナ3箱、石器 。石製品は石鏃11点や磨石 。独鈷石の未製品など中コンテナ 1箱、その他では陶磁器

片、古銭 3枚が出土している。

検出遺構や出土遺物から縄文時代晩期末期から弥生時代、平安時代を中心とする古代、そして中世

から近世にかけての少なくとも8期 にわたっての複合的な集落跡であった可能性がある。

平安時代の竪穴住居跡

南側調査区堀跡 縄文土器・石器出土状況
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発掘調査概報

(47)野田 I遺跡

所  在  地 北上市二子町才の羽々61-1ほ か   遺跡コード・略号 ME56-2213・ NDl‐06

委  託  者 県南広域振興局北上総合支局土木部   調査対象面積 955m2

事  業  名 地域道路整備事業才の羽々地区   調査終了面積 955m2

発掘調査期間 平成18年 10月 16日 ～12月 12日    調 査 担 当 者 北村忠昭・溜 浩二郎 。高橋聡子

遺跡の立地

本遺跡は北上市役所の北東約3.2kmに位置 し、北上川支流の大堰川右岸に形成された沖積地上の微

高地に立地する。調査区の標高は約62mである。

調査の概要

今回の調査では縄文時代の陥し穴状遺構 1基、平安時代以前の上坑 2基、平安時代の竪穴住居跡 5

棟、土坑 4基、溝跡 1条、焼土遺構 2基、不明遺構 1基、平安時代以降近世以前の溝跡 2条、近世の

掘立柱建物跡 1棟、柱穴状土坑15個、時期不明の上坑 2基、溝跡11条、柱穴状土坑15個が検出された。

出土遺物は大コンテナ換算で約 3箱、縄文土器、土師器、須恵器、石器、金属器、陶器、磁器など

が出土した。遺物の中心は平安時代の上師器で、ほとんどが竪穴住居跡から出上したものである。
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発掘調査概報

(48) 第2次調査

所  在  地 奥州市前沢区白山字合野46-1ほか

委  託  者 県南広域振興局農林部農村整備室

事  業  名 経営体育成基盤整備事業白山地区

発掘調査期間 平成18年 8月 1日 ～ 9月 15日

どうのうえ

道上遺跡

遺跡コード・略号

調査対象面積

調査終了面積

調 査 担 当 者

NE47-0045。 DU-06

2,460■ 12

2,460rn2

丸山直美・高橋聡子

遺跡の立地

本遺跡は北上川右 (北西)岸の河岸段丘上に立地する。標高は31m前後で、現況は畑地である。北

側には昨年度調査区が道路を挟んで隣接する。今回の対象面積2,460m2の うち、460m2は確認調査で、

当該区域に関しては遺構プランを検出した段階での記録に留めている。また、細長の調査区を折半す

る形で一方が確認調査範囲にかかる、あるいは本調査区中央に確認調査区が存在するなど区分が一様

ではなく、双方が入 り組んだ形である為、一部分が確認調査区にかかるものはすべて本調査分に含め

て報告する。

調査の概要

今回の調査で検出された遺構は平安時代の竪穴住居跡 2棟 (う ち、確認調査分 1棟。以降、カッコ

内は同義)、 土坑 1基、中世後半から近世初頭と思われる掘立柱建物跡 4棟、時期不明の上坑20(5)

基、カマ ド状遺構 4(3)基 、大溝跡 1条、溝跡18(4)状、井戸跡 5(1)基 、水田状遺構 1箇所、

畑跡 1箇所、柱穴列 1列、柱穴状小土坑103(22)個 である。

遺物は大コンテナで 2箱分が出土 している。内訳は縄文土器片、土師器片・須恵器片、陶磁器片

(常滑産陶器・中国産磁器・瀬戸美濃系陶器・肥前産磁器)、 金属製品 (六器ほか)である。特筆され

るのは土坑の埋土上位から出土 した常滑広口壼片、青白磁小壷蓋片で、12世紀代に位置づけられる。

また、遺構外からではあるが北側調査区Ⅱ層から銅製とみられる小ぶ りの六器 (口径4.8cm)が 1点

出土してお り、特殊な遺物として注目される。

航空写真 (北西から)
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